
秋田県文化財調査報告書第315集

北
、主包

1塁 北
即

日
什
怯
F

一一日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書VI-

200 1・3

秋田県教育委員会



きた

一一日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書VI-

z

取ヘ
ゴ
Ae---

2 1 

教 委



4 

zf事丹

巻
頭
図
版

2 

8 

7 

9 

白磁・青磁



秋田県は豊かな自然に恵まれております。この豊かな自然の中で先人た

ちが育み、築き上げた歴史と文化がいろいろな形で受け継がれております。

に刻まれた埋蔵文化財もそのひとつであります。

現代に生きる私たちは、産業や経済を発展させ生活の利便性を高め、よ

り豊かな地域社会を形成したいという望みをもっております。と同時に、

たちが築き上げた遺産の認識と保護を託されており、受け継がれてき

た歴史と文化を損なうことなく、未来へと伝えて行くべき使命もあります。

高速交通体系の整備の一環として日本海沿岸東北自動車道建設事業が進

められておりますが、当教育委員会では埋蔵文化財の保護と建設事業の円

滑な推進を図るため、各種の調査結果をもとに事業者側と協議を進めて参

りました。

区域内には、古代の集落跡である北遺跡が存在することから、記録

保存のため、平成11年度に発掘調査を実施しました。

調査の結果、中世の井戸跡や縄文時代@弥生時代@古代@中世@近世の

遺物が検出されました。

本書は、北遺跡の調査記録をまとめたものでありますが、中世の集落跡

を研究するうえでいささかでも役立てば幸いです。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御協力いただきました日本

道路公団東北支社秋田工事事務所、五城呂町教育委員会をはじめ関係各位

に対し厚くお礼申し上げます。

平成13年 3月

秋田県教育委員会

小野寺清



例

1 本書は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書は、平成11年度に調査された秋田県南秋田郡五城呂町に所在する北遺跡の誠査結果を収め

たもので、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書としては6冊目にあ

たる。

3 調査の内容については、すでにその一部が年報などによって公表されているが、本報告書を正式

のものとする0

4 本書の執筆は、第 5章を除き加藤竜が行った。

5 第 5章自然科学的分析は、次の機関に業務委託した分析報告である。

井戸構築材の樹種間定@種実遺体同定 e 動物遺存体同定 パJ)ノ@サーヴェイ株式会社

大型植物化石同定@花粉分析@寄生虫卵分析 株式会社パレオ@ラボ

木製品の樹種同定@金属製品成分分析 株式会社吉田生物研究所

6 陶磁器の同定については、平泉町埋蔵文化財センター八重樫忠郎氏、岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財センター羽柴誼人氏にご指導頂いた。

7 本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導@ご助言を賜った。(敬称略、五十音)11買)

磯村朝次部、今津節生、奥山一絵、金子優子、栗山知士、越川欣和、小林達雄、鶴見泰寿

冨樫泰時、羽柴直人、平J111省、平山明寿、宮内信雄、宮本長二郎、八重樫忠郎
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凡例

I 遺構については、検出版にその種類を示す略記号と通し番号を付したが、後に遺構ではないと判

断したものは欠番とした。また、遺構及び遺物に使用した略記号は下記の通りである。

S E (井戸跡) S K (土坑) S D (溝跡) S B (掘立柱建物跡) SKP(柱穴様ピット)

S N(焼土遺構)

2 遺物に使用した略記号は以下の通りである。

R P (土器) RQ  (石器) RW(木製品) RM(金属製品) S (磯)

3 本書に使用した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の l及び5万分の 1地形図『五城目』と、

日本道路公団東北支社秋田工事事務所提供の千分の l工事用図面である。

4 挿図中の方位マークは国家鹿標第X系の座標北を示す。なお座標北と磁北の偏角は西に 7050/

である。

5 挿図中の土色及び遺物観察表に使用した色調表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、

財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1998年版』によった。

6 各観察表の単位は、原則として遺構の径や深さなどの寸法にはcrnを、標高にはmを、遺物の長さ

や幅などの寸法にはmを、重量にはgを用いた。また( )内の数値は推定値を示している。

7 第 5章で用いた表番号及び図番号は、原稿通りに記載し、各通し番号とは別扱いとした。

8 使用したスクリーントーンについては、挿図中で説明している。

9 土器の図示の方法は、原知的に断面の左側に外出の、右側に内面の実測図もしくは拓本を示して

いるが、白磁・青磁、および珠洲系陶器以外の国産陶磁器については、断面の左側に内面の、右側

に外面の実測図を示している。

111 
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1章はじめ

1節調査に至る経過

日本海沿岸東北自動車道は、平成 9年 2月に新潟市~青森市までの全区間が路線の指定を受けてい

る。秋田県におけるそれまでの路線名は、日本海沿岸東北自動車道象潟秋田線(象潟~秋田間)及び秋

田琴丘線となっていた。北遺跡に係る昭和町~琴丘町間の20.7kmについては、平成 3年12月に整備計

区間に決定され、平成 5年12月の実施計画認可を経て平成6年11月に路線が発表された。

これを受けて秋田県教育委員会は、路線上の埋蔵文化財の確認のため平成 8年の 9. 12月に分布

を実施し、周知の遺跡 3カ所と新たに発見した遺跡16カ所の計19遺跡、を確認し、いずれも範囲

確認調査が必要であるとの結果が出された。

北遺跡の範回確認調査は、 9，500r討を対象として平成10年 5月11日から 5月15日にかけて実施さ

れた。この結果、遺跡は平安時代の集落跡であり、工事区域内遺跡面積は2，450ばであるとされた。

第 2節調査要項

跡名称 北遺跡(きたいせき)

跡[s各 4K 

所 ま由 秋田県南秋田郡五城目 IHJ野田字~と38外

調 期間 平成11年 5月24日'""8月31日

目的 日本海沿岸東北自 に{系る

言周 2，450nl 

体 秋田県教育委員会

調 担当 杉淵 (秋田県埋蔵文化財センター調査課課長補佐兼秋田

二!鳴降儀(同

河田 同調査課秋田

加藤 河

松尾 向 調査課秋田北分室非常勤職員)

松橋 ( 向 調査課秋田北分室非常勤職員)

fZlν:i:仏￥、 担当 佐藤 悟(同総務課長)

同 :現秋

向調査課秋田 ツ

嶋田敏輝(同

佐々木敬降( 同

|盗(同

調査協力機関 日 五城目

1 



第 2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

北遺跡の所在する秋田県南秋田郡五城目町は、八郎潟残存湖の南東部、出羽丘陵の西部にあたる。

八郎潟東岸においては狭長な平野部を中心として集落が点在し、旧八郎潟東岸に沿う形で国道 7号線

とJR奥羽本線が並走する。遺跡はこの JR奥羽本線八郎潟j駅から東北東に約1.7km、北緯39
0

56'58ぺ

東経140
0

6'5//に位置する(第 1図)。

遺跡周辺の地形は、出羽丘陵西部から八郎潟残存湖に向けて、山地、丘陵地、低地に分けられる。

残存湖岸には、琴丘町鯉川より秋田市金足に至る狭長な湖東沖積低地が展開し、これらの地域の東に

は、高度100m内外の等頂丘陵部をなす丘陵地が南北に帯状に発達している。丘陵地の東には、組山

山地から北に延長する一連の山地が発達し、ここから西流する馬場白川、井)I[、豊川、馬踏)f[などの

河川はすべて八郎潟残存湖に注いでいる(第2図)。

遺跡周辺の地質は、下位から小谷沢層、新砂子淵層、女川層、船川層、天徳寺層、笹岡層、潟西層

及び段丘堆積物、沖積層に分けられている(第 3図)。北遺跡は馬場巨)I [右岸に広がる沖積低地上に立

地している。なお馬場目川はある時期現在の流路から外れ、遺跡の所在する野田 a 小油方面を流れて

八部潟に流入しており、この段階で自然堤防が形成されたと考えられている。遺跡近辺の自然堤防上

は、宅地もしくは畑地として、低地は水田として利用されており、遺跡の現況もこの土地利用状況を

反映している。

第 2節歴史的環境

北遺跡の所在する八郎潟南東部においては、各時代にわたる数多くの遺跡が周知されており、また

近年におけるほ場整備事業や道路建設事業などの大規模な開発事業に伴い、新たに発見され、調査さ

れた遺跡も少なくない。ここでは北遺跡の歴史的環境を理解するため、八郎潟南東部に所在する縄文

時代から中世までの遺跡について概観する。なお遺跡名に続く[ J内の数字は、秋田県教育委員会

発行の『秋田県遺跡地図(中央版)~に掲載された遺跡の地図番号に対応しており、アルファベットは、

その後新たに追加された日本海沿岸東北自動車道関連の遺跡を示している(第4図、第 1

1. 縄文時代の遺跡

北遺跡近隣の縄文時代の遺跡としては、森山西南麓に凋本遺跡 [25-9J、下台遺跡 [25-10J、細越

遺跡 [25-11J、神明前遺跡 [25-13Jなど、後・晩期を主体とした遺跡が分布する。また馬場日)I [を

挟んでこれらの遺跡のほぼ対-岸に位置する中山遺跡 [25-23Jは、 1982・1983年に発掘調査が実施さ

れ、娩期の竪穴住居跡、土坑墓群が検出されたほか、湿地帯に残る泥炭層からは、後期後葉から晩期

の土器に伴い、編布、監胎漆器、木胎漆器、赤色塗り丸木弓、乾漆櫛、樹皮製品等が多数出土し

ており、該期の漆工芸や編布の技術に関わる となっている。

井)I [流域の縄文時代の遺跡としては、大野地遺跡 [31-32Jが挙げられる。この遺跡は、 1984年か
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ma(泥がち准積物)、 sa3(砂がちiit積物)、 r(泥・砂および牒)

sgK(l昔、磯崎)、 msF(泥岩)、 tr(砂および{深)、 Da(石英安山岩)

shO (珪質頁岩)、 slT(シルト岩)、 msS(泥岩)

3毘 遺跡照辺の表層地質鴎
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第 2章遺跡の環境

ら1986年にかけて発掘調査が実施され、 a.b式土器を中心とする前期中葉の遺物

包含する廃棄場と、該期に伴う土坑群が検出された。またこのうち 1基の土坑からは、ヤマトシジミ

の単一種からなる貝殻と鹿角が出土している。大野地遺跡よりさらに井川寄りの台地上においても、

縄文時代の遺跡が確認されており、野畑遺跡 [31-30Jでは中期大木 8a"'9式土器と石器類が、綱

木沢遺跡 [31-34Jでは前期円筒下層b式土器と石器類の出土が報告されている。

2. 弥生時代の遺跡

弥生時代の遺跡としては、井川町に所在する新聞A.B遺跡 [31-19.20Jが知られる。 1966年

に実施された試掘調査では、籾跡痕を伴う弥生土器が出土している。また、来IT間A B遺跡に近接す

る越雄遺跡 [31-KJは新発見の遺跡で、 2000年に発掘調査が行われている。

3. 古代の遺跡

八郎潟南東部において、古代の著名な遺跡としては岩野山古墳群 [25-14J、石崎遺跡 [25-3Jが挙

げられる。岩野山古墳群は馬場目川左岸の舌状台地上に立地する遺跡で、 1960年に発見され、以後3

回の発掘調査が実施されている。発掘調査の結果、多数の土坑及びj帯状方形遺構が検出され、これら

の遺構に伴って武具、馬具、装身具、須恵器、土師器等の副葬品が出土した。石帯など副葬品の内容

から、被葬者は律令体制下の官人と見られ、遺跡は 8世紀中頃から10世紀まで継続する墓域と考えら

れている。石崎遺跡は岩野山古墳群から西方に約2.5kmの沖積低地上に立地する。この遺跡も 3次に

わたって発掘調査が実施され、櫓跡とされる柱痕と、一辺が400m以上の規模をもっと推定される柵

列が検出された。

4. 中世の遺跡

八郎潟南東部は秋田県内でも特に板碑や五輪塔の分布が濃密な地域の一つで、その多くは五城呂田I

の森山より産出する角関安山岩を用いている。これらの板碑@五輪塔は殆どが低地に分布しており、

北遺跡近隣では葦戸家碑群 [27-41Jにおいて70基ほどの板碑が集中している。低地から丘陵地に移

ると、自然地形を利用した中世の城館跡が多数存在する。北遺跡近隣では森山山麓に岡本城 [25-7J、

細越館 [25-12J、砂沢城 [25-15J等の城館跡が知られ、このほかに馬場白川@井)11・妹川の各流域

にも多数の中世城館が存在する。八郎潟南東部で特に注呂される中世の遺跡としては、井川町に所在

する洲崎遺跡 [31-9Jが挙げられる。 1997年から翌年にかけて発掘誠査が行われた結果、道路や堀な

どによって区画された大規模な集落跡であることがわかり、 300基を越える井戸跡や堀から多種多様

の木製品が検出されている。

参考文献

秋田県『土地分類基本調査五城目~ 1973 (昭和48)年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地悶(中央版)~ 1990(平成 2)年

秋田県教育委員会均HI崎遺跡』秋田県文化財‘調査報告書第303集 2000(平成12)年

五城自 11IJ~五城呂町史~ 1975(昭和50)年

井}II IßJ教育委員会『大野地遺跡発掘調査報告書~ 1988 (昭和]63)年

五城目 11IJ教育委員会『中 UJ遺跡発掘調査報告書~ 1983 (昭和58)・1984(昭和59)・1990(平成 2)年

小武海松四郎『籾痕ニi二器をともなう秋田県南秋田郡井川町新間遺跡遺物について~ 1977 (昭和52)年
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第 2章遺跡の環境

地図番号 遺跡名 所 在 i也 種別 遺構 遺物

25-1 板碑 五城目mT大)11宇東屋布 板碑 種宇

25-2 大)11城 五城目町大川宇東屋布 官官邸F 板碑

25-3 石11時 五城目町大}11下樋口宇道ノ下 域柵跡 柵列、柱脚、陶li見、木製品等

25-4 三石阿弥陀二尊塔 五城目mT!J、池字森山下 {言仰碑 種字、元文 2年 6月

25-5 東谷寺刷、 五城目町小池宇森山下 寺i涜跡 イゴ匂造物

25-6 板碑 五城目町小池字森山下 板碑 種字

25-7 岡本域 五城目町小池宇森山下 館跡

25-8 板碑 五城目町小池字森I-Li下 板碑 種学

25-9 岡本 五城目町小池字森山下 遺物包含地 竪穴住居跡、縄文土器(後・|児期)、土偶、石器

25-10 下台 五城目町岡本字下台 遺物旬含地 縄文土器(後・晩期)

25-11 細越 五城目!可字七倉 遺物包含地 縄文土器(晩期)

25-12 締越館 五城目町小池字河本下台 館跡 帯郭

25-13 神明前 五域目町字神明前 遺物缶含地 縄文土器(中・後期)

25-14 岩野山古墳群 五城目町樋!コ字樽沢 古墳 太刀、勾玉、石帯、鉄鍛、土l知器、須恵、器等

25-15 砂沢域 五;城自mr宇羽黒fjiJ 館跡

25-16 杉ヶ 11時 五城目町杉ヶ 11時 遺物包含地 縄文土器(中・後・晩期)

25-17 砂沢窯跡 五域目町字羽黒前 窯跡 登窯、陶器片

25-18 広ヶ野 五城目tJ庁間崎学広ヶ野 遺物包含地 縄文土器(中・後・晩期)、石斧、石棒、土塁

25-19 板碑 五城目Hl了間崎宇広ヶ野 板碑 板碑 1基

25-20 広ヶ野館 五城目町富津内下山内宇奈良1I時 館跡 土塁、空堀

25-21 雀館古代井戸 五城目町上樋!こl字堂社 井戸跡 須恵、器、土師器、黒陶、矢板

25-22 雀館 五城目mTi官511時字八回 館跡 青磁、英瀬戸、礎五

25-23 中山
主玉五主城域主目町田崎字中泉田

遺物包含地 土坑墓、縄文土器(後・晩期)、漆製品等

25-24 熊野台 目町高11時字熊野台 館跡 井戸跡

25-25 館越館 自町館越字館回 館跡 空堀、帯郭

25-KT 小立花 五城目町浦大町字小立花 漬物包含地 陶磁器、珠洲子高陶器、銭貨、石搬、石器等

25-Y 山際道ノ下 五城目町浦横町宇山際道ノ下 遺物包含地 石箆、石錯、土師器、珠洲系陶器、陶磁器等

25-K 北 五城目町野田字二!七 集落跡 井戸跡、便所跡、陶磁器、刀子、木製品等

25-N 中谷地 五城目町大川字谷地中学荘地 集落跡 J屈立柱建物跡、板材列、土師器、須恵器等

27-1 大沢 I 八郎潟町真坂字大沢 遺物包含地 縄文土器、フレーク

27-2 大沢E 八郎潟町真坂宇大沢 遺物包含地 フレーク

27-3 石塚 I 八郎潟町真坂宇石塚 遺物包含i也 縄文土器、ブレーク

27-6 石塚E 八郎潟町真坂字石塚 遺物包含i也 縄文土器、石跡、フレーク

27-7 石塚延文2年碑 八郎潟町真坂字石塚 板碑 碑(願以比:9]1:忠)
27-8 石塚塔 八郎潟町真坂宇石塚 五輪塔 塔身

27-9 沢田 I 八郎潟町真坂宇沢田 遺物包含地 縄文土器(中期)、土製品、石製品、石器等

27-10 沢田 E 八郎潟町真坂宇沢田 遺物包含地 フレーク

27-11 沢田貞和 2年碑 八郎潟町真披宇沢田 板碑

27-12~ 14 沢田碑 I~即 八郎潟町真坂宇沢田 板碑

27-15 沢田盟 八郎潟町真坂宇沢田 遺物包含i也 石皿、石棒、フレーク

27-16 鳥屋崎 八郎潟IllT浦大町宇鳥屋1I時 遺物包含地 フレーク

27-17 寒ノ神石 I 八郎潟町浦大町字寒ノ神 遺物包含地 石織、石匙、石皿、ブレーク多量

27-18 寒ノ神石耳 八郎潟町j市大IllT字寒ノ神 遺物包含地 縄文土器、石織、崩平打製石器、石錘、鉄浮等|

27-19 善知鳥妓塔 八郎潟日JT浦大町宇善知鳥 五輪塔 塔身

27-20 豊坂碑 八郎潟IsTi甫大町字豊坂 板碑

27-21 里ヶ久塔 i 八郎潟町浦大町字盟ヶ久 宝箆印塔 基礎、応永 15年銘有、笠

27-22 盟ヶ久塔註 八郎潟町浦大町字盟ヶ久 五輪塔 基礎、塔身、笠

27-23 lffi!_ヶ久l菩盟 八郎潟町浦大町字里ヶf入 宝箆印塔 i苔、基礎、反花付壇上積式

27--24 j市城 八郎潟町浦大町字思ヶ久 館跡 青磁、黄潮戸、志野、明染付、越前系陶器等

27-25 後谷地貞干1]5年碑 八郎潟!日了夜叉袋字後谷地 板岬

27-26~29 一向堂碑 1~IV 八郎潟町夜叉袋宇一向堂 板碑

27-30 河原崎碑 l 八郎潟町夜叉袋字河原崎 1友碑

27-31 河原崎文和 2年碑 八郎潟i耳n父又袋宇河原崎 抜碑

27--32 河原崎文和 d年碑 八郎潟町夜叉袋字河原崎 板碑

27-33 地蔵止IH貞手IJ5年碑 八郎潟町夜叉袋宇一向堂 抜碑

27-34 地蔵畑貞和碑 八郎潟町夜叉袋宇一向堂 板碑

27-35 地蔵リ:1問中 I 八郎潟町夜叉袋宇一向堂 板碑

27-36~40 中島碑 I~V 八郎潟rnT小袖宇中島 板碑

27-41 菅戸家碑群 八郎潟町小池字菅戸家 板硝1 種宇

[27-42 蒲沼碑 )U~I)潟町宇軒島 板碑
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地図番号 遺跡名 TJr 在 主出 種別 遺構 遺物

27-43 蒲沼 八郎潟町字蒲沼 遺物包含地 土師器、須患器、土製品、木製品、陶磁器等

27-44 押切城 八郎潟町宇中島 平城

27-45 上主主根延文碑 八郎潟町字上容根 板碑

27-46 前)11原貞和 2年碑 八郎潟町川崎宇前川原 板碑

27-47 前川原碑 I 八郎潟町川11府宇前川原 板碑

27 48 貝保ii思 八郎潟町ー川11時宇貝保 板碑

28-1 鳥木沢 館田川IIli了飯塚宇鳥木沢 遺物包含地 縄文土器(後・晩期)

28-2 古関 飯田川町飯塚宇古開 遺物包含地 須恵器;町二

28-3 観音寺 飯田川町飯坂字観音尻 寺院跡 礎苓、被碑

28-7 小玉館 飯田川町飯塚字水神端 館跡 帯郭

28-8 築註i館 飯田川町飯原字僧ヶ沢 館跡 帯郭、空堀、板碑(南北朝紀年)

28-9 鷲尾館 飯田川町和田妹)11字坂の下 掠跡 帯郭、空堀、縄文土器(後・娩期)、石鍛

28-10 鹿来館 飯田川町和田妹川宇鹿来 館跡 帯郭、空堀、竪穴住居跡、土師器、陶磁器等

28-11 鬼王館 飯田川町和田妹川字大宮沢 館跡 帯郭、空堀、段築、縄文土器、胸磁器等

28-K 1 古関 I 飯田川町和田妹)11宇古関 遺物包含地 縄文土器、弥生土器、石匙、フレーク

28-K II 古関H 飯田川町和田妹川宇古関 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵、器等

28-M 六ツ鹿沢 飯田川町和田妹川字六ツ鹿沢 官官跡

31-2 実相院抜碑 井川町今戸字寺内 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-3 熊野神社板碑 井川町今戸字寺内 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-4 寺ノ内 井)11町今戸宇寺内 遺物包含地 銭貨(開元通費・ 1台平通費他)

31-5 賢蔵院板碑 井川町ー今戸字家ノ後 抜碑 角閃安山岩(自然石)

31-6 小今戸抜碑 I 井川町今戸字小今戸 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-7 小今戸板碑E 井川町今戸字力千田 板碑 角関安山岩(自然石)

31-8 小今戸板碑盟 井川町今戸字小今戸 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-9 樹、111時 井川町浜井)11字州11時 集落i腕 井戸跡、溝跡、道路跡、陶磁器、木製品等

31-10 新屋敷板碑 井川町浜井川i宇苗代堰 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-11 新屋敷五輪塔 井川町浜井川!字苗代堰 五輪塔 火山岩、五輪塔(地・水・火輪)

31-12 資料館前板碑 井川町北川尻学海老沢樋ノ口 板碑 角関安山岩(自然石)

31-13 問中神明社板碑 井川町浜井)11宇家の東 板碑 角閃安山岩(自然石)

31-14 羽立伊勢堂板碑 井川町浜井)11宇家の東 板碑 輝石安山岩(加工岩)

31-15 下村 井川町北)11尻字下村 遺物包含i也 墨書須恵器

31-16 飛塚 I 井川町坂本字飛塚 遺物包含i也 墨書土師器、須恵器

31-17 飛塚E 井川町坂本字飛塚 窯跡 鉢、壷破j午、播鉢破片等

31-18 坂本湊城 井川町坂本学山崎 館跡; 空堀、土塁、井戸跡、須恵器、刀子、黄瀬戸等

31-19 新問A 井川町黒坪字新間 遺物包含地 縄文土器(晩期)、弥生土器、お織、石斧、石鉦E

31-20 新間B 井川町黒坪字新開 遺物包含地 縄文土器(晩期)、弥生土器、石匙

31-21 小泉 井川町黒坪字越雄 遺物包含地 土師器、須恵器、丸玉

31-22 乗江院宝箆印塔 井川町黒坪字小泉 宝箆印塔 基礎、塔身、笠

31-24 八111番神社板碑 井川町八回大倉字八幡 板右中 角肉安山岩(自然石)

31-25 比丘尼館 I 井川町赤沢宇嬬田 館跡

31-26 比丘尼館日 井川町ー宇治木学宇治木沢 館RifF
31-27 館岡鮪 井川町施田宇羽根回 館跡 腰郭、帯郭、空堀、

131-28 ~~1長田 井川町施III字羽根回 火葬墓 土師器壷(骨壷)、人骨

31-29 築舘 井川町九回大倉字南台 館跡 空堀、土塁

31-30 里子畑 井川町施田宇野田 遺物包含地 縄文土器、石織、石匙、石槍、布斧、石錘等

31ヨ1 南台 井川町八回大倉宇南台 遺物包含地 骨j議器(土師器 11閤・須恵器 11間)
31-32 大野地 井川町坂本宇大野地 遺物包含地 土坑、縄文土器(前期)、石器、貝殻、獣骨等

31-33 ，，*n曽野 井川IsT寺沢字味11皆野 寺院跡

31-34 綱木沢 井川町寺沢字綱木沢 遺物包含地 縄文土器、石銃、石匙、石錘等

31-1く !滋雄 井)11問]黒坪宇越雄 集落跡 土坑幕、弥生土器、石器

9 



第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

北遺跡は、八郎潟残存淑の南東岸、出羽丘陵の西部にあたる五城目町に所在し、 JR奥羽本線八郎

潟駅から東北東約1.7kmに位置する。遺跡は馬場白川の現在の流路から北に約 1km離れた沖積低地上

に立地し、標高は4'"'-"5m程である。調査区は南北に分かれており、便宜的に北側をA区、南側をB

と呼称することとした。遺跡の現況は、 A区が水田、 B広が畑地として利用されており、水田造成

や耕作のため、遺物包含層は殆ど失われている。またB豆は微高地となっており、 AB:とは 1m程の

比高差がある。

なおA区東側に切り回された水路の部分については、平成11年 3月に県教育庁文化課により立ち

い調査が行われ、弥生土器等が出土しているが、遺構は確認されていない。

第 2節調査の方法

1. 調査区の設定

計爾路線内の基準杭ST A.No.116 + 00中心杭を原点 (MA50)として、この療点から座標北方向に

南北基準線を設け、この基準線に直交する 4mX4mのグリッドを設定した。グリッド杭には東から

西に向かつて東西方向を示す...LS.LT.MA.MB.ーというアルファベット 2文字と、南から北

に向かつて昇}II買する…48・49・50.51…の 2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、各グリッドの呼

称は南東隅の杭の記号を用いた。なお~v1A50の座標値はx= 5273.951、y=-62547.815である。

2. 発掘方法及び記録作成

遺構の確認は掘り込み面での検出に努めたが、殆どが地山部での確認となった。検出された遺構に

は、種別を問わず確認した順に01からの番号を付し、精査を行った。また番号を登録した後、遺構

と判断されなかったものについては欠番とした。

遺物は、遺構内出土のものは、遺跡名・出土遺構・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入し、遺

構外出土のものは遺跡名@出土グリッド・出土層位 e 出土年月日を記入した袋に入れ、取り上げた。

調査の記録は主として図面と写真によった。遺構・遺物の実測は、グリッド杭を基準とした簡易遣

り方測量を採用し、平面図・断面図ともに基本的には 1/20で図化した。また井戸側や遺物出土状

況など微細なものについては、 1/10で図化した。

本真撮影は、 35mmのモノクロフィルム・リバーサルフィルムを中心に、ネガカラーフィルムを交

えて行った。

3. 室内整理の方法

における整理は、遺構については現場で図化した平面・断面図より第 2原図を作成し、これを

トレースした。遺物は洗浄・注記の後、同一個体と思われるものは接合@復元し、実測図・拓影図の

作成、写真撮影を行った。

-10 -



第 3節調査の経過

5月24日: を開始した。発掘機材の搬入と、事務所周囲の環境整備を行った。 5月26日:ベ

ルトコンベアーと配電盤を設置し、 A区の北東側から表土剥ぎを開始した。 5月31司:調査区北東

端で井戸跡と便所跡を含む 3基の遺構を確認した。 6月 2日:新たに 2基の井戸跡を確認し、精査を

開始した。 6月4日:闘皐院大皐小林達雄教授、県立図書舘冨樫泰時館長、教育庁文化課大野憲司副

e 武藤祐浩学芸主事が来跡した。 6月 9臼:雨の日が続き、調査区東側の水路から調査区内まで

水が溢れ、水路を一部南側に切り回すことにした。この作業の問ベルトコンベアーが使用できず、一

B区の表土剥ぎに移った。 6月11日:この日から作業員を数名増員した。水路切り回し完了。 A

区の表土剥ぎを再開した。 6月25日:表土剥ぎと遺構精査を続行した。この日までに検出した井戸

跡は 8基を数えた。井戸跡の多くは 2111近い深さがあり、掘り下げは難航した。 6月29日:五城目

町教育委員会、同町文化財-保護委員会から数名が見学に訪れた。向日船木調査課長が来跡した。 6月

30日:作業員を大幅に増員した。降雨が続くため B区での表土剥ぎを行い、この日で殆ど終了した。

7月7B:A区での表土剥ぎと遺構精査を続行した。井戸跡から木簡 e 漆器・下駄等の木製品の出土

が相次いだ。 A区の表土剥ぎはほぼ終了し、この日までに13基の井戸跡が確認された。 7月14日:

精査の完了した井戸跡から、井戸側の取り上げを開始した。 7月22日:S E18から多量の礁ととも

に刀子が出土した。 7月27日 :ABS秋田放送の取材を受けた。 7月29日:SK03の底面から万子

が出土した。またこの便所跡と切り合う SE02の井戸側を取り上げたところ、水溜部分の曲物が検

出された。 8月10日 :A区では井戸跡2基の取り上げを残し他の遺構の精査を完了した。 8丹20日

:A区の精査を終了し、 B区で、の遺構精査を行った。 8月26日:出土した遺物や井戸側部材などを

梱包し輸送した。 B区北西側で幅 2m程の溝跡を確認し、精査を急いだ、。 8月31臼:全ての遺構精

を完了し撤収作業を行った。誠査終了。

第 5図調査範囲図

1
1ム

1
2ム



第4章調査の記録

第 1節調査区の地形と層位

北遺跡は、馬場目)[[右岸に広がる沖積低地上に立地する。調査区は南北に分かれているため、北側

をA区、商側をB区と便宜的に呼称している。調査広の標高は 4"--'5111で、あるが、 B区の方が若干高

く、 A区との比高差は 1111程である。第 2章第 1節で述べたとおり、現在では遺跡より 1kmほど南に

流れている馬場白川が、ある時期遺跡の所在する野田・小池方面に流路を変え、この段階で自然堤防

を形成したと考えられている。 A医は水田造成時に相当の削平を受けており、本来の標高を示しては

いないが、少なくとも B区はこのような自然堤防の上に位置すると考えられる。 A区は平坦であり、

B区は南北端が緩やかに落ち込んでいる。

調査区の現況はA区が水町、 B区が畑地である。向調査区ともに水田造成もしくは耕作の際の撹乱

が著しく、遺物包含層は確認されなかった。以下に両地区毎の基本層序を示す(第6図)。

A区(LP64杭付近)

I層 暗褐色シルト質土表土。水田の耕作土。

E層 灰黄褐色シルト質土 縄文時代から現代までの遺物が混在する。

E層 褐色シルト質土 地山。 E層との境界は明瞭である。この面を遺構確認面としているo

IV層 稽青灰色粘土地点によっては砂を若干含む。

B IR(西側壁面)

I層 黒褐色シルト質土 表土。畑の耕作土。摩滅した土師器が多数混在する。

立層 階褐色~掲色シルト質土 地山漸移層。 a""'じに細分される。上部は耕作によって撹乱された

筒所が多く、主に IIc層上面を遺構確認面とした。

震麗褐色シルト質土地山。

A区器本土層 日区基本土層

一 -5.3m

(1  

十 l

トー-v一一寸

直

AIZ主~:;j三j二層

1 11音褐色土(lOYR3/4) しまり法適 シルト質

立 灰賛褐色土(lOYR4/2) しまり強 シルト1'J:

m 褐色土(lOYR4/6) しまり強 シルト質

IV 11音青灰色土(5BG4/l) しまり弱 粘土質

B区J基本土!笥
1 ゑ褐色土(lOYR3/2) しまり普通 シルト質

IIa Illff褐色土(lOYR3/3) しまり普通 シルト質

lIb 11制局色土(lOYR3/4) しまり普通 シルト質

立c褐色土(lOYR4/4) しまり強 シルト銭

m 褐色土(lOYR4/6) しまり強 シルト質

第 6図基本属序
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第4章調査の記録

第 2節検出遺構

本調査で検出した遺構は、井戸跡15基、便所跡 3 土坑31基、溝跡 2条、掘立柱建物跡 1棟、

柱穴様ピット 106基、焼土遺構 2基を数える。検出された遺構のA区と B区での内訳を見ると、 A区

が井戸跡13基・便所跡 3基@土坑 9基 e 柱穴様ピット 7基となり、 BI玄が井戸跡 2基@土坑22基@

溝跡2条@掘立柱建物跡 1棟@柱穴様ピット99基@焼土遺構 2基となる。なお、検出した遺構は、

柱穴様ピットを除き、第 2表に種別毎の一覧を示した。

検出した遺構の所属する時期は不明確なものも多く含まれているため、時代別ではなく、井戸跡@

便所跡 e 土坑@溝跡 e 掘立柱建物跡@柱穴様ピット@焼土遺構のJI[雲番で、遺構の種別毎に掲載した。

また、それぞれの遺構については形態や出土遺物等の項目を設け、その内容を記述した。

2 
井戸跡(SE) 15基 土坑(SK) 31基

三自一己1，1に'5" 番号 位霞(グリッド) 挿図番号 舌"寸いコ口モT 番号 位置(グリッド) 挿国番号

SE 02 L N . L 068 9 SK  01 LN68 28 

SE 04 LM68・69、LN69 10 S1く 08 L P65 28 

SE 05 L065・66 11 SK 10 L 064 28 

SE 06 L068 12 SK  11 L S64・65 25 

SE 07 L067 13 SK  13 L Q63・64 28 

SE 09 L Q68 14 Slく 15 L N66 28 

SE 12 L062 15 SK 20 L P . L Q60 25 

SE 17 LN64・65，L 064・65 16 SK  22 L R . L S 66 25 

SE 18 LN64・65，L 064・65 17 SK 24 L T66 28 

SE 19 LO・LP60 18 SK  25 L P59・60、LQ59・60 25 

SE 21 LR66 19 SK  35 MG44 27 

SE 23 L S66 20 SK  36 MF44 27 

SE 27 L R64 21・22 Slく 37 h在F. MG39 28 

SE 44 ME41・42 23 SK  38 MF39・40 28 

SE 52 MD  . ME42 23 SK  39 ME40 27 

便所跡(SK) 3基 SK  40 IvlG40 28 

圭n寸し FにT 番号 位置(グリッド) 挿医i番号 SK 41 恥1D. IvlE41 29 

SK 03 L N67・68、L067・68 24 SK 42 ME41 29 

SK 14 LM' LN69 24 SK  43 IvlD40・41、lVIE40 29 

SK 16 LN67・68 SK 45 ME41・42 29 

構跡(SD) 2条 SK 46 MF41 26 

記号 番号 位置(グリッド) 挿悶番号 Slく 47 や'IF41 29 

SD 60 IvlD45， ME43・44・45・46、MF42・43・ 30 SK  48 MD42 29 

44、MG41・42・43、MH41・42 SK 49 IvlC42・43 27 

SD 61 MF44、MG42・43・44 30 SK  50 ME  . MF42 29 

掘立柱建物跡(SB) 1棟 SK 51 恥1C. MD42 27 

記号 番号位置(グリッド) 挿図番号 SK 54 MG43 29 

SB 63 IME40・41、MF39・40・41 31 SK 55 MD41・42 29 

焼土遺構(SN) 2基 SK 56 IvlC41・42、MD41 26 

記号 番号位置(グリッド) 挿図番号 Slく 57 ME41 29 

SN 34 MF45・46 33 SK  59 ME41 29 

S N I 62 IMB43 33 

1. 井戸跡(第8図~第23図)

北遺跡、で検出した15基の井戸跡は、方形もしくは円形の掘形と、その中に される井戸側で構

成される。水溜部分に出物を用いたものが 1基(SE 02)確認されたが、土質が脆弱で、湧水が著しい

こともあり、他には確認されていない。ただし隅柱の下端部より下方のレベルにおいては、遺物が殆

ど出土していないことから、基本的に水溜は付設しないと考えている。井戸側の構築方法は、 4本の

[)陪柱を立て、その問に横桟をわたして周聞に縦板を巡らしたものである。これら井戸跡の覆土からは、

多くの場合珠洲系陶器あるいは白磁 e 青磁が出土しており、全て中世に構築・廃絶されたものと考え

られる。井戸跡については次のような項目を設けて記述した。なお文中で用いた井戸各部の名称は、

(宇野1982)での記述に拠った。

-14-



第 2節検出遺構

をグリッド番号で示す。また重複関係がある場合もここに

<掘形>井戸掘形の平面形態と規模を示す。規模は長径と短径をcm単位で、深さについては殆どが底

面を確認できなかったため、確認商から隅柱最下端まで、をcm単位で、示した。

<井戸側>井戸側の形態、と規模を示す。井戸側は隅柱と横桟と縦板を用いて「縦板組偶柱横桟どめ」

と呼ばれる方法で構築されているが、隅柱と横桟の組み方にはバラエティがあり、次のように分類し

た。 I類:全ての偶柱に貫通孔を穿ち、横桟を通すもの。 E類:対向する二本の稿柱には貫通孔を穿

って横桟を還し、これに直交する方向では、隅柱に富孔を穿ち横桟をはめ込むもの。韮類:対向する

二本の隅柱には貫通孔を穿って横桟を通し、突出した部分に直交する方向の横桟を載せたもの。 IV類:

対向する二本の隅柱には貫通孔を穿って横桟を通し、これに車交する方向では、偶柱に挟りをつけ、

横桟をはめるもの。 V類:対向する二本の隅柱には葉通孔を穿って横桟を通し、これに直交する方向

では、横桟の端部を段状に削り隅柱にあてがうもの。 VI類:対向する二本の隅柱には盲孔を穿って横

桟をはめ、これに直交する方向では隅柱の外側に横桟をあてがうものoVII類:隅柱の外側に横桟をあ

てがうもの。 酒類:目違いほぞで横桟を組むもの。これらの組み方は単独であるいは組み合わせて用

いられるが、 VI.VII.V菌類は単独で用いられることはない。隅柱と横桟の組み方と横桟の端部形状に

ついては、下に模式図を示す。なお井戸側の規模は、内側の長径と短径をcmで、表記した。

<覆土>井戸側内部の覆土の状況を記す。井戸の覆土は全て人為的な堆積によるものと考えられる。

また、覆土内での遺物出土の状況についてもここに記した。

<出土遺物>出土遺物の種別と数量を記す。なお挿図に掲載したものは、( )内に番号を示した。

VI類

照柱と横桟の組み方

8図井戸跡模式密
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第 4章調査の記録

S E02(第 9図、図版 2 1・2)

<位置・重複>LN.L068グリッドに位置し、南側でSK03と切り合う。本遺構の方が新しい。

<掘形>平面形は隅丸方形をなし、長辺190cm、短辺181cm、水溜の最深部までの深さは261cmを測る。

<井戸側>横桟は4段あり、下の 3段はE類、最上段はV瞳類の組み方を用いている。酒類の組み方は

この井戸にのみ用いられたもので、隅柱の上端に載せていた。井戸側の規模は長径66cm、短径64cm

を測り、主軸方位はN-420 

- Eである。なおこの井戸側に使われている檎柱は上端から下端まで遺

存する唯一の例で、長さは170'"'--'179cmを誤lJる。また水溜部分の検出も本調査で唯一の例であり、底

板を欠く径60cmほどの曲物を設置し、その周囲に板を立て並べていた。

<覆土>井戸側内の覆土は半裁の途中で一部崩落してしまったため詳細は不明であるが、観察可能な

笛所では 2層に分層した。木製品等の遺物の出土は比較的少ない。

<出土遺物>縄文土器 2点、石器剥片 1点、珠洲系陶器片口鉢類 1点(40 1 )、土錘2点(44-8 . 

15)、木製品は折敷2点、箸 7点、曲物側板11点(49-15)が出土した。

S正04(第10図、関版 2 3) 

<位量・重複>LM68・69、LN69グリッドに位置する。重複関係はない。

<掘形>平田形は不整形をなし、長径203cm、短径178cm、深さ 151cmを測る。

<井戸側>北側の隅柱を l本欠いており、抜き取られたものと考えられる。崩壊しているため詳細は

不明であるが、比較的遺蒋の良い部分では、横桟が2段あり、下設にはV類、上段にはVII類の組み方

を用いていた。井戸側の規模は横桟の長さなどから長径90cm、短径80cm程度と推定される。主軸方

位はN-410

-Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は6層に分臆した。覆土の上位において磯数点と部材数点、覆土中位におい

て箸などの木製品がややまとまって出土した。

<出土遺物>縄文土器深鉢58点(34-2・3・9'"'--'11・13. 16・20)、石器剥片 1点、土師器杯皿

類 1点・嚢 2点、珠洲系陶器片口鉢類 1点(40-8).嚢2点(40-14・41-20)、土錘 1点(44-9)、

木製品は漆塗り皿2点・椀 1点、箸693点(48 6 '"'--' 10)、曲物側板13点@底板 1点(49-20)、櫛 l

点(50 29)、草履芯 1点(50 33)が出土した。

S正05(第11図、図版 3-1) 

<位置・重複>L065・66グリッドに位置する。重複関係はない。

<掘形>平面形は隅丸方形をなし、長辺145cm、短辺125cm、深さ 196cmを測る。

<井戸側>横桟は 3段あり、最下段にはE類、上の 2段にはVI類の組み方を用いている。なおVI類の

組み方はこの井戸にのみ用いられたものである。井戸側の規模は長径66cm、短径56cmを測る。主軸

方位はN 360 

- Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 2層に分層した。遺物は覆土のやや下位の部分において、青磁碗や羽口、

木製品は紡錘車や櫛など、比較的小形の遺物が出土した。

<出土遺物>縄文土器深鉢4点、土師器土不皿類 3点、青磁碗 1点(42 13)、珠洲系陶器護 1点(41-

21)、土錘 1点(44-16)、羽口 l点、鉄浮2点、木製品は漆塗り皿 1点、折敷6点(48 5)、箸135点、

ρ
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¥ ¥ 7 E~2 0 も l 蒸褐色土(10YR3/1) しまり強 シルト質
大径の池山土粒10%、小径の炭化物殺 1%混入

2 黒褐色土(10YR3/1) しまり普通 シルト質
小径の地山土粒 5%、小径の炭化物粒196混入

3 黒褐色土(10Y3/2) しまり強 シルト質
仁t径の地山こ仁塊30%、中径の炭化物粒 3%混入

4 結青灰色土(5BG3/1) しまり弱粘土質
大径の黒色jニ粒20%混入
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第4章調査の記録

SE04 

1--- :-I~ 一一「

遺物出土状況(1 ) 

41-20 40-8 

GIL「
j

l

i

f

一一F

10菌 S E04井戸跡

。。
寸

1
ム

遺物出土状況(2 ) 

S E04 
1 黒褐色土(lOYR3/2) しまり強 シルト質

1浜小径の地111=1二粒、 ι1:1径の炭化物絞3%混入

2 黒褐色土(lOYR3/1) しまり弱 シルト質

4 黒褐色 ~1: (l OYR3/2) しまり弱 シルト質
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S E05 
1 しまり強 シルト質

中~小筏の炭化物粒10%混入
しまり弱 シルト質

極大径の炭化物粒 3%混入
しまり強 シル卜質
潟、大筏の炭化物粒10%混入
しまり弱粘土質

ノ th川
Ut十
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り強シルト質

しまり説会通 I九

第 2節検出遺構

1
1「

l
i

¥¥一

一一-F

11閤 SE 井戸跡

曲物側板23点(49-17)、栓 I点(50-26)、櫛 1点(50-28)、紡錘車 1点(50-35)、繕脚 1点(50

36)が出生した。

SEむ6(第 12図、図版 3-2) 

L068グリッド る。重複関係はない。

<掘形>東側が撹乱を受けているが、平田形は縞丸方形をなし、長辺169cm、短辺144cm、深さ 194

cmを測る。

<井戸側>横桟は 3段あり、

を測る。主軸方位はN-29
0

… Eである。

直類の組み方を用いていた。井戸側の規模は長径60cm、短径56cm

した。覆土のやや上位において機数点と、多数の部材が折り<覆土>井戸側内の覆土は 3

なるように出土した。

く出土遺物>縄文土器深鉢11点 (34-19)、珠洲系

1:出物側板13点 e 底板 1点(49-21)が出土した。

1点 (41-22)、木製品は折敷 1

Q
d
 

-ー一



第4章調査の記録
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3ξ07(第13図、図版 3 3) 

L067グリッド

<掘形>平面形は隅丸方形をなし、長辺156cm、

る。重複関係はない。

第 2節

143clll、深さ111cmを測る O

<井戸側>横桟は 2段あり、全て蛮類の組み方を用いていた。井戸側の規模は長経80cm、短径78cm

を測る。主軸方位はN… 34
0

… Eである。

<出土遺物>縄文土器深鉢 2

覆土下位では部材が折り重った状態で出土した。

した。 中位においては漆塗り椀@盟や下駄などが出土し、

1点、白磁碗 1点 -1)、珠洲系陶器室 1点(41-33)、

木製品は漆塗り血 3点 (48-2.3).椀 1点(48-4)、箸237点 (48-11~14) 、曲物側板11点@底

板 1点(49-22)、栓 1点 (50-27)、下駄 l点(50-30)が出土した。
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SE07 

<覆土>井戸側内の覆土はア
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濯物出土状況(1 ) 

S E07 
しまり強シルト'lki:
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第4章調査の記録

S在的(第14図、図版4… 1) 

<位置@重複>LQ68グリッドに位霞する。重複関係はない。

<掘形>平面形は略円形をなし、長径162cI11、短径137cI11、深さ 181cI11を測る。

<井戸側>一部崩壊しているが、横桟は 3段あり、最下段には豆類、上の 2段にはVlI類の組み方を用

いていた。井戸側の規模は、横桟の長さなど、から、長径85cI11、短径75cI11程度と推定される。主軸方

イ立はN-3r Eである。

<覆土>井戸側内部の覆土は 5層に分麗した。覆土中位において部材数点が出土した。

<出土遺物>縄文土器深鉢 3点(34-1 、土師器土不盟l類2点@護 2点、珠洲系陶器片口鉢類 1点(40

-3)、木製品は木簡 1点(48… 1)、折敷 1点、箸117点、曲物側板4点、蓋 1点(50-23)が出土した。

SE09 

一「
i
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検出遺構第 2節

2) 区!版4に
UE 

る。重複関係はない。リッドLO 

さ108cmをiJ=!1Jる O32cm、<掘形>平面形は円形をなし、

そしていたが、いていた。I類の組み方<井戸側>横桟は 1段のみ確認され、

の規模は長径75cm、短径70cI11程度と判断される。主軸方位はN- -Eである。

これには崩壊したしたが、りした。2 <覆土>井戸側内

まれている。を構成する縦板と横桟

38)、2 l 珠洲系1 

が出土した。(50-

4 

箱 1

< 

しまり強シル卜~
中径の炭化物粒5%混入

しまり弱 シルト質
1:1:1径の炭化物続1%混入

しまり ~5J シル卜質
仁1:1筏の炭化物粒5%混入

しまり強 シルト質

。%、仁1:1径の炭化物i'll3%混入

しまり普通 シ)vト質

中径の炭化物粒3~b混入
しまり弱 シ)vト銭

仁I:lf}?の炭化物殺3%混入

しまり強シルト'i'lt
小径の炭化物粒1?6混入

G3/1) しまり普通粘土質

小径の炭化物粒1%混
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調査の記録第4章

1 ) 5 
r、
心、図版4S E 17 (第16図、

つ。し、北東側で SE 18と切りL064.65グリッド<位援 a 重複>LN64. 65、

の方が古い。

12clll、短径170Clll、深さ 172cmを測る。<掘形>平面形は不整形をなし、

<井戸側>横桟は 3段あり、最下段には I類、他はV校長の組み方を用いていた。なお北側の隅柱には

つであり、転用材と考えられる。井戸側の規模は長径75clll、短径74cmを ~WJ る。余分なほぞ穴が lつ

主軸方位はN-4r-Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は、半裁の途中で崩落してしまったため観察できなかったが、精査の過程で

中位に下駄や箸などの木製品が出土していた。は、覆土上位に部材数点、

りlill2点、折敷 1点、

18)、下駄 1点(50-31)が出土した。

土師器杯盟類 2<出土遺物>縄文土器深鉢 2点(34- 、

底板 1箸391点、曲物側板 7
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第 2節検出遺構

S E 18(第17図、図版4 3、 5 2 盆 3)

LN64.65、L064.65グリッドに位置し、南西側で SE17と切り合う。本遺構

の方が新しい。

<掘形>平面形は不整形をなし、長径130cm、短径119crn、深さ 136cmを測る。

<井戸側>一部崩壊しているが、横桟は 3段あり、班類の組み方を用いていた。井戸側の規模は、遺

存の長好な箇所の状況と横桟の長さなどから、長径75crn、短径60crn程度と推定される。主軸方位はN

380 

- Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 2層に分層した。覆土上位において部材数点が出土したが、その殆どは崩

した井戸側の一部と考えられる。また覆土下位においては多数の磯とともに万子が 1点出土した。

<出土遺物>土師器杯皿類2点、珠洲系陶器片口鉢類 1点(40-2) .嚢 2点(41 24. 25) .壷 1点

(41-34)、土錘 3点(44 -2 1 0 . 21)、刀子 l点(45-2)、鉄浮 1点、木製品は箸144点、曲物{l'W

板 8点、箱 1点(50-25)が出土した。

SE17 

正一一 一 -F

SE18 
ω 

A一一一4.4111 一一-B E一一-4.4111 

遺物出土状況(1 ) 

S E 1 

-25 

S E 18 
1 11計局f主主(10YR3/4) しまり強 シルト質

大径の黒色ゴニ粒10%、小径の炭化物粒196混入

2 オリーブ紫色土(10Y3/1) しまり~~ シJ'"卜質
大径のT&Y色粘土粒20%混入

3 褐色:た(lOYR4/4) しまり強 シルト質
大径の黒色ニ!こ粒20%、大径の炭化物粒5?6混入

4 11音脊灰色土(5BG3/1) しまり普通 粘土質

大径の禁色土粒20%混入
5 褐色jこ(10YR4/6) しまり強 シルト質

大径の黒色ゴ二粒10%、小径の炭化物粒1%混入
6 11音青灰色土(5BG4/1) しまり普通 粘土質

大径の泉色土粒10%混入

Sξ17 一一-F

J 
41… 34 

41-2 



第 4章調査の記録

S E 19 (第18図、図版6- 1) 

LO  . L P60グリッドに位置する。重複関係はない。

<掘形>北西側を一部撹乱されているため詳細は不明であるが、平面形は隅丸方形をなすと考えられ、

規模は残存する部分で長径132c羽瓜n

<井戸側>横桟は 2段あり、遺存の比較的良い下段には車類の組み方を用いていた。なお南東側の縦

板の外側には、崩壊を防ぐためであろうか、 2本の杭状の部材が打ち込まれていた。井戸側は崩壊が

進んでおり、その規模は長径70cm、短筏60cm稼度と される。主軸方位はN-49
0

- Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 2憶に分麗した。 ら中位にかけて、機数点ととも

が折り重なるように出土した。

<出土遺物>須恵器護 I点、土師器斐 3点、土錘 3点(44-11. 17)、

点が出土した。

8点、出物側板4

SE19 
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一一-B 一一F

遺物出土状況(1 ) ( 2 ) ( 3 ) (4) 
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第2節検出遺構

sε21 (第19図、図版6-2) 

<位置 e 重複>LR66グリッドに位置し、西側でSK22と切り合う。本遺構の方が新しい。

<掘形>平面形は円形をなし、長径138cm、短径133cm、深さ 176cmを測る O

<井戸側>横桟は 2段あり、豆類の組み方を用いていた。井戸側の規模は長径47cm、短径36cmを測

る。主軸方位はN-260 Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 2層に分層した。覆土の中位において、部材がまとまって出土した。

<出土遺物>土師器嚢 3点、珠洲系陶器護 1点(41-35)、青磁碗 l点(42-12)、木製品は模 1点(50

-37)が出土した。
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S E21 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シ)vト質

下1"筏の地UJj二i'll3%、大径の炭化物粒5%混入
2 黒色仁 (10Y2/1) しまり弱 シルト質

中径の青色粘土粒20%、小径の炭化物、校1%滋入
3 I!資褐色土(10YR3/4) しまり強 シルト質

仁1"筏の黒色土:[1[30%、小径の炭化物位1%混入
4 I!青青灰色土(5BG:3/1) しまり普通 粘土質

大径の黒色j二粒40%、仁1:1径の炭化物粒196混入
5 渇色二仁 (10YR4/4) しまり強 シルト質

中径のJ黒色土粒10%、小筏の炭化物粒3%混入
6 I!青青灰色土(5BG4/1) しまり普通 粘土質

大筏の黒色士殺10%混入

12 

遺物出土状況

p戸〈
J包 ρ

19関 S E 21井戸跡
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第 4章調査の記録

S E 23(第20図、図版6 3) 

<位置@重複>LS66グリッドに位寵する。重複関係はない。

<掘形>平田形は円形をなし、長径146cm、短径130cm、深さ 126cmを測る。

<井戸側>横桟は 2段あり、 I類の組み方を用いていた。井戸側は一部崩壊していたが、その規模は

長径65cm、短径60cm程度と推定される。主軸方位はN-31
0 

Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 3層に分層した。木製品等の遺物の出土は比較的少ない。

<出土遺物>石器剥片 l点、土師器杯血類 1点 e 饗 3点、珠洲系陶器饗 1点(41-26)、木製品は箸

2点が出土した。

SE23 

比l

A--4.4m 一-B

S E23 
1 黒褐色土(10YR3/1) しまり強 シルト~
中径のi也 ilJ土 ~!j'[5%、小径の炭化物粒3%混入

2 黒色土 (10Y2/1) しまり 3出国 シルト質
仁1" 径の青色粘土~:j}:10%、中径の炭化物粒3%混入

3 オリーブ黒色土 (10Y~:l/1) しまり弱 シルト質
大~中径の青色粘土粒20%混入

4 11音m色土(10YR3/4) しまり強 シルト質
大径の黒色ゴ二粒20%、小筏の炭化物粒3%混入

5 11音育灰色!こ(5BG3/1) しまり普通 粘土質
大径の黒色土粒40%混入

6 褐色土(10YR4/4) しまり強 シルト質
大~中筏の黒色二!こ絞10%、ノト筏の炭化物粒3%混入

7 11音灰色jこ(5BG4/1) しまり普通粘土質
大径の黒色土粒10%混入

第20図

5・
7
l
υ

E--4.4m 一一F

41-26 

S E23井戸跡
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第 2節検出遺構

S E 27(第21.22図、図版 7-1) 

<位置@重複>LR64グリッドに位置する。重複関係はない。

<掘形>平面形は偶丸方形をなし、長辺200cm、短辺179cm、深さ 137cmを測る。

<井戸側>横桟は 1段のみ確認され、 IV類の組み方を用いていた。 IV類の組み方はこの井戸跡にのみ

用いられたものである。井戸側は崩壊が進んで、いたが、その規模は長径100cm、短径80cm程度と推定

される。主軸方位はN-43
0 

- Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 7層に分層した。覆土上位から中位にかけて、擦とともに、多量の部材が

出土した。

<出土遺物>須恵器護 1点、ゴ二部器杯lIJl類 5点@響 I 珠洲系陶器片口鉢類 I点(40 9).審 2

点 (41… 27)、青磁碗 1点(42-7 )、土錘 3点(44-3 .4)、釘 1点(45-3)、木製品は漆塗り血 l

出物側板15点が出土した。

SE27 

一- B r己記チて:斗づグ/

川 J口
42-7 

/ 
ち4 4 

41-27 

/ 

40-9 

A--4.4m 一一B E一一 ζ1.4m 一-F

しまり弱 シルト質

8 

9 

4 10 

11 

6 

1国 S E27井戸跡(1 ) 
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第4章調査の記録

?三

をさ

を

遺物出土状況(1 ) 遺物出土状況(2 ) 

第22図 S E27井戸跡(2) 

ハU
Q
リ

S E44(第23図、図版 7-2) 

<位置@重複>ME41.42グリッドに佼題する。南東側で SK45と切り合い、本遺構の方が古い。

<掘形>平面形は不整形をなし、長径170cm、短筏147cm、深さ 168cmを測る。

<井戸側>横桟は 1段のみ確認され、 V類の組み方を用いていた。井戸側の規模は、長径49cm、短

径46cmを測るO 主軸方位はN-22
0

Eである。

<覆土>井戸側内の覆土は 3層に分層した。部材等の木製品の出土は比較的少ない。

<出土遺物>石器剥片 1点、土師器土不盟{類31点@護16点・羽釜 1点、鉄j宰2点が出土した。

s-o 

日~M::=> 
fに) (;7し…S

S S:、CI-

遺物出土状況(3 ) 遺物出土状況(4)

遺物出土状況(5 ) ⑨ 遺物出土状況(6) 

、V
F 

。-s
(}--s 

ト

貯

Fr
、口ヘ



7 ) 

. E 

i奇形を 67cIll、

リッド る。重複関係はない。

63cm、訟をさ 187cI11を誤Ijる O

2段あり、 I類の組み方を用いていた0

-Eである。る。

2 した。図化していないが、覆土中位で部材がややまとまって出

く

が

1 6 珠洲系

SE44 

SK45 
一-8

久一一

A一一一5.0m 一 -8
SK45 

2 

4 

-32 
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第 2節検出遺構

短径56c111を測

l 、、1ノつム
円

δ 4 l 

s 
1 黒褐色土(10YR3/1)

大径の地山士絞10%、
2 nf:f褐色:上(10Yln/3) しま

大径の地1-[1二i二塊20%混入

:3 11音脊灰色土(5BG:3/1) しまりなし シル卜質
4 黒褐色土(10YR3/2) しまり普通 シルト'~

大筏の地J1Jニ!こ粒20~6混入
5 11音褐色二(10YR3/:3) しまりなし シルト~

大径のj白山土塊20%混入

SE52 

A一一 一一-8

A一一-5.0m 一一-8



第4章調査の記録

;便所跡(第図、図版 8 • 9) 

便所跡と考えられる遺構は、 A区の北東部において 3基検出されており、このうち l基 (SK14) 

については範囲確認識査時にすでにその存在が指摘されていた。形態的には土坑として扱われるもの

であるが、議木とみなされる細長い木片や、ウリ等の植物種子の出土、そして土壌の分析から判明し

た多量の寄生虫卵の存在といった、覆土の内容物がもっ諸要素から、便所跡と判断した。そしてこれ

らの便所跡は出土遺物や遺構の集中的な分布など、から、全て中世に構築・廃絶されたと考えている。

なお便所跡の土壌については大形植物化石@花粉化石@寄生虫卵の各種間定を行っているので、第 5

章を参照されたい。

S K03(第24図、図版 8)

<位置・重複>LN67.68、L067.68グリッドに位置し、北側でSE02と切り合う。本遺構の

方が古い。

<形態・規模>平面形は楕円形をなし、長径108cm、短径84cm、深さ67cmを測る。壁の立ち上がり

はやや不明瞭で、断面形は逆台形を呈す。主軸方位はN-41
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 7層に分謄した。 3層より上位においては、地山を起源とする黄褐色土の混入

が認められ、人為的な埋め戻しによるものと考えられる。また 4層より下位では、黒色土とオリーブ

黒色土が互層をなし、ウリなどの植物の種子が肉眼で観察された。

<出土遺物>縄文土器 1点、土師器杯皿類 3点、刀子 1点 (45-1)、木製品は寄木36点 (51-38. 

40'"'-'44・47・48・52)が出土した。万子は底面にほぼ密接した状態で出土したが、遺構の構築時・

使用時・廃絶時のどの段階で、入ったものなのか、判然としない。また 3層から 4層にかけて、寄木と

したものよりも大きな棒状の木製品が出土しており、廃絶の際に混入したものと考えられる。

S K 14(第24図、図版 9-1) 

<位置@重複>LM.LN69グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は楕円形をなし、長径135cm、短径94cm、深さ 13cmを測る。壁の立ち上がり

はやや不明瞭で、断面形は血状を景す。主軸方位はN-28
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は l層のみである。覆土中にはウリなどの植物の種子が肉限で観察された。

<出土遺物>寄木と考えられる木製品の細片が数点出土した。土器などの遺物の出土は認められない。

S K 16 (第24図、図版 9-2・3)

<位置・重複>LN67・68グリッドに位置する。重接関係はない。なお本遺構は範囲確認調査の際

に内容確認のため半裁されており、本調査の時には残りの半分を調査した。

<形態・規模>平面形は楕円形をなし、長径86cm、短径67cm、深さ30cmを測る。援の立ち上がりは

明瞭で、断面形は箱形を呈す。主軸方位はN 80
0 

- Eである。

<覆土の状況>覆土は 2層に分層した。層の境界にはウリなどの植物の種子が集中して認められた。

<出土遺物>縄文土器 3点、木製品は議木32点(51-39・45・46・49'"'-'51・53)が出土した。

32 -



第 2節検出遺構

S KO:1 
1 黒色j二(10YR2/1)

大径の池山二l二粒10%、
2 黒褐色土(10YR3/2)

I:jof奈の員二褐色土粒10%、
3 黒褐色土(10YR3/1)

大径の灰黄褐13粘土塊20%、
4 黒褐色土(10YR2/2) しま

5 オリーブ黒色土 (7.5Y3/2) しまりなし シル

6 黒色ニ!こ(10YR1.7/1) しまりなし シルト質

7 オリーブ1黒色土(7.5Y3/2) しまりなし シル

A一一一4.5111 一-B SK16 

RW 

SK14 / 
ω 

A一一一・4.4111 -B  / 

心

一一B 一足ヨ-

A ・--4必11 一一B

S K16 
1 

2 

しまり弱 シルト質

しまりなし シル

SK14 
1 黒色土(10YR 1.7/1) しまり普通 シルト質穂子混入

第24~器使所跡

3. 土坑(第25'"'-'29図、図版10. 11) 

本調査で検出された土坑は31基を数える。これらの土坑から出土した遺物は、流れ込みによると

判断されるものが殆どであり、時期や性格等多くの場合不明である。したがって時期の)11買ではなく、

形態等からA類 .B類・ C類・ D類の 4類に分けて掲載し、位置や形態等の項目を設け記述した。

A類:平面形は不整形をなし、木製品が出土している土坑。一部に深い掘り込みをもつものもある。

該当するのは4基で、 A[2互にのみ分布する (SK11・20・22・25)。

B類:平面形は円形をなし、深い掘り込みをもっ土坑。井戸跡、の可能性もあるが、不明確な点もあ

り、ここでは土坑として扱う。該当するのは 2基で、 B区にのみ分布する (SK46・56)。

C類:平面形が方形をなす土坑。掘り込みは比較的浅い。該当するのは 5基で、 B区にのみ分布す

る(SK35・36・39・49・51)。

D類:平田形が円形もしくは楕円形をなす土坑。掘り込みは比較的浅い。 するのは20基である

(S K01・08・10・13・15・24・37・38・40・41・42・43・45・47・48・50・54・55・57・59)。
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第4章調査の記録

( 1 ) 

として扱う士坑は S 1 . 20 . . 5の4

まった量の出物の破片ム

る。

ある。 S

しており、

L S64. 1)ッf

を

る。
O
 

¥、
》し
uV‘
 

<形態@

けて掘り

さ る ら西に

っている。

4 

<出土遺物>西側の深く掘り

ライ化してい

おいて、曲物側板 1点と 1 し

S K20(第25図、図版10-3) 

Lp.LQ60グリッド

<形態@規模>平面形は不整形をなし、

し、

84cm、

SK25と切り合う。

さ36cmを測る。

<覆土の状況>覆土は 2層に分属した。 2層はグライ化していた。

<出土遺物>土師器護 1点のほか、棒状@板状の木製品が多数出土した。

S K22(第25図)

<位置@重複>LR . L S 66グリッドに位置し、東側でSE21と切り合う。本遺構の方が吉い。

<形態@規模>SE21と切り合うため詳細は不明であるが、残存部で判断する限り、平面形は不整楕

円形をなし、規模は推定で長径186crn、

断面形は不整形

<覆土の状況>覆土は 5層に分属した。 4層以下はグライイとしていた。

51crn、j架さ70cmを誤lJる。 りは不明瞭で、

<出土遺物>覆土の上位において、杭状 e 板状の木製品が各 1点出土した。

S K25(第25図、図版10… 3)

L P 59 60、LQ59.60グリッド し、東側で SK20と切り合う。

方が新しい。

<規模@形態>上部をパイフラインにより撹乱され、ま の湧水も著しく、詳細は不明である

が、残存部で判断する限り、平面形は不整形をなし、 14cm、短径215cmを測る O 深さは不明である。

<覆土の状況>覆土は 2層に分属した。 2層はグライ化していた。

<出土遺物>土部器坪皿類 1点、木製品は箸 3点、曲物側板43点(49-16). 3点 (49-19)、

杭状木製品 2 縦板状木製品39点が出土した。

(2 )土坑B類(第26図)

B類として扱う土坑は、 SK46 . 56の2 ある。深い掘り込みをもち、井戸跡の可能性がある。

4ふっけ



第2節検出遺構

SK11 

A一一一4.4m 一-8 $ 

/ 
む A--4.4m 一一B

SKll 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

大径の地山土粒10%、中径の炭化物粒5%混入
2 にぶい賞褐色土(10YR4/3) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒3%、中径の炭化物粒1%混入
3 絡青灰色土(5BG3/1) しまり弱粘土質

中径の黒色土粒20%、中径の炭化物粒1%混入
4 I時脊灰色土(5BG4/1) しまり弱 粘土質

中径の炭化物粒3%混入

SK22 
1 黒褐色二仁(10YR3/1) しまり強 シルト質

大径の地山土粒20%、大径の炭化物粒5%混入
2 褐色土(10YR4/4) しまり強 シルト質

大径の黒色土粒10%、大径の炭化物粒5%混入

3 オリーブ褐色土(2.5Y4/3) しまり強 シルト質
大径の黒色土粒10%、大径の炭化物粒5%混入

4 n音青灰色ニ仁(5BG4/1) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒10%混入
5 I清育灰色土(5BG3/1) しまり普通 シルト質

大径の青色粘土粒10%混入

A-

SK20 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

中径の士山山土粒10%、中~小筏の炭化物粒3%混入
2 オリーブ黒色土(lOY3/2) しまり普通 シルト質

中筏の青色粘土粒10%、小径の炭化物粒1%混入

一一BA--4.2m 

H音渠

J党百L

パイプラインCI党首L)

SK25 
1 黒褐色j二(10YR3/1) しまり強 シルト質

大径の地山土粒5%、中~小径の炭化物粒l%i侵入
2 オリーフ'黒色土(10Y3/1) しまり滋iffi シルト質

大径の青色1'~i土塊20%、中~小径の炭化物粒1%混入

第25図土坑A類

に
Uつ

ο



第4章 調査の記録

S K46(第26図〉

<位置 e 重複>MF41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態@規模>平面形は不整円形をなし、長径156cm、短径128cmを測る O 深さは不明である。

<覆土の状況>覆土は6層 した。

<出土遺物>土師器掠皿類83点@ 9点、 珠洲系陶器嚢 1 (41-28)、羽仁14点(44 22)、鉄淳

18点、砥石 1点(47-1)、木製品は箸 3 万子柄 1点(50-34)、そのほか部材が多数出土した。

S K56(第26図)

<位置@重複>MC41 42、MD41グリッドに位置する。重護関係はない。

<形態@規模>平面形は不整円形をなし、長径144cm、短径127cm、深さ 125cmを測る。援の立ち上

がりは不明瞭で、 断面形は不整形である。

<覆土の状況>覆土は6 に分属した。 の6

<出土遺物>土師器坪血類4 5点が出土した。

A一一一5.0111

SK46 

. 

. . 

SK46 

一一巳

6 

1 11音褐色二jこ(10YR3/3) しまり強 シルト質
中径のi也山ニ!こ粒10%、大径の炭化物粒5%混入

2 黒褐色土(10YR3/2) しまり~~ シルト質
1:1"径の11!ll.LJ土粒596混入

3 にぶいま者褐色土(10YR4/3) しまり強 シjレト質
4 黒色ニi二(10YR2/l) しまり普通 シルト質

仁1"径のj也山ニ!こ絞3%、ノト径の炭化物粒3%混入
5 黒褐色土(10YR2/2) しまり普通 シル

大径の地111二iニ粒10%、大径のiiR.化物:f5'1l
6 紫色ニ!こ(10YR2/1) しまり弱 シル

には稲籾が多量に混入していた。

SK56 

A一一 一一一日

A…一一5.0111 一一巳

SK56 
1 泉:潟色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

1:1"径の1l!liJJ土粒596、中径の炭化物粒3%混入
2 11音:fil色土(10YR3/:3) しまり強 シルト質

大~I:IJ径の池山二j二塊20%、中径の炭化物粒3%混入
3 泉褐色j二(lOYR3/1) しまり普通 シルト質

中径の11出I.LJ::l二粒3%、小径の炭化物粒1%混入
4 黒色ニi:(10YR2/l) しまり弱 シル卜質

中径の地山j二粒1%、小筏の炭化物粒1%混入

S 黒色土(lOYR1.7/1) しまりなし シル
6 黒褐色土(lOYR2/3) しまりなし シル

第26鴎 土坑8類

-36 -



第 2節検出遺構

(3 ) C 図版10)

C類として扱う土坑は、 SK3536.39.49.51の5基である。 SK51で銭貨が 1点出土している。

S K35(第27関、図版10-4) 

<位醤@重複>MG44グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態@規模>平面形は方形をなし、長辺224cm、短辺137clll、深さ21clllを誤lJる O 壁の立ち上がりは

やや不明瞭で、断面形は逆台形を呈す。主軸方位はN-48
0 

- Eである。

<覆土の状況>覆土は 1層のみである。

<出土遺物>土師器杯皿類92点。 土錘2点(44-18)、鉄j宰1点が出土した。

S K36(第27図)

@重複>MF44グリッドに位置し、南西側で SD61と切り合う。本選構の方が来ITしい。

<形態@規模>平面形は方形をなし、長辺227clll、短辺144clll、深さ 19cmを誤lJる O 壁の立ち上がりは

明瞭で、断面形は逆台形を呈す。主軸方位はN-50
0 -wである。

<覆土の状況>覆土は 2震に分臆した。

<出土遺物>土師器杯皿類13点 e 護2点が出土した。

S K39(第27図)

<位置 e 重複>ME40グリッドに位置し、底面でピット 2基を確認したが、前後関係は不明である。

<形態@規模>平面形は方形をなし、長辺178clll、短辺132clll、深さ 13cmを測る。監の立ち上がりは

明瞭で、断面形は箱形を呈す。主軸方向はN-36
0 

Eである。

<覆土の状況>覆土は 2層に分躍した。

<出土遺物>土師器杯皿類16点@餐 1点、鉄浮2点が出土した。

S K49(第27図)

<位置。重複>MC42.43グリッドに位置する。底面で確認されたピット 2基との前後関係は不明。

<形態・規模>平面形は方形をなし、長辺127clll、短辺80cm、深さ 14clllを測る。壁の立ち上がりは

明瞭で、断面形は箱形を主す。主軸方位はN… 450

- Eである。

<覆土の状況>覆土は l層のみである。

<出土遺物>土師器杯皿類 9点@護6点が出土した。

S K51 (第27図)

C . MD42グリッドに位置する。底面に確認されたピット 4基は本選構より

<形態・規模>平罰形は方形をなし、長辺149clll、短辺108clll、深さ 18c111を測る O 壁の立ち上がりは

明瞭で、断面形は箱形を呈す。主軸方位はN-40
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 1層のみである。

<出土遺物>土師器杯血類 9点・護6点が出土した。
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一一B

SK36 

。事
A一一回

SK35 

一-BA--5.0m 

一一日A--5.0m 
SIく35
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

大径の地山二i二粒10%、大径の炭化物粒5%混入

SD61 

SK36 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

中径の地山土粒10%、中径の炭化物粒196混入

2 階褐色ニヒ(10YR3/4) しまり強 シルト質
大径の地山こ仁粒30%、大径の炭化物粒5%混入

S D61 
3 11部品色土(10YR3/3) しまり強 シルト質

中筏のi也山ゴニ粒20%、小径の炭化物粒1%混入

SK49 

一一一日

SK39 

A-一一

一-BA-一一5.0m

50.山
1
1
1
0

A 

2 

一-BA--5.0m 

一可二二工こプー

SK49 
1 11部品色土(10YR3/3)

大径の地山j二粒20%、

SK51 

A一一

一-BA一一一5.0m

Slく51
1 黒褐色二仁(10YR3/2) しまり強 シルト質

大径の地山ニ!こ:段10%、中筏の炭化物絞3%混入
2 ;照褐色土(lOYR3/1) しまり強 シルト質

大径の地IlJ土粒5%混入

土坑C類
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第 2節検出遺構

(4)土坑D類(第280 29図、図版10. 11) 

D類として扱う土坑は、 SK01・08・10. 13 . 15 . 24・37. 38・40.41・42.43・45・47. 

48 . 50 . 54 . 55 . 57 . 59の20基である。遺物が全く出土しない、あるいは出土しでも流れ込みに

よると判断される土坑が多く、時期を特定できるものは少ない。ただし底面直上から土師器の出土し

たSK10と、まとまった最の土師器が出土し、遺構内での接合関係が確認された SK37.50は平安

時代、また SK41 .45は出土した陶磁器から近代以降の構築と考えられる。

S K01 (第28図)

<位置。重捜>LN68グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態@規模>平岡形は楕円形をなし、長径125crn、短径100crn、深さ27cmを誤lJる。壁の立ち上がり

は不明瞭で、断面形は椀状を呈す。主軸方位はN 3
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 2層に分層した。

<出土遺物>出土遺物はない。

S K08(第28図、図版10-1) 

<位置 a 重援>LP65グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平田形は不整楕円形をなし、長径65cm、短径50cm、深さ 17crnを測る。壁の立ち上が

りはやや不明瞭で、断面形は逆台形を呈す。

<覆土の状況>覆土は地山土混入の頻度で 2層に分臆した。人為的な堆積と考えられる。

<出土遺物>覆土上位より土師器護 1点が出土した。

S K 10(第28図、図版10-2) 

<位置・重複>L064グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態@規模>平面形は円形をなし、長径90cm、短径41crn、深さ 10cmを測る。壁の立ち上がりは不

明瞭で、断面形は皿状を呈す。主軸方位はN-49
0 -wである。

<覆土の状況>覆土は 2層に分層した。

<出土遺物>底面直上より、土師器護4点(38 28)が出土した。

S K 13 (第28図)

LQ63・64グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は不整円形をなし、長径102cm、短径91crn、深さ30C111を測る。躍の立ち上が

りは不明瞭で、断面形は椀状を呈す。

<覆土の状況>覆土は 3層に分層した。

<出土遺物>覆土上位より磯 1点が出土したが、他の遺物は出土しなかった。

S K 15(第28図)

-重複>LN66グリッド る。遺構上部が暗渠により撹乱されるほか、重複関係はない。
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第4章調査の記録

<形態@規模>平面形は不整円形を呈し、長径95cI11、短径87cm、深さ80cmを測る。断面形は袋状を

呈すが、特に縄文時代に見られるようなフラスコ状土坑とは性格を異にすると考えられる。

<覆土の状況>覆土は 3層に分層した。 3麗はグライ化していた。

<出土遺物>底面付近において磯 1点が出土したが、他の遺物は出土しなかった。

S K24(第28図)

<位置・重複>LT66グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態 e 規模>平面形は円形をなし、長径114crn、短径108cm、深さ27cmを測る。壁の立ち上がりは

明瞭で、断面形は箱形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 5層に分層した。

<出土遺物>底面付近において磯 I点が出土したが、的の遺物は出土しなかった。

S K37(第28図)

<位置@重複>MF. MG39グリッドに位寵する。重複関係はない。

<形態@規模>平面形は楕円形をなし、長径132cm、短径101cm、深さは52cmを測る。壁の立ち上が

りは明瞭で、、断面形は逆台形を呈す。主軸方位はN-90
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 5層に分層され、上位から地山主体の層と炭化物主体の層が互層をなしていた。

<出土遺物>土師器杯皿類201点(37 19).護78点@鏑 2点が出土した。

S K38(第28図)

<位置@重複>MF39.40グワッドに位置し、南東側でSB63P 6と切り合う。本遺構のブゴが新しい。

<形態"規模>平面形は不整形をなし、長径142cm、短径115cm、深さ37cmを測る。壁の立ち上がり

は明瞭で、断面形は不整形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 3層に分溜した。覆土は非常にしまりが弱い。

<出土遺物>土師器杯皿類17点@護4点が出土した。

S K40(第28図)

<位置@重複>MG40グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態@規模>平面形は円形をなし、長径91cm、短径82cm、深さ 19cmを測る o 度の立ち上がりは明

瞭で、断面形は逆台形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 2層に分層した。

<出土遺物>土師器杯血類18点・嚢 8点、鉄j宰1点が出土した。

S K41 (第29図、図版10-6) 

-重複>MD. ME41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態 e 規模>平面形は不整円形をなし、長径96cm、短径90cm、深さ31cmを測る。援の立ち上がり

は明瞭で、断面形は逆台形を皇す。
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SKOl 

一一切B

A--4.6m 一一日

ーミ三M
SIミ01
1 黒褐色土(lOYR2/2) しまり強 シルト質

大径の地山土見30%、小径の炭化物粒3%混入

2 黒色ニ!こ (10YR2/l) しまり弱 シルト笈
小径の地山土粒1%混入

SK13 

一-8

SK08 

-5ケ
SK08 
1 黒褐色土(lOYR2/2) しまり普通 シルト質

中径の地山土粒10%、中径の炭化物粒396混入

11音褐色土(10YR3/4) しまり弱 シルト質
中径のj白山ニ仁塊40%、中筏の炭化物粒196混入

SK15 

A -一一4.3111 --8 A --4Am 

「ミ云ァ-
SK13 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

極大~中径の地山土塊10%、大~中径の炭化物粒3%混入
2 黒褐色土(10YR3/1) しまり強 シルト質

大径の地111こ仁殺5%、小径の炭化物粒1%混入

3 黒色土(10YR2/1) しまり弱 シルト質
中径の炭化物粒3%混入

A一一

A……5.0111 

SK37 
1 しまり強 シルト質

中 径 の 炭 化 物 粒 混 入

1.7/1) しまり弱 シルト質
r:l"径の炭化物粒3%混入

しまり l普通シルトY'i
小径の炭化物粒1%混入

しまりなし シルト質
仁j"径の炭化物粒3%混入

しまり強 シルト質
大f去のI;}Z化物粉15%混入

4 

一一B

S K15 
1 

2 

しまり弱 シルト質

。事 SK38 

一一B

一一B
A-一一5.0m

S863P6 

SK38 
1 黒色土 (10YR2/1) しま

~I" t去の池山二u立5%、
2 IlfcI褐色ゴ_(10YR3/3)

大径の黒色二!こ粒10%混入
3 11音褐色土(lOYR3/4) しまり弱 シルト質

大筏の主主色二Ui'l5%混入

第28関土坑D類(1 ) 

↓i
よ4

 

第 2節検出遺構

⑨ r10 
イち)一宮
A一一一4.4111RP 一一-R

¥/ょ一

史二二一一一一ゴ
S K10 2 

1 11音褐色土(10YR3/3) しまり強 調s砂質
大径の地山:仁粒30%、大径の炭化物粒5%混入

2 褐色土(10YR4/4) しまり強 シルト質
中径の炭化物粒1%、中径の黒色土粒3%混入

一一B

A--4.5m 回一一B

人下記4
S K24 3 

1 1惰褐色ニi二(10YR3/3) しまり強制11砂質
中径の炭化物粒5%混入

2 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質
大径の地山j二塊20%、小径の炭化物粒196混入

3 褐色土 (7.5YR4/6) しまり強 シルト質
4 にぶいす古褐色土(10YR4/3) しまり強 シルト質

大筏の池山土粒10%、小径の炭化物粒1%混入
5 褐色:上(10YR4/4) しまり強 シルト質
小径の炭化物粒17~混入

SK40 

A一一 …-8  

A--5.0m 一一一B

一一B
ーモ二どとノ

S K40 
1 ゑ褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト賓

中径のj出UJ:::Iこ粒5%、中径の炭化物粒3%混入

2 Il{，f褐色:仁(10YR3/3) しまり強 シルト質
中径の池山土粒10%、中径の炭化物粒:39b混入



第 4章調査の記録

<覆土の状況>覆土は 5層に分層した。 5層は裏込めの土と判断される。

<出土遺物>石器剥片 2点、土師器土不凱類 5点@護 1点、国産絢磁器12点、鉄製品11点(45-4)、板

状木製品4点が出土した。板状木製品は一部垂直に立ち、鉄製品は釘などが底面付近に分布していた。

S K42(第29図)

<位置・重複>ME41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は円形をなし、長径58cm、短経52cm、深さ7Clllを測る。壁の立ち上がりは不明

瞭で、断面形は皿状を皇す。

<覆土の状況>覆土は 1麿のみである。

<出土遺物>土師器杯血類 2点が出土した。

S K43(第29殴)

<位罷・重複>MD40・41、ME40グリッドに位置し、底部で確認されたピットは本遺構より

<形態・規模>平面形は円形をなし、長径103cm、短径93cm、深さ40Clllを測る O 壁の立ち上がりは

不明瞭で、断面形は椀状を呈す。

<覆土の状況>覆土はピットを含めて 3層に分層した。

<出土遺物>土師器坪皿類 2点@護 2点が出土した。

S K45(第29図、図版10-8) 

<位置@重複>ME41・42グ1)ッドに位置し、北西側でSE44と切り合う。本遺構の方が新しい。

<形態・規模>平面形は円形をなし、長径131cm、短径114cm、深さ46cmを誤lJる。壁の立ち上がりは

明瞭で、 iきrr面形は逆台形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 3層に分層した。層界は非常に明瞭で、人為的な堆積を示すと考えられる。

<出土遺物>土師器杯血類52点@護 7点、国産陶磁器6点(43-3)が出土した。

S K47(第29図)

<位置・重複>MF41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は不整円形をなし、長径126cm、短径104cm、深さ27cmを測る。壁の立ち上が

りは不明瞭で、断面形は椀状を呈す。

<覆土の状況>覆土は l層のみである。

<出土遺物>土師器杯盟類155点・饗17点・鍋 1点、鉄j宰1点が出土した。

S K48(第29図、図版11-1) 

<位置・重複>MD42グリッドに位置する。底面で確認されたピット 2基は本遺構より古い。

<形態・規模>平面形は不整楕円形をなし、長径138cm、短径97clll、深さ 14cmを測る O 援の立ち上

がりは明瞭で、断語形は箱形を呈す。主軸方位はN 51
0

- Wである。

<覆土の状況>覆土は 2層に分層した。

-42-



第 2節検出遺構

<出土遺物>土錘 1 1 )が出土した。

S K50(第29図、図版11-2) 

<位置@重複>ME. MF42グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態、@規模>平面形は不整楕円形をなし、長径134cm、短径99cm、深さ24cmを測る。壁の立ち上

がりは不明瞭で、断面形は椀状を呈す。主軸方位はN-30
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 1層のみである。

<出土遺物>石器剥片 1点、土姉器杯lIIl類93点(37-1"'3、38-22).鉢 1点@護63点@鏑 2点、

粘土塊 1点 27)が出土した。

S K54(第29関)

<位置@重複>MG43グリッドに位置し、 SD61と切り合う。本遺構の方が新しい。

<形態・規模>平面形は不整円形をなし、長径72cm、短径60cm、深さ24cmを測る O 壁の立ち上がり

はやや不明瞭で、断面形は逆台形を呈す。

<覆土の状況>覆土は I層のみである。

<出土遺物>土師器杯皿類37点@護 8点、国産陶磁器 2点が出土した。

t" 1/ r r I fr!:;: c) r'I r;ロハ、.}I、弘、J、.J¥クfコLJuμ:，.J/

<位置・重複>MD41.42グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は不整円形をなし、長径50cm、短径43cm、深さ6cmを測る。壁の立ち上がりは

不明瞭で、断面形は皿状を呈す。

<覆土の状況>覆土は 1層のみである。

<出土遺物>遺物は出土しなかった。

S K57(第29図)

<位置 e 重複>ME41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態 e 規模>平面形は不整円形をなし、長径80cm、短径71cm、深さ37cmを測る O 壁の立ち上がり

はやや明瞭で、、断面形は逆台形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 3層に分麗した。

<出土遺物>石器剥片 1 土師器杯皿類2点・護2点、鉄j宰1点が出土した。

S K59(第29図)

<位置・重複>ME41グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は円形をなし、長径77cm、短径73cm、深さ30cmを測る。壁の立ち上がりは明

瞭で、断面形は箱形を呈す。

<覆土の状況>覆土は 2J醤に分!脅した。

<出土遺物>土師器郎皿類 3点が出土した。
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第 2節検出遺構

4. ~脅跡(第30図、図版11)

検出された溝跡は 2条で、ともに調査範囲外まで伸びており、その全答は不明である。第 2

べた通り、溝跡のある B区は、遺跡の所在する野田集落から小池集落に向かつて北西方向に細長く

関する微高地上に位置しており、溝跡はこれにほぼ直交した形となっている。溝跡の廃絶の時期は、

S D60の底面付近で珠洲系陶器が出土していることから、中世と考えられ、これに平行する SD61 

も同時期と考えられる。

S D60 国版11-5.6)

D45、ME 43 . 44 . 45 . 46、MF42.43 .44、MG41.42 .43、MH41.42 

グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態 e 規模>調査区外へ伸び、るため、全体の形は不明であるが、擁認した範閤ではほぼ直線をなし、

全長23.41TI、 rlJ高1.8~2.4n1、深さ 0.64~0.721TIを測る。底面は平坦で、

断面形は逆台形を呈す。主軸方位はN-41
0 

Eである。

<覆土の状況>覆土は調査区西端の壁面で 7層に分層した。覆土上位には地山由来土が多量に混入し、

ある時期に埋められたものと考えられる。また底面付近の覆土の一部は有機物を多く含んで黒色をな

上がりは明瞭であり、

し、箸等の木製品が出土した。

<出土遺物>須恵器蓋 1点(36 3).杯 I 土|蔀器杯血類1617点 (37-4~6 、 38 20).鉢 1

(38-23) .護566点(38-25. 30 . 38~4L 39-51) .鍋6点(39 58~60) 羽釜 2 点 (39-

65 . 66)、珠洲系陶器片口鉢類 1点(40-4) .護12点(41 29. 30) .壷 5点、羽口26点(44-23)、

鉄浮26点、木製品は箸44点、下駄 1点(50 32)が出土した。

S D61 (第30図)

F44、lVIG42 43. 44グリッドに位霞する。また SK36 . S K54と切り合い、

本遺構の方が古い。

<形態@規模>南側が調査区外に伸びるため全体の形は不明であるが、確認した範囲では臨線をなし、

北端は SK36 と切り合って途切れている。規模は全一長10.4m、 l福0.2~0.31TI、深さ 0.12~0.24mを測

る。壁の立ち上がりはやや不明瞭で、断面形はU字形を去す。主軸方位はN… 43
0

Eで、 SD60に

ほぼ平行する。

<覆土の状況>覆土は 1層のみである。

<出土遺物>遺物は出土しなかった。

5. 掘立柱建物跡(第31図)

本調査で検出した掘立柱建物跡は、 SB63の 1棟のみである。所属する時期は明確ではないが、

柱穴内から摩滅したロク口成形の土I~市器が出土しており、平安時代以降の構築である。

S B 63(第31

E40 .4L M F 39 .40 .41グリッドに 6 ピットを確認した。またP6がSK

p
h
u
 

Aム



第4章調査の記録

38と切り合い、

<形態 e 規模>桁行 2間×梁行 1間で、規模は520cmX230cmを測る。主軸方位はN 20
0 

Eであ

る。柱穴の平面形は全て円形で、長径44~70cm、短径42~62cm、深さ 35~50cmを測る。

<覆土の状況>P6の断面で柱痕跡が明瞭に観察された。

<出土遺物>P1で土師器杯血類2 1点、 P2で土師器杯皿類 9点、 P3で土師器杯皿類 1

1点、 P4で土師器杯皿類6点、 P5で土師器杯胆類11点が出土した。

6. 柱穴様ピット(第32図、図版11-3) 

柱穴様ピットは106基を検出した。 B区でその大部分を占めているが、 A は相当の削平を受けて

おり、本来的な分布を示していないものと判断される。所属する時期は殆どが不明である。なお SK

P32の底面で礎板が l点出土している。

これらの柱穴様ピットのうち、およそ 3箇所に集中して分布する75基分について

寸法等を第 3表に示した。

第 3表柱穴機ピット
番号 グリッド '17.図形 長径(cm)短筏 (cm)深さ (cm) 底商標高 (m) f存号 グリッド '11:図形 長筏 (cm)短径 (cm)

SlくP28 LJミ63・64 円形 26 25 18 3.977 S TくP96 MD  . ME40 府!司形 21 17 

S]( P29 L R64 方形? 5 4.076 S1く1"97 ME40 fEJ万三 25 23 

S K P30 L R64 方形 31 30 10 4.024 S KP98 MD  . ME40 不整形 49 37 

S K P31 L R63 円形 24 22 7 4.115 S K P99 MD40 続円形 37 27 

S K P32 L R63 方形 26 24 3 4.091 S K P 100 MD40 持[可形 21 19 

S 1くP33 L S64 円if) 20 18 3 4.097 S KP  101 ME・MF39 円形 32 30 

S K P64 M1'40 不整形 47 37 S K P 102 M1' . MG39 方形 40 37 

S K P65 M1'40 不整形 29 22 6 4.663 SIくP103 恥1F39 J百円形 27 23 

S K P66 MF40 円形 33 31 14 4.602 S K P 104 恥1F39 楕円形 52 43 

S K P67 MF40 PJ7f;ラ 33 30 9 4.654 S K P 105 MF38・39 不3整形 41 37 

S K P68 ME・MF40 不まさ形 29 26 11 4.615 S K 1"106 MF39 fIJ形 22 20 

S K P69 MF40 4百円形 55 ，13 10 4.671 S K 1" 107 M1'39 不整形 43 40 

S K P70 MF40 jIJif) 23 21 9 4.678 S K P 108 MF39 円形 33 29 

SKド71 ME40 +百円1彩 29 つ臼υ に 15 4.577 S K P 109 孔1F39 flJ)f; 30 27 

S JくP72 ME40 円形 31 29 13 4.580 S K P 110 M1'39 不古里1彩 44 37 

S K P73 ME40 中古PJ]移 30 26 17 4.545 SIくP111 MF  . MG40 !IJi形 46 42 

S K P74 トνJl' 40 円If) 43 39 13 4.569 S K P112 ME40 係PJ形 ，47 40 

S K Jコ75 恥1F 40 円][) 31 29 23 4.517 S K P 113 MF39 楕円形 35 29 

S K P76 MF39・40 係JIj7移 41 36 43 4.306 S K P 114 MG39 十百円1形 43 36 

S K P77 MF40 府!可形 41 33 25 4.520 S K P115 ゐ1C42 ブIJJTj 28 

S K P78 MF40 府ITJ形 27 23 9 4.678 SIくP116 MC42・43 不整形 28 24 

S K P79 M1'40 円if) 30 27 10 4.674 S K P 117 MC43 i司1静 26 24 

S K P80 M1'40 桁flJ}f) 32 21 J7 4.600 S 1くP118 MC43 FIJ形 17 14 

S K P81 恥1l' [10 円m 30 27 11 4.634 S K 1" 1191MC43 ユド整形 28 21 

S K P82 MF40 不繋形 38 38 13 4.649 S 1くP120 MC42 不整形 31 23 

S K P83 ル'1F 40 十告ドJ}f) 41 33 11 4.648 S KP121 MC42 FEJ形 30 26 

S JくP84 MF・MG40 精 frJ Jf~ 63 50 28 4.474 S JくP122 MC42 円形 26 20 

S K P85 ルlF40 I17円形 30 24 17 4.560 S 1くP123 MC42 )JJ[:ラ 48 37 

S K P86 M1'40 不整形 32 23 15 4.573 S K P 124 恥1C42 方形 36 !日

S 1く1'87 ME40 tWflJ形 37 32 19 4.517 S K P 125 MC42 係IJ]形 28 17 

S JくP88 ME40 円形 33 29 13 4.575 S 1くP126 お1C42 不整形 40 27 

SIく1'89 ME40 円][) 25 23 9 4.604 SlくP127 MC42 不整形 31 23 

S K P90 ME40 司J整形 37 34 14 4.570 S K P 128 MC42 円1杉 20 16 

S JくP91 ME40 i 弓Jf~ 26 23 21 4.515 S K P 129 MC42 府IJ]形 14 8 

S K P92 ME40 円形 37 33 9 4.629 S K P 130 恥1C42 円Jf} 20 15 

S K 1"93 ME40 府pj形 38 33 13 4.595 S KP131 ルIC42 不?長1杉 27 22 

S K P94 ME40 jJIf手 36 27 19 4.523 S 1くP132 肘lC42 中古円形 22 17 

S K P95 ル'IE40 P] Jf~ J8 17 7 [1.676 

-46 

し、形態や

深さ (cm) 1底間際i高(m)

12 4.637 

13 4.603 

21 4.523 

31 4.440 

27 4.496 

19 4.539 

10 4.633 

9 4.639 

19 4.559 

21 4.548 

32 4.456 

26 4.508 

14 '1. 614 

32 4.456 

36 '1. 379 

24 4.526 

5 4.690 

20 4.540 

42 4.313 

17 4.475 

27 4.375 

11 4.544 

26 4.402 

20 4.440 

26 4.376 

44 4.202 

23 4.366 

4 4.462 

41 4.232 

24 4.383 

16 4.491 

33 4.324 

7 4.558 

8 4.560 

5 4.574 

23 4.446 

21 4.470 



E--5.0m 一一F

A--5.0n 鉄;事 S060 
一一-B

S D60 (A-Bライン)
1 黒褐色土(10YR2/2) しまり普通 シルト質

大径の池山土粒5%、大径の炭化物粒3%混入
2 褐色土(10YR4/4) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒20%、小径の炭化物粒1%混入
3 n音褐色ニ仁(10YR3/3) しまり強 シルト質

中径の地山土粒20%、小径の炭化物粒1%混入
4 黒褐色土(10YR3/2) しまり強 シルト質

中径の地山jニ粒10%、小径の炭化物粒1%含む

SD60 (C-Dライン)
1 黒褐色jこ(10YR3/1) しまり普通 シルト質

大径の地山土粒20%、中径の炭化物粒5%混入
2 階褐色土(10YR3/3) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒30%、小径の炭化物粒1%混入
3 黒褐色土(10YR3/2) しまり普通 シルト質

中径の地山土粒20%、小径の炭化物粒1%混入
4 にぶい策褐色土(10YR4/3) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒20%、小径の炭化物粒1%混入
5 黒色ニ仁(10YR1.7/1) しまりなし シルト質

大径の炭化物粒5%混入
6 n音褐色土(10YR3/3) しまり弱 シルト質

小径の炭化物粒3%混入

ト仏
--.J C--5.0m 一一一D

受
ノ

SK54 S061 

/ 
も

第30図溝跡

S061 

2m 
o (1  :，40) 

SD60 (E-Fライン)
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり普通 シルト質

中径の地山土粒5%、小径の炭化物粒3%混入
2 暗褐色土(10YR3/4) しまり普通 シルト質

大径の黒色土粒20%、中径の炭化物粒3%混入
3 黒褐色土(10YR2/2) しまり普通 シルト震

中径の地山土粒10%、小径の炭化物粒1%混入
4 黒褐色土(10YR3/1) しまり弱 シルト質

大径の地山土塊10%、小径の炭化物粒1%混入
5 にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまりなし シルト質

大径の地山土粒40%、小径の炭化物粒1%含む
6 暗灰黄色土(2.5Y4/2) しまり弱 シルト質

中径の地山土塊30%混入
7 黒色土(10YR1.7/1) しまりなし シルト質

大径の炭化物粒5%混入

SK36 

事〉
S060 

。 (1: ，100) 
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瀦

ω
部

品
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SK46 

I一 一J

H……  

Pl 

〉

勺

勺
N

S B63P 
1 !謀総j色土(10YR3!2) しまり普通 シルト質

大径の地山ニヒ絞10%、1:11径の炭化物粒1%混入

2 11音f[j色j:(10YR3!3) しまり強 シルト質

大径のrlilLLJ二!こ粒30%、小径の炭化物11/:1%混入
3 陥褐色土(10YR3!4) しまり強 シルト質
火径の地LLJj二~~1:40%、小径の炭化物粒1%混入

1-5.0111 

主a-

<.D 
0.. 

υ 

SK38 

勺

ω

一-F

P6 
SB  

一金一可口 長筏 (cm) 短径 (cm) 深さ (cm) 底面襟高 (m)

Pl 64 48 36 425 

P2 70 62 37 4.332 

P3 66 54 35 4.415 

P4 62 60 39 4.444 

P5 62 60 50 4.230 

P6 44 42 41 

4 
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7. 焼士遺構(第33図、図版11)

焼土を伴う遺構は 2基検出した。鉄生産関連遺構の可能性もあるが、詳細は不明である。

S N34(第33図、図版11-7) 

<位置・重複>MF45・46グリッドに位霞する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は不整形をなし、長径268cm、短径62cm、深さ 13cmを測る。焼土は中央付近

で検出された。主軸方位はN-50
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は 9層に分溜した。

<出土遺物>縄文土器10点、土師器部盟類59点・嚢 3点が出土した。

S N62(第33図、図版11-8) 

<位霞・重複>MB43グリッドに位置する。重複関係はない。

<形態・規模>平面形は不整形をなし、長径94cm、短径39cm、深さ34cmを測るo 焼土は上面で長軸

方向に沿うような状態で検出された。主軸方位はN-60
0

-Eである。

<覆土の状況>覆土は崩落したため観察不可能であった。

<出土遺物>土師器杯皿類29点・嚢10点が出土した。

争 SN34 

A一一 一一-8

一万戸午追手戸主38

SN34 
1 黒褐色土(10YR3/1) しまり強 シルト質

中径の炭化物粒20%、中径の焼土塊20%混入
2 良褐色土(lOYR3/2) しまり弱 シルト質

中径のにぶい策褐色土塊20%混入 紛l砂混じり
3 にぶい黄褐色ニt(10YR4/3) しまり弱 シルト貿

中径の焼ゴニ塊40%混入
4 n音赤褐色j二(5YR3/2) しまり強 シルト質
5 灰策褐色土 (10YR4/2) しまり強 シルト質
6 にぶい策褐色土(10YR5/4) しまり弱 シルト質
7 I情赤褐色J:(5YR3/3) しまり弱 シルト質
8 黒褐色ニ!こ(10YR3/2) しまり弱 シルト質
9 明褐色土(10YR5/6) しまり弱 シルト質

第33図焼土遺構

-50-
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第 3節出土遺物

出土遺物は縄文土器、弥生土器、石器、須恵器、土師器、白磁@青磁、中@近世の国産陶磁器、

製品、金属製品、銭貨、砥石、木製品、鉄浮などである。木製品はその殆どが井戸跡と一部の土坑や

溝跡からの出土であり、それ以外の土器や陶磁器等は遺構外での出土が多い。遺構内からの出土もみ

られるが、摩滅した状況から流れ込みによると判断されるものが多い。以下出土遺物について種別毎

に掲載し、説明を加える。

1. 縄文@弥生土器(第34図、図版12. 13、第 5表)

縄文土器は全て破片資料であり、遺構外もしくは井戸跡など一部の遺構から出土した。遺構内から

出土した縄文土器はいずれも摩滅しており、埋没の過程で流れ込んだ、ものと考えられる。明確な縄文

時代の遺構は確認されていない。ここでは口縁部破片を中心に22点を図示した。

同一個体と思われる 1. 2は口唇部に刻みがあり、単節LRの縄を横位回転施文して地文とし、震

り消しの手法を用いて入組帯状文を表出している。 5には径 5mm程の補修子しが Iつ穿たれている。 6

と8は波状口縁をなし、三叉状の彫去がみられる。 9"-'21は粗製深鉢の口縁部で、若干内湾気味の器

形となっている。地文には大部分が単節LRの縄を用いている。 22は深鉢の底部で、これも単節L

Rの縄を用いている。これらの土器は縄文時代後期後葉から晩期初頭に相当するものと考えられる。

弥生土器は、本調査開始前に行われた立ち会い調査の際に、 A区東側の水路部分で 2点出土したに

すぎない。本調査では弥生時代の遺構@遺物は確認されなかった。

23は警の口縁部で、口縁直下に縄文が施され、頚部には4条の平行沈線が横走し、体部には摩滅

のため明瞭ではないが、縄文と工字文風の沈線が施されている。また口縁部の一部には穿孔がみられ

る。 24は口縁直下に刷毛回調整がなされ、頚部には 3条の細い沈線が巡り、体部には単節LRの縄

が横位に回転施文されている。

5表縄文 m 弥生土器観察表
J市図 ULl二位m子会 種別・器穏 音[1位 胎土 外部色調 内問色調 寸法(田町)

34-1 12-1 しル169 縄文土器j紫鉢 1::]縁部 キ旦砂 10Y R4/2灰策掲 10Y R6/2灰黄褐

34-2 12…2 S E04 縄文土務深鉢 口縁音[1 松砂 10Y R4/2灰黄掲 10Y R5/2灰策褐

34-3 12-3 S E04衷込 純文土探深鉢 口縁部 総砂 10Y R5/3fこぶい黄掲 2.5Y5/21l奇灰策

34-4 12-7 L恥1169 縄文土器j祭鉢 {本昔日 1旦砂 10Y R6/3fこぶいj矧登 10Y R6/3fこぶい員後

34-5 12-8 L N64 縄文土4ì~深鉢 {本部 組砂 10Y R6/2!夫裁褐 2.5Y6/2灰策

34 -6 12--6 表採 縄文二!こ器深鉢 口縁昔[1 :組砂 10YR5/3にぶい裁褐 lOYR7/3fこぶい策燈

34-7 12-5 LM69 縄文土器深鉢 1本吉s 粗砂 10Y R4/1f昂灰 10Y R5/2灰黄褐

34-8 12-4 LM69 純文土器深鉢 1::]綾部 組砂 2.5Y4/1裁灰 2.5Y7/2灰策

34-9 12-14 S E04 Mf込 縄文 i二器深鉢 日絞tj=日 制11砂 IOYR5/2灰裁判日 10YR7/1灰白

31-10 12--9 S E04 主主i2. 純文::l二器深鉢 口綾部 粗砂 10Y R 7/2fこぶい裁t:l'l 10YR3/1!ll，l，筒

34-11 12-10 S E04裏込 縄文土器深鉢 日縁部 tfl砂 2.5Y6/2灰策 2.5Y4/1策灰

34-12 12-12 表採 縄文土器深鉢 1::]綾部 相1砂 IOYR7/3fこぶい競僚 10Y R 1. 7/H!A 

34-13 S E04裏込 縄文土器深鉢 口語家音[1 :f1:[砂 2.5Y7/1灰白 7.5YR6/1 掲灰

34-14 表採 純文土君ii1祭鉢 1::]縁在日 キ且砂 10YR5/3にぶい策筒 10YR3/1黒掲

34-15 12-16 表採 縄文土探深鉢 I-I縁音[1 :fll砂 lOY R6/3にぷい策燈 2.5Y7/1灰白

:34-16 12-15 S E04袋込 縄文二!こ総深鉢 1::]志号、音[1 判1砂 2.5Y6/3にぶい黄 2.5Y3/1f.l，l，褐

34-17 12-11 S E09 縄文l:4ii}i架鉢 仁l緑、音[1 先111砂 7_ 5Y R5/6明m 7. 5Y R6/6傍

34-18 L N68 純文土4iff深鉢 口縁音[1 相i砂 2.5Y6/2!火災 2.5Y6/2灰黄

34--19 12--13 S E06裏込 縄文土器深鉢 IJ縁吉[1 'l'm沙 7. 5Y R6/3fこぶいf{L 5Y R5/4にぶい赤褐

3'1…20 12-]7 S E04 1li込 純文:Jニ総深鉢 1=1綾部 粗砂 N5/0灰 N3/01l音灰

34-21 表探 縄文土器深鉢 仁1綾部 :fll砂 10YR6/2灰鼓î~ 2.5Y4/1策灰

34…22 S E17 総!J:.土器i架鉢 底許s :fll砂 10Y R6/1褐!火 2.5Y6/2灰策 Ji主径(95)

34-23 13-2 東側水路部分 弥生土総務 1~1 緑、音[1 fiH沙 7.5Y6/4にぶい俊 10Y R8/2灰白 1:1筏(130)

31-24 13-1 Jf"[jJUJ7k路 }ti~分 弥生土紫哲吉 1:1 縁官11 組砂 10YR7/3にぶし、裁ほ 10YR8/2灰白
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第 3節出土遺物

2. 石器(第図、図版13、第6

石器は石核 1点、模形石器 1点、石箆 2点、スクレイパ-2点を図示している。 1の右核は大きな

剥離国を打聞として剥片剥離を行っている。打面の反対側にあたる稜は、剥片剥離作業のi擦に硬い台

の上にでも固定したのであろうか、潰れが著しい。 2は対向する縁辺の摩滅が著しいことから模形石

器とした。 3と4の石箆は主要剥離面を大きく残す様に調整され、断面形は山形を呈している。スク

レイパーとした 5は両国調整が行われていて、一端を折損している。 6はやや幅広の剥片の両側縁に

調整が行われている。頭部側を折損しているが、一部折れ面にも調整剥離が及んでいるため、故意に

折り取ったものと考えられる。図示した石器は一部に過ぎないが、定型的な石器は少ない。

Tli図番号 l玄11仮番号 i:U土位置

35-1 13-7 表採

35-2 13-3 L N64 

35-3 13-4 MD41 

35-4 13-5 L 366 

35-5 13-6 L P61 

35-6 13-8 表採

6 
若1H亙 長さ(田田) 111話(剛) 厚さ(岡田) 重;鼠:(g)

石核 118 61 42 226 

1契形石器 23 23 13 10 

石箆 32 26 11 10 

石箆 59 31 14 26 

スクレイノf 27 20 5 2 

スグレイノ号… 66 46 12 40 

，~()~ 
石二ヨ

ζご〉

~士土翠宮

噂-~悶 ィ-------で〉

〈ご二〉

第35図
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3. 須恵器(第36図、図版14、第 7表)

須恵器には、坪蓋杯@嚢@査の器種がある。破片資料のみで、全体の形状を窺い知れるものは少

ない。以下器種毎に概観する。

杯葦は 3点を図示した。 1は天井部が平坦で、端部は若干内側に屈折している。つまみの部分は 2

の1点のみ出土し、ボタン状を呈す。

杯は4点を図示した。 4は底部からやや丸みを帯びて立ちよがり、口縁部が外反する器形となる。

5・6は底部から口縁部まで直線的に立ち上がる。 7は内面に漆が付着している。底部の切り離しは

全て回転箆切りによる。

護は 7点を図示した。小破片のため全体の形状は不明であるが、口径は推定で25cm程度である。

体部破片の外国には平行あるいは格子日状のタタキメ、内面には平行あるいは同心円状の当て呉痕が

観察される。

査は 1点を図示した。 15は口縁部の破片である。体部及び底部は確認されていない。

第 7表議恵器観察表

伊ほi苦言号 図版番号 LU二i二位置 石問百自1m主 音11位 日台jこ 外面色調 l村日ii色調 寸法(mm)

36-1 14一日 しR67 主主 休部，...._gf品音11 品目青少 10Y6/1灰 N6/0灰 仁1f手(127)・器it!i21

36-2 L P58 3義 f向 高Ill~砂 7. 5Y R5/1褐灰 N5/0灰 部高12

36-3 S D60 室主 端tfil 制11砂 N5/0沃 N4/0灰

36-4 14-11 L R67 i不 仁l 絞音II~底部 納i砂 2.5Y7!1灰白 N7/0灰白 口径(130)・底径(64)・器高40

36-5 14-12 L067 i不 口級官II~底部 中1111沙 N7/0灰白 N6/0灰 口径(128)・底径(70) 器高34

36-6 14-10 LQ67 1干 口縁音II~底部 創11砂 7.5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 1-=1径(131) 底径78 器所;31

36-7 14-9 LR61 j不 底部 制11砂 7.5Y7/1灰 10YR6/6明裁i<IlJ 底筏71

36-8 14-1 ルlG39 型E 口級官11 4且砂 5Y7/3浅黄 2.5Y7!3浅黄 口径(239)

36-9 14-2 L062 主jm 仁1絞官11 前11砂 7.5Y4/2J火オリーブ 7.5Y6/2オリーブ灰 r:11歪(249)

36-10 14-7 表採 受E {;t;:音IL七i生 11l.lJ沙 N5/0灰 N6/0灰

36-11 14-3 L T67 型t {!ド官IUニ'1三 杭II号、 N5/0灰 N6/0灰

36-12 14-5 LQ59 苦E 体育11下半 11Ll沙 N5/0灰 N6/0灰

36-13 14-6 1¥11'42 受E {本ffH下半 組砂、 N4/0!夫 N7/u!火Iヨ

36-14 14-4 LR61 主}!f! !本 tf!l ~f'l"' :fJll沙 10YR5/2灰策筒 10YR5/!ftl灰

36-15 LQ67 ぷ 己 r:1縁部 制11砂 N3/01ltf灰 N5/0灰 r:I{El10 

4. 土師器(第37""-'39図、図版15""-'18、第 8表)

土師器には、杯@血@鉢 e 嚢 e 鏑 a 羽釜等の器種がある。摩滅した小破片が大部分を占めており、

全体の形状を知り得るものは少ない。以下器種毎に概観する。

杯は19点を図示した。全てロクロを使用している。 1""12は底部から若干丸みをもって立ち上が

り口縁部が外反する器形で、内面に黒色処理はみられない。切り離しは全て回転糸切りによる。

跡で数量的に最も卓越したタイフの坪である。高台の付くものもあり、 13. 14は柱状高台で、 14の

切り離しは回転糸切りによる。 15""18は低い高台が付き、内面には黒色処理が施されている。 19は

高足の高台が付けられている。

阻は 2点を図示した。低い高台が付き、内外面にはミガキと黒色処理が施されている。 20は内面

に段があり、灰紬陶器の模倣と考えられる。

鉢は 2点を区i示した。 22は粘土帯を積み上げて成形し、外面には縦方向のヘラケズリを施す。 23

は鉢もしくは鍋に付く高台部分と考えられる。

-54-



己刀
己刀

強
ω∞
密

トー4

乙ο

ト~

N 

ω
 

(
ω
}
)
G
C
)
 

/ 

関
a
m
q
u
之

v

球
「
出
村
山
一
一
件

猷

ω
密

一
正
片
岡
怠



第4章調査の記録

3 

1<11図信号 図版君子号 :1¥土位置 昔1ff歪 吉11(i'L Jl台土 外出色調 内i預色調 寸法(mm)

37-1 15-1 S 1¥.50 j不 I1縁部~底部 絢Ii号、 10Y R8/3浅業後 10Y R8/3i支黄俊 口径124. JJ3:1壬53・器商53

37-2 15-2 S 1¥.50 i不 略完J[; 品IIIi沙 10Y R8/3浅黄{登 10YR8/3浅黄綬 仁l径126・底筏55・然高51

37 -3 lυ「ーυ「 SIく50 Jr 1=1縁告II~低音11 高!日有b 2. 5Y R6/3にぶい裁 10Y R6/3iこぶし、i併設 仁l筏136 ・径52 器 l手~50

37-4 S D60 j不 1=1縁部~底jj:11 i'll砂 7.5YR7/61ft 5YIH/6Hを 1=1 径121. J.な径46・然高50

37-5 S 060 j干 1::1 縁tfll~成育11 i'lll沙 7.5YR7/3にぶし、椴 5Y R8/4淡憶 1:1径(120) 底筏48・器尚48

37-6 S D60 1不 仁l綾部~底部 1立砂 5Yl~7/4iこぶし、捻 7. 5Y R8/3浅裁緩 仁I{壬(118). rr:s:筏50・25i守i52

37-7円 6 おIC44 J;f 仁l縁部~底部 i 細砂 5Y RS/3淡僚 7. 5Y R8/3浅黄燈 1:1径(126). JJ3: f圭46 ・探 iV~53

37-8 I 15-3 MF39 よ不 仁1 縁部~)志郎 納l砂、 10YR7/4にぶし、1tZ燈 10YR7/4iこぶい熊燈 ね 1~133 ・ 1J3: 1歪50 ・若ðr守î54

37-9 15-4 ル1F39 珂= 日告完形 il41H沙 10YR7/4{こぶい1電機 10Y R8/3浅黄燈 1:1径128・JJ3:1壬52・22高48

37-10 MG43 i不 縁音II~I底部 キ1111沙 10Y R8/3浅黄桜 7.5YR7/4にぶい僚 u径(119)・底筏52・総高43

37-11 MG40 1干 口縁部~底rfll 紺Ifl'T 10Y R8/3浅黄燈 10Y R8/2灰 I~l u径(129) 底径50. #5~子15

37-12 MH40 j不 口絞剖1~1J3:古11 和1fl'T 7. 5Y R 7/，1にぶい燈 10Y R8/3i':%黄駁 u1歪(123) 底径48 器i完i15

37-13 MF43 土不 高台古11 初l砂 7. 5Y R8/4浅i主催 7.5YR8/4浅策援 底筏(59)

37 --14 L 1'63 I亦 高台rm 前11砂 2. 5Y R8/21火白 2. 5Y R8/1灰白 底径57

37-15 MC41 i干 荷台tf~ i¥:In砂 IOYR7/4にぶい黄燈 10YR1.7/HIil 底径(58)

37-16 MF42 j不 底ttlli腎JI分部 締砂 10YR1.7/1祭ミJjミ1. 7/1!.¥"， 
l 成1J3:筏筏(67) 

MG40 j不 高台背11 ~III砂 10Y R6/3{こぶい黄燈 (73) 

37-18 MG43 i干 高台剖l 先111砂 10Y R8/2灰白 10YRl. 7/1黒 1J3:径(60)

37-19 S 1¥37 J;f 高台部 粗砂 7. 5Y R6/2灰褐 10Y R 7/1灰白 1J3: 1~ (77) 

38-20 15-8 S D60 IIIl IOIi完形 制111沙 10YR1.7/1窯 10YR1.7/1 黒 LI径124・l底筏51・器ifli2i

38-21 15--7 MG43 11ll !こl縁部 締砂 10YR1.7/1黒 10Y Rl. 7/1黒 ]:11壬(139)

38-22 17-7 S K50 a.f; lコ絞古II~)底許11 制IJ砂 10Y R8/4浅1討登 IOYR7/4にぶい裁段 11 径67 ・ 1J3: 1~44 . ;{~r\':î6 5 

38-23 S D60 鉢? 高台育11 制11砂 10Y R8/3浅黄僚 10Y R7/4にぶいJliH登

38-21 16-1 MB66 官t 1=1綾部 :fJl砂 5YR6/6t登 7.5YR6/4にぶい椴 仁11壬(160)

38-25 16-3 S D60 5窓 縁部 担t砂 7.5YR7/4にぶい燈 7. 5Y R6/6tH' 口径(225)

38-26 16-11 MH43 霊5 日縁部 キ丑砂 7.5YR7/4にぶい燈 7.5YR7/引登 I:l径(129)

38-27 16-7 MG42 5堅 !こl縁音11 松砂 10Y R8/2灰白 10Y R8/3浅j奇怪 口径(240)

38-28 16ーは S K10 31託U 口縁部 組砂 10Y R8/3浅黄燈 7. 5Y R8/3浅黄僚 !こl径(126)

38-29 16-10 ME41 5窓 仁l縁部 総1昔、 5YR6/6f登 5YR6/6f登 口径(231)

38-30 16-5 S 060 5議

口縁部 砂砂砂砂砂

10YR6/3にぶい裁機 lOY R4/3iこぶい黄掲

38-31 16--4 MG40 3lli 口縁語11 10YR7/31こぶい裁憶 10Y R8/2灰 I~I

38-32 16-2 MF42 望2 仁l Íf~在日 7.5YR7/4に~し寸を 7.5YR6/6f登

38-33 16-6 MII38 5怒 口綾部 10Y R8/2灰白 10Y R8/2灰白

38-34 MIl41 ~m !こl綾部 10Y R8/3浅災後 7.5YR7!4iこぶし、4笠

38 --35 しT67 5窓 組J号、 10Y R6/3にぶい策燈 lOY R6/31こぶい僚

38-36 恥lG39 空E 制111沙 2.5Y8/2灰白 2.5Y7/2灰裁

38-37 16-8 MG40 持-"耳u 口紋ffll 組砂 7.5YR7/6綬 7.5YR7/6燈

38…38 16-9 S D60 多3m 1=1絞音11 和11砂 7. 5Y R6/4にぶい僚 7.5YR6/4にぶい怪

38-39 SO目。 まsn! 仁!縁部 :ffl砂 5YR6/6t~ 5Y R 7/4にぶい燈

38-40 S 060 手_.品u I~I 縁部 手11砂 5Y R 7/3にぶい燈 5Y R 7/3{こ Æ~し、m

38-41 16--12 S D60 苦も 下i縁音11 粗砂 5Y R6/61:H' 7.5YR6/41こぶし斗詮

38-42 MF42 1m 口縁部 組砂 lOY R8/3浅黄綬 7.5YR8/4浅$t~Hî

38-43 16-13 お'IG43 型E 仁i縁部 :rJl砂 7.5YR7/3にぶい絞 7. 5Y R8/3浅演後

38-44 MH40 ~m 仁i縁剖l 先1111沙 7. 5Y R8/4浅策燈 7. 5Y R8/3浅策俊

38-45 MG39 習E 仁1~季、音11 治IJI(J; 5Y R 7/4にぶい般 IOY R8/3浅黄燈

39--46 17-6 ME66 手51~ 体育日~J底部 中fl砂 5Y R5/4にぶい赤Î~ 5Y R7/31こぶい椴 1J3: 1:E 78 

39-47 17--8 !vI1366 手5Ì~ 休部~底的 組砂 2. 5Y R8/3淡黄 10Y R8/2氏自 1M歪74

39-48 17一10 MI343 玄~m託 {本部~底部 1111砂 IOYR7/4にぶしづ剤投 10Y R8/4浅業後 1J'f径(56)

39-49 17-9 MG40 51l百J 1底部 粗砂 7.5YR7/2明掲灰 10Y R8/2灰白 1J3:径 (66)

39 -50 !vIF12 ~比l託 底部 籾{砂 10Y R8/2灰白 2. 5Y R8/2灰 I~I 庇径(53)

39-51 17-1 S D60 苦E f本音11下"1三 机I沙 7.5YR7/4にぶい僚 7. 5Y R8/3浅策倍

39-52 17-2 表採 苦E f本奇IIT'I~ 組砂 7.5YR7/6t!l 7.5YR7/4にぶい絞

39-53 17-4 MC44 苦E 1体fm 組砂 7.5YR7/併設 10YR7/4にぶい俊

39-54 17-3 しQ67 5思 f本i'fII 籾砂 7. 5Y R6/6tI1 7.5YR7/3{こぶい後

39-55 17-5 L 1'65 5足 休部下半 組{砂 lOYR7/4にぶい諸般 7.5YR7/41こぶい綬

39-56 18…l ~/IC43 f品 1-1縁部 ね11沙 7.5YR7/6tiI 7.5YR7/4{こぶし、t¥1: 1-1径 (350)

39-57 18-3 MC'14 知l I~l 絞1tg 5Y R 7/6燈 7. 5Y R 7/6m 口径(310)

39-58 18-4 S 060 鍋 1:1綾部 組砂 10Y R6/1掲灰 5Y R 7/219]褐灰

39--59 18-2 S 060 鍋 I~I 綾部 f1li沙 5Y R6/6tft 5Y R6/:lIこぶい佼

39…60 18-5 S 060 鍋 |ごl縁g:g 1且砂 2.5YR6/6僚 2. 5Y R6/6俊

39-61 18-11 MG42 知¥7 把手 i1li沙 7.5YR7/4にぶい綬 7.5YR8/4浅黄綬

39-62 18-10 MC44 銚? J巴 ~f談合古11 組砂、 7.5YR6/4にぶい被 7.5YR6/41こぶし、fif

39-63 18-6 MG40 羽釜 言号 J且砂 7. 5Y R6/3にぶい筒 7. 5Y R6/lIilJ灰

39-64 18-9 ME39 羽後 主号 ttL砂 5YR7/6綴 5YR7/6t1/: 

39-65 !日-7 S 060 羽釜 粗砂 10YR7/31こぶい黄僚 7.5YR6/41こぶい椴

39-66 18-8 S 060 羽釜 Z号 :flH沙 5YR7/6Ht 7.5YR日/6浅Iな
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第 4章調査の記録

を図示した。

く外反するもの、

形状を知り得るもの

出し、く

あるため、 る。仁!

の形態は、 るもの、くの字状に外反し、口

く段が付き、体部はハケメ調整される。

の形態は、平底を呈し、内外面をハケメ

るもの、叩き出しにより丸底を皐すものな

白状のタタ 円

や焼成の程度から、 46と同

されるもの、平底を呈し、

められる。丸底の個体には、

の当

鍋は 5

合部であるが、

羽釜は 4点を

られる。なお

と

るが、底面に

ものは、内面にハケメ

られる。

られる。

られる o 61 . 62 とその接

した。 いものと ものが認められる。

5. 珠洲系陶器(第 41図、図版19 、第 9

珠洲系陶器には、片口

戸跡や溝跡などからも出上しており、

る。

し

あるが、

口鉢類は11点を図示した。仁i縁端部の形態は、内側端部を

上げが弱いもの、つまみ上げはなく丸みを帯びるもの、口縁端部

るもの、このつまみ

をもつも リヱー

jili[盟諸:号。 図版怒号 日U:f立rIT #Wf重 者[If立 JJ台二t 外[銅色調 IkJ而色調 ごnl~(田町)

40-1 19-11 S E02 在京寄11 持11砂 N4/0灰 N4/0灰

40-2 19-15 S E18 Ji口鉢類 1::]綾部 砂砂 N4/0E!e [サ5/0}j(

40-3 19-14 S E09 片11鉢類 1:1綾部 5Y6/1灰 10Y4/1灰 111長(340)

40-4 

19 ← 10 l l s s LL DNNNEE 6666020 04347 |片片片片tt口nlIfnll1針鉢鉢6鉢針相頬類類類鎖 | 休附口口口日部綾縁縁縁Ff部部部部半pl 組細組緋細存M砂砂砂砂砂沙 |775NNNYU54U5AYYR即岬5灰55J / / とt 

IN5/0灰

40-5 19-12 I LN64 I JHIIT*jJi I r:I~îf[1 I ~llI lij; 17.5Y5/11火 N5/0灰

40-6 Ntl/O}}ミ

N5/0E足

11天 7.5R4/2灰赤

40-9 4{こぶし、持作品 5Y5/Wミ

40-10 20-1 LQ60 Jl'II鉢類 j底部 組砂 N5/01火 iサ5/0Dミ 1主壬(127)

110…11 20…2 L N67 Ji" Il@本類 }l!部 組砂 N5/0灰 10Y5/1灰 }fJ:径(130)

40-12 19-2 しN67 主~lli 仁1絞tHl ~III砂 N4/0伏 N4/0灰

40-13 19-1 L S66 J主"出r. 日緑、部 制III沙 IN4/01火 N4/0灰

40-14 19--7 S E04 
斑措上子

組砂 N4/0灰白 N5/0}j( 

，10-15 L N70 -5lE I Ncjf[Uフ1" :fJ:l砂 N5/01火 N5/0灰

40--16 し064 'im I i~， tfIIJ:'1生 !品IlIl沙 7. 5Y 4/1伏 N4/0灰

40-17 L064 ヨE 体育[U二半 i 主[11砂 N5/0灰 N5/0E!-: 

40ー!日 MH43 主1ニie {{;ff[U:'j'o il11沙 N5/0/災 N5/0}}.ミ

41--19 MG43 じn {本吉日 i二三|主 組砂 N4/0灰 N6/0灰

41-20 S E04 ぅm 体吉[1下半 :fll砂 N6/0/天 1¥15/0灰

41-21 S E05 三}m ii'去Ilfご:>[" 制IIi沙 N4/0灰 N4/0灰

41-22 S E06 多~!誌U 体育[1F!三 制11砂 N4/0}}ミ N4/0Eだ

41-23 S E12 主必m i~íWIマミド 創111沙 N3/011音灰 N3/011青)}(_

4J 19-8 S E18 多5Uしi {宇部下半 創1111'9 2.5Y7/1灰i'eJ 5Y7/ 1}}( l:Cl 

.11-25 S E18 主l卸 {本書[1下半 羽11君、 N6/0灰 1¥15/0灰

41-26 19-5 S E23 ラm {本告1;-[:"'1三 おIIl1Y N6/0灰 N5/0/火

11-27 S E27 主l栴b {本部下半 ?旦砂 1¥15/0灰 N5/0灰

41-28 19-6 S K46 !本部 F'I" ネ立I沙 N5/0)}c 7.5Y5/1Jjミ

41-29 

S S L S SS DDTEIE0削印回5日~| z錨3提世壷堅| 休休休体部部M頭部部二下部部上ドf半半千1r ililil 組粗粗細細机砂砂砂砂砂砂

N4/0/災 N6/0汐く

11--30 10Y4/1灰 N5/0灰

41…3] N6/0}}c N6/0灰

5Y6/J灰 5Y7/1I天1=1 ItH長(12:3)

Ij] -33 19-9 1¥I4/0!}ミ N5/0L宍

41-34 19-4 N7 /We I(] N4/0灰

41-35 19-3 S E21 査 体fffj_[ニ司王 主IIIT沙 1¥14/0灰 N4/0灰

41…36 MG43 休部下、|主 tftl沙 7.5Y6/2灰オワープ 1¥16/0/災

41-37 LN60 "一基一; fねtl\ -F'I~ 非11I砂 N4/0/火 ト16/0/火

111-38 19-13 S 12 一， l伝吉11 潟111沙 ト14/0/災 i叫 /0/災
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第 3節

ションがあり、時期差を示しているものと考えられる。 1. 2は片口の部分である。 3は口

ぎる唯一のもので、綿密な卸し自が施され、飴土には海綿状骨卦を含んでいる。ま

に漆が付着しており、漆継ぎで補修されたものと考えられる。 4は外面及び口縁端部に、櫛詣:1犬

による波状文が描かれている。 5は内面に刻印が施され、胎土には海綿状骨針を含んでいる 0

o . 11は底部破片で、太く疎らな卸し毘が施されている。底部の切り離しは静止糸切りによる。 10

しく、使用頻度の高さが窺われる。

し

る。口

が引かれる。 24には綾杉状の

められるものが数点あり、

G点を

白磁@

白磁@青磁は15点出土し、

碗のみである。珠洲系陶器と

形状の知れるものは皆無であるが、

ある。 12は口

られる。これら

として利用されていたこと るG

による波状文が施されている。

し このうち らの

となる。

口の

4点を

を占めてい

の沈線

る。

白磁は G点出ことした。 1はSE07からの 仁i縁部を玉縁にしている。粕はやや黄色味がか

く、白色をなす。 3は口縁部付近の破片で、内外面がつに白告をなす。 2も

される。 の破片で、

味がかった白告をなし、施紬は底部まで及んでいない。 5も体部下半の破片で、外面はヘラケズリさ

れ施稀は及んでいない。内面の紬は薄く、黄色味がかっている。 6は底部付近の破片で、見込みに段

をもっ。

で、内部はi在日状工呉で施文さ

てジグザグの文様が描かれる。

pそニ
仁よー

文が描かれている。結

かっている。 14も

描かれているが、

7. 国産陶磁器(第図、

っていて、外部には施紬が及んでいない。

のものである。 7

8は外面に櫛目、

っている。 9は口縁部破片で紬は厚く、

の破片

によっ

い。 11は体部の小破片で、あるが、内面に片彫りで

の器内は厚く、内面には片彫り

っている。 13は外面に され、紬は厚く、

し、 っている。 15は外面

っている。

ここでは珠洲系陶器以外の国産の陶磁器を図示した。近世のI淘綴器では肥前産のものが圧倒的に多

く、瀬戸美濃産は数点が自に付く程度である。器種は碗.lill .鉢.j雷鉢等がある。

1は吉瀬戸の平腕で、見i入みにピン跡がある。底部の形態は不明である。 2は肥前の碗で、端反り

の口縁となる。 3は碗の底部で、幕末期にあたる資料と考えられる。 4は肥前の血の口縁部、 5も肥

前の血で見込みに蛇の目勅剥ぎが認められる。 6は肥前の鉢で玉縁の口縁となり、鉄紬が施される。

7は肥前の鉢の鹿部で、蛇の目高台を有す。 8は肥前の揺鉢で、浅い卸し自が付けられている。
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4νぐごうく二〉dlとfう

じ〉必己
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出

出
{is医Iffi'号 ぽ|版番号 出土位前 穏別・器種 ffllf立 場・分ifl'i.11寺WJ等 寸法(mm)

42-1 巻頭一j S E07 l汀磁l~旨 仁i枝吉1¥ N預.12 c後、iモ

42-2 ミ5ζ立IT-2 L R62 I~I磁腕 仁1m法制l 福建oifI.N類

42-3 巻頭-3 MG42 白磁腕 W}fll V 4行i.12 後ミド

【 i 巻ilk-4 LQ63 白存:t.f，詰i {本m~ Vf;羽

42-5 巻頭-5 MH39 I~l隊腕 {本fti} 12 c後半

42-6 巻頭-6 ルlG40 |与磁腕 体育1¥ 12 c後半

42--7 巻頭一7 S E27亥 1守防{説i (本 ffl~ |司安窯・ H筑・ 12c 求~13 c初頭

42…8 巻頭一日 ME42 j'f隊!碗 体在日 |司安・ i 諺i ・ 12 オミ~13c 初頭

巻頭-9 L 1"61 1守!波I抗i n縁部 官E泉.1:m・ 12c 後半~14 c 

10 巻頭一 10

1;;21 酬

f本ffll iíU+í~im. 1 Jirj 

<12--11 主会ll]j-11 ME:39 I i守綴!応 {本刊1 siBil窯 1 2務

42--12 巻頭一 12 S E21妥 汚磁碗 Il}eifll fm+J~;%. ・ 1- 2Jjj 底部(66)

42-13 巻頭一13 S E05 育!被{所i {本m~ 自在泉然・ 1 5 b買・ 13c 後、1' ~14 t}J思i

42… 14 若手llJ[-14 MD43 l':ff，i，).碗 f本音11 1m泉窯・ 1 5 bJ:笈・ 13c 後守主~14 c初頭

42… 15 -~会vJ)--15 ルlF40 l'Il~tj腕 1:1絞itli 能;)í~im. 1 5 b . 14 rl'頃~後半
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第 3節出土遺物

¥ 

一

~況、二当

J市図託子号 !豆1)板忍汚 UIJ:f立lii fill別 器 穐 詰Il{lL 産地・分類 11寺WJ等 寸法 (mm)

'13-1 20-:3 ルlD12 1I勾若iPT'-i泌 n~.号、部 古瀬戸・ 15c頃

43--2 20-9 表J二 !路線碗 I~I 縁 í~11 )J目前.V!ザi

43 --3 20-8 S Iく45 磁~:ti前; j底fm 瀬戸美ili~? 1底f歪(40)

1:3--4 20-6 MH37 1>旬i!~tll1l I~I 絞:mi )J~ íÌ íl' JVJ哲i ド11:壬(120).筏(50)

43 --5 20-10 L P58 1I勾 ~fi111l !なifg )J巴liij・IVWJ

43-6 20-4 MD43 同市総鉢 縁部 )J巴iJil. 18 c 

ね -7 20-7 MII39 般~ii@本 IXffftl )J也前 18 後Jî~~19 f)Jj百i liHを(90)

43--8 MA64 1I勾器J1Ii鉢 ド1綾部 )J巴iIij.18 c ト11壬(151)

11 
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第 4章調査の記録

8. 土製品(第44図、図版21、第12. 13表)

土製i誌には土錘、羽口、そのほか用途不明のものがある。

土錘は完形もしくはそれに近い21点を図示@計測した。井戸跡などの遺構からも出土しており、多

くは中世に作られ、使用されたと考えられる。形態は中央に稜をもっ算盤玉状のもの、筒形のもの、

流線形を呈すもの、円錐形に近いものなどがある。大多数が土師質であるが、間質のものも 1点あり、

また外面の色調については黒色や灰白色、 を呈すなど一様ではない。

羽口は 2点を図示した。 2点とも先端に近い部位にあたる。遺跡近辺で製鉄が行われていたことを

示唆しているが、調査では明確な製鉄関連遺構を確認できなかった。

24は碁石状、 25. 26は球状を呈す土製品で、いずれも土師質であるが、持期@性格は不明である。

27は焼成粘土塊で、 SK50から多量の土師器とともに出土した。比較的平濯な面と、小さな粘土

粒を貼り合わせたような不整な面で構成され、表直には植物性繊維を押しつけたような圧痕が部分的

に観察された。

押|豆I:ffi:号 図版君子号 /:lJj:{立置 f重別 長さ (mm) 外径(mm) 干し径( 獲量(g) 比重 (g) {本町'1(111111') 外而色調

44-1 21-1 S K48 土鉦E 55 39 7 74 40 350 10YR7/2にぶい裁機

44-2 21-2 S E18 絢錘 54 28 9 36 22 225 5YR5/3(こぶい赤掲

44-3 21-3 S E27 上錘 54 32 7 54 30 260 5Y4/1灰

44-4 21-4 S E27 土銀 50 24 7 32 18 170 10YR7!21こぶし、裁後

44-5 21-5 ME44 ゴニ鏡 62 29 7 54 32 Zつ25 7.5YR7/4にぶい僚

44-6 21-6 MG42 土錘 49 30 13 44 22 220 10YR7/2(こぶい鼓燈

44-7 21--7 MC43 ニi二~ 45 21 7 26 14 125 10Y R 7/31こぶし、黄燈

44-8 21-8 S E02 土3重 46 15 5 10 6 60 10YR7/21こぶし、裁俊

44-9 21-9 S E04 士銀 45 14 5 日 4 50 10YR4/1褐灰

44-10 21-10 S E18 土銀 41 17 5 12 6 50 10YR1.7/1黒

44-11 21-11 S E 19 土鉦E 46 18 5 16 日 75 10YR7/3(こぶしゅH登

44-12 21-12 MD43 こヒ釘E 53 20 6 18 10 100 7.5YR7!4にぶい僚

44-13 21-13 MG40 二上錘 52 17 6 16 8 80 10Y R 7!3(こぶし、;刻登

44-14 21-14 MH39 ゴ二鋒 55 18 6 14 日 70 10YH4/1褐灰

44-15 21-15 S E02 土鏡 40 13 4 日 4 40 7.5YR7/2IlJH司灰

44-16 21-16 S E05 土銀 34 12 5 4 2 25 10YHl. 7/1泉

44-17 21-17 S E19 j二鉦E 34 15 4 日 4 35 10YR7/1灰 I::J

44-18 21-18 S K35 ゴ二~íJ1 35 12 4 4 2 25 10Y R6/1褐灰

44-19 21-19 MD42 土復lli 34 11 4 4 2 20 7.5YH6/4にミし、+11

44-20 21-20 表採 こti!i11 37 14 6 6 4 25 7.5YR7/4にJぶし、tiJ'

44-21 21-21 S E 18 土鐙 31 22 7 14 B 70 2.5Y6/1黄J;i(

第13表土製品観察表

伊関番号 図版f番号 /1¥:1二{立!宣 極7]IJ 法量(Uiln. g) 

44-22 21-26 S K46 3]~ 1::]先古i品音[1 外径(80)・孔径(40)・1fJ:.IllA36

44-23 21-27 S D60 3]3]I::J{本音11 外径(72)・孔筏(40). i!i認:186

44-24 21-22 LQ61 茶石状ゴニ製品 直径20・厚さ7.立盆2

44-25 21-23 MG39 球状土製品 i由主20・Z立五1:6

44-26 21-24 MG39 球状土製品 直径15・丞量2

44-27 21-25 S Iく50 焼成粘土塊 重量1016

9. 金属製品(第45図、図版22、第14表)

金属製品には刀子と釘があり、井戸跡・便所跡・土坑などの遺構から出土した。

刀子は井戸跡と便所跡から 1点ずつ出土した。 1はSK03の底面誌上から出土したもので、芸に

は木質の目釘と柄、そして表面が鱗状を呈する材質不詳の柄巻の一部が残存していた。 2はSE 18 

の井戸側内部から多量の磯とともに出土した。

釘は 2点を図示した。 3はSE27から出土したもので、頭部を片側から折り曲げた和釘である。

4はSK41の底面から出土しており、間違構から出土した木製品の結合に用いられたものであろう。
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事 1

4
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門
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V (SE18) 

3 
別 (SE27)
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第45図金属製品

第14表金属製品観察表

第46図銭貨

第15表銭貨観察表
挿図番号 図版番号 出こi二位置 銭i者名 タト径(皿田) 銭j竿(田田) 金問(g) 

46-1 22-5 MF41 大鋭通費 24.6 0.17 4.0 

46-2 22-6 MF41 大観通費 24.3 0.16 3.6 

46-:1 22-7 MF41 大観通費 24.1 0.16 2.7 

46-4 22-8 S K51 紹聖元資 23.8 0.12 2.2 

46--5 22-9 MC42 元t:Ii通費 24.0 0.13 (1. 3) 

46-6 22-10 MC42 元農通費 24.6 0.11 (1. 5) 

l 

(SK46) 

(J 

3 

か九 11'

tr 河、凶1
-…  

・一一一一一111 i';ill I門… …  一…一…i 什1 111 
見、---1l ~IJ 4 

2 

仁コ
ζ二二コ

第47図砥石

第16表砥石観察表
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第 3節出土遺物

10. 銭貨(第46図、図版22、第15表)

銭貨は6点を国示した。 4は土坑からの出土で、あるが、他は遺構外からの出土である。全て北宋銭

であるが、模鋳銭と見られる。 1'""3は大観通費(初鋳年:1107)で、 3枚が貼り付いた状態で出土

した。 4は紹嬰元賓(初鋳年:1194)でSK51からの出土である。 5は元祐通賓(初鋳年:1186)、

6は一部破損するが元豊通賓(初鋳年:1078)と見られる。

11.砥石(第47 図版22、第16表)

砥石は4点を図示した。 1は砂岩製で荒砥、 2は凝灰岩製で中砥にあたるものとみなされる。 3と

4は硯の転用と考えられる。

12. 木製品(第48'"'-'53図、図版23'"'-'27、第17表)

遺存状態の良い多種多様の木製品は、低湿地に位置する本遺跡を特徴付けている。井戸跡@溝跡@

土坑などの遺構から出土しているが、殆どが井戸跡からの出土である。掲載した木製品は一部に過ぎ

ないが、種別の判断できるものや、明瞭な加工痕の観察されるものは可能な限り選定した。なお木製

品の分類にあたっては、 『佐助ヶ谷遺跡(鎌倉税務署用地)発掘調査報告書j] (佐助ヶ谷遺跡発掘調査

団1993)と旬、['[1[1奇遺跡j] (秋田県教育委員会2000)での分類を基本としている。

木製品は種別を判定できるもので、木簡・漆塗り皿@漆塗り椀@折敷@箸・曲物・蓋・箱・栓@櫛

a 下駄@草履芯・万子柄@紡錘車・膳脚。模@寄木があり、その他加工痕を有す用途不明品がある。

以下にこれら木製品の種別毎の概要を記す。

木簡は SE09から 1点出土した (48-1 ) 0 I急々如律令Jの宇句の上に不銭が墨書されている。

頭部は直線的であるが、下端部は折れているため形態は不明である。

漆塗り血は 9点出土し、このうち遺存状態の良い 2点を図示した (48-2 . 3)。黒色系の漆が塗

布されており、赤色系漆で施文されたものはない。高台は基本的にベタ高台で、底面に口ク口の爪跡

は見られない。

漆塗り椀は 2点出土し、このうち遺存状態の良い l点を図示した (48-4)。口縁部を欠失してお

り、高台は歪みが著しいがベタ高台である。

折敷は11点出土した。食膳として用いられたものであるが、図示した折敷(48-5)は刃痕が多く

見られ、組に転用したものと判断される。隅には一対の小孔が穿たれている。

箸は1791点出土し、 9点を図示した (48-6 '"" 14)。両端を丁寧に加工し、断面は六角形を皇すも

のが多く、長さは20'""24cm程度で、形態・ ともに規格性が強いと言える。 1箇所でまとまって

出土することがあり、 SE04では全体の 3分の l以上にあたる693点が出土した。

出物は側板が109点、底板が 5点出土した。 15はSE02の水沼に使われていた曲物で、底はない

が下部に木釘が残存する。 2枚の側板を用いて、外側 2筒所と内側 1筒所に切り込みを入れて樺皮で

縫い止め、さらに外側にもう一枚の側板をまわしている。 16の外国には格子状のケビキが見られる。

17は小形の曲物と考えられる。 18・19・21は底板で、側面に孔があり、一部に木釘が残存している。

なお18には外縁から中心に向かう 1本の刻みがあり、洲崎遺跡の報告でも指摘された、品物製作時の

目印とみなされる。 20は外縁に沿って一対の小孔が穿たれている。 22には特に穿孔は見られない。
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23は周縁部に推定で4個の孔が空く円盤状の木製品で、葦と考えられる。 1点のみの出土である。

籍とみなされる板状の木製品は 2点出土した (50-24 . 25) 0 25は箱の側面の部分と考えられ、対

向する 2辺に切り欠きを入れて一対の小孔を設け、下端にあたると思われる 1辺には 2街所の孔が穿

たれている。また表面には刃痕が観察され、組としての二次使用が窺われる。

栓は 2点出土した (50-26・27)。円柱状に丁寧に加工されたものであるが、この栓の太さに対応

するような孔をもっ木製品は、本遺跡では確認されなかった。

櫛は 2点出土した (50-28. 29)0 2点とも横櫛であるが、歯が密なことから椀櫛とみなされる。

作りは非常に丁寧で、材質はイスノキと同定された。

下駄は 3点出土した (50-30 . 31 . 32) 0 2点は井戸跡から、 1点は溝跡からの出土で、ある。全て

台部と歯部を一木で作り出す連歯下駄であり、差歯下駄もしくは差歯は確認されていない。 30は緒

穴の一つに鼻緒を止めるための半割した栓が残存する。 31には指圧痕が観察される。

草履芯は 1点出土した (50-33)。側縁に切り取り部をもち、後端部に削りはない。

刀子柄は 1点出土した (50-34)0 1本の木を縦に割り、一方を茎に合わせて割り込み、目釘孔を

設けて再び貼り合わせたもので、加工痕の観察から、鮎り合わせの後柄状に削る工程であったと考え

られる。合わせ口側はやや遺存が悪く、形態は不明である。

紡錘車は 1点出土した (50-35)。一面に三巴文が黒彩され、中心の孔には軸木が残存する。遊戯

具の可能性もある。

繕脚は 1点出土した (50-36)。断面は四角形をなすが、上部は折れているため差込部分の形状は

不明である。

模は 1点を図示した (50-37)。両端を削った部分は稜が摩滅している。 したもの以外に、井

戸側を組む擦に横桟の間定に用いた模も多数存在する。

害木は便所跡から出土することでそれと認定されるもので、 3基の便所跡から68点出土し、 16点

を図示した (51-38"'53)。形態は棒状と板状があり、箸や曲物、折敷などからの転用も多い。棒状

のものは薄い板を小割して作ったものと考えられる。

54"'69は棒状木製品を一括した。形態から分類は可能であるが、用途は判然としない。 54"'57は

一端が鋭角に削り出され、反対側は炭化している。 58は一端を細く削って反対側は箆状を呈し、工

と考えられる。 59は一端を特に鋭角に削って円錐状にしており、これも工具と考えられる。 60は

一端に扇平な尖部をもち、反対側は折損している。 61"'64は箸と同様に加工されているが、ひとま

わり太く長い。 65は了寧な加工で円柱状をなし、一部焼け焦げている。 66は両端と中央に括れをも

っ。 67は一端を四角形に、 68は五角形に削っている。 69は一方を円柱状に加工して先端を尖らせ、

反対側は断面を四角形に仕上げている。

70"'78は用途不明の板状木製品を一括した。 70"'72は薄い板の四偶に切り込みが入れてあり、が1'1

Ul奇遺跡で出土し「板状方形木製品」として報告されている製品に酷似する。サイズも一辺が 8cm程度

でほぼ同規格となり、また SE27からのみ出土し、他には全く確認されていない状況も、まとめて

廃棄されるという意味で共通性がある。 73は羽子板状を皐すが、作りはやや粗い。 74は一端を消rjっ

て尖らせている。工具と考えられる。 75・76は一方に穿孔があり、 76には木釘が残存している。 77

は一端に丁重罪な加工で括れが付く ο78は両端を斜めに削っている。
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79'"'-'93は多様な形態をもっ用途不明の木製品である。 79は断面が由形をなす。建具の可能性があ

る。 80は一方が丸く削られ、黒色の付着物が帯状に一巡している。反対側は幅広く平坦である。 81

は一方に切り込みが見られ、反対側の先端は炭化している。 82は片刃状をなし、 I揺の狭い一端に挟

りが付けられる。 83は粗い加工痕が全体に見られる。 84.85は波形を 86'"'-'90は薄い円盤状

の木製品で、いずれも中央に 1mmにも満たない穿孔がある。 84.85はこれらの小円撃を切り抜いた

際に生じる残欠かもしれない。 91.92は正方形をなして中心が穿孔されており、片方の面の周縁と

穿孔部は面取りされている。 93は下方に切り欠きがある。組み合わせて用いた飾りであろうか。

第17表木製品観察表
伊国番号 図版番号 l1l上位霞 器 I重 寸法(皿) 帰国番号 図版番号 !日こi二位震 器磁 ，) 法 (凹即)

48-1 23-1 S E09 *筒 長さ99・幅23・I'fiさ2 51-48 26-11 S K03 主予木 長さ 186・1阪9・厚さ3

48-2 23-2 S E07 ?系主主り1I11 口径(90)・底径(55)・器商12 51-49 26-12 S K16 ・木 長さ 163・l編7・!享さ2

48-3 S E07 漆塗り 1111 口径(82)・底径(58)・器高12 51-50 26-13 SK16 塁手水 長さ 160・I隔12 厚さ4

48-4 23-3 S E07 漆塗り椀 }底筏68 51-51 26…14 S 1¥16 誇;jて 長さ218・11Fn8・J享さ3

48…5 23-4 S E05 折敷 長さ298・I臨74・)享さ5 51-52 26-15 S 1¥03 議オミ 長さ 131・l縞24.1手さ4

48-6 23-13 S E04 答 長さ 192・1縞7・j字さ5 51-53 26-16 S 1¥16 誇オ= 長さ 127・ITFn30 厚さ5

48-7 23-12 S E04 箸 長さ223・11癌6・j享さ3 52-54 27-8 S E04 持:伏木製忍 長さ91・阪7 厚さ5

48-8 23-11 S E04 雪苦 長さ244・幅7・j享さ6 52-55 27-9 S E04 俸状木製品 長さ99・幅8・厚さ7

48-9 23-10 S E04 雪量 長さ229・IIJili6・厚さ4 52-56 27-10 S E04 1奉状木製品 長さ 120・111高6・厚さ7

48-10 23-9 S E04 雪量 長さ224.IIJlii6・1享さ5 52-57 27-11 S E07 様状木製品 長さ 180・ITlii8・厚さ8

48-11 23-8 S E07 箸 長さ227・幅7・J京さ6 52-58 26-17 S E07 1李状木製品 長さ 179・I協9・1事さ4

48-12 23-7 S E07 当号 長さ210・幅6・厚さ5 52-59 26-18 S E05 棒状木製品 長さ 188・111高8・j享さ9

48-13 23-6 S E07 答 長さ204・中国8・j享さ4 52-60 26-19 S E05 待状木製品 長さ255・幅13・厚さ8

48-14 23-5 S E07 箸 長さ214・1憾7・}享さ3 52-61 26-20 S E 17 l孝状木製品 長さ270・憾10. 1字さ7

49-15 24-1 S E02 11b物官UJt反 高さ314・筏56・厚さ 18 52-62 26-21 S E 17 1泰状木製品 長さ251・悩11.1享さ9

'J9-16 24-2 S K25 I!h物側板 長さ347・1熔202・j享さ8 52-63 26-22 SE17 棒状木製品 長さ271・中高8・厚d6

49-17 24-3 S E05 1111物側板 長さ 158・I隠58・原さ4 I 52-64 26-23 S E 17 様:伏木製品 長さ282・中高9・!享さ7

49-18 24-5 S EI7 !日1物底板 径(202)・厚さ 10 52-65 27-1 S E05 待状木製品 長さ 108・中高28・厚さ26

49-19 24-4 S 1¥25 11h物成板 径(337)・j享さ 13 52-66 26-24 SE17 待状木製品 長さ250・中高18 厚さ 13

49-20 24-6 S E04 rll1物底抜 rfl20・1享さ4 52-67 26-25 S E05 様状木製品 長さ 190・悩15・}享さ 14

49-21 S E06 1111物1.i'E板 径(155)・厚さ5 52-68 26-26 S E07 俸状木製J 長さ74・1協!日原さ 19

49-22 24-7 S E07 rllJ物底抜 径209・J平さ6 52-69 27-17 S E05 待状木製品 長さ38・中高4・!享さ5

50--23 25-1 S E09 主主 径246・さ4 52-70 27-12 S E27 4反:伏木製品 長さ77・111高62・厚さ3

50-24 25-2 S E12 箱 長さ 169・中高37・J事さ9 52-71 27-]3 S E27 板状木製品 長さ78・11煽19・1享さ2

50-25 25-3 S E 18 箱 長さ 194・幅56・l事さ6 52-72 27-14 S E27 板:伏木製品 j是さ56・4話31・}事さ3

50 --26 25-4 S E05 栓 長さ74・幅16・l'jl.さ14 52-73 27-2 S E05 h反状木製品 長さ214・1縞55・厚さ日

50-27 25-5 S E07 栓 長さ76・1娠14・!事さ 12 52-74 27-3 S E05 板、伏木製品 長さ 172・I協23・!早さ4

50-28 25-6 S E05 信ii 長さ44・1焔34・!享さ9 52-75 27-4 S E05 板状木製品 長d117・中高15・J事さ5

50-29 25-7 S E04 術 長さ30・1焔39・1享さ7 52-76 27-5 S E 18 板状オ~1l~1~1 長さ51・1陥29・j享さ5

50-30 25 --9 S E07 Ht 長さ 198・1同97・おさ28 52-77 27-6 SE17 板:伏木i製品 長さ280 中国48・!字さ6

50-31 S E 17 |ご駄 長さ216・I縞120・高さ47 52-78 27-7 S E05 板状木製品 長さ385・1協39・j手さ8

50-32 S ])60 下駄 長さ260・腕30・高さ23 53-79 S E07 用途不明木製品 長さ80・1隔27・!享さ31

50-33 25-10 S E04 草履I lJ~ 長さ230・1協92・j享さ4 53-80 S E05 用途不明木製品 長さ 170・悩22・J字さ 11

50-34 25-11 S K46 ヌJ子1i写 長さ 165・1惰25・厚さ 16 53--81 S E 17 用途不明木製品 長さ 129・1煽16・1字さ7

50-35 25-12 S E05 紡錘車 筏63・J享さ21 53-82 S E 17 用途不明木製品 長さ266・中高35・尽さ 15

50--36 25-13 S E05 勝JJ月l 長さ54・幅12・1字さ 13 53-83 S E 17 用途不明木製品 長さ235・I隔53・さ 13

50-37 25-14 S E21 模 長さ96・幅44・j字さ23 53-84 27-15 S E05 用途不明木製品 長さ88・11Fn6・1早さ3

51-38 26--1 S 1¥03 言言木 長さ 169・1焔5・!享さ4 53-85 27-16 S E05 用途不明木製品 i毛さ39・中高6・j享さ3

51-39 26-2 S K16 言予木 長さ201・11il¥7・J'flさ5 53-86 27-18 S E05 }官途不明木製品 長さ7 中国7・厚さ3

51-40 26-3 S 1く03 木 長さ242・焔5・J!互さ5 53-87 27-19 S E04 用途不明木製品 iをさ 13・!阪13・lrilさ3

51-41 26-4 S K03 議オミ i毛さ 140・中国8・さ7 53-88 27-20 S E04 m途不明木製品 さ 13 ・ I~話 14 ・ lí手さ 2

51-42 26-5 S 1¥03 ;有こ 長さ 149・編6.1平さ5 53-89 27-21 S E05 m途不明木製品 長さ33 板16・!字さ2

51--43 26--6 SIく03 ;努オミ iモさ 180・中日5・l'立さ6 53-90 27-22 S E05 m途不明木製lih 長さ32・柄14・l手さ3

51-44 26-7 S K03 オミ 長さ218・IIIm9・j字さ8 53-91 27-24 S E 17 府途不明木製品 さ21 中高22・J享さ3

51-45 26-8 S K16 議オミ ;長さ217・1隔4・さ5 53-92 27-25 S 17 用途不明木製品 長さ20. 11I/~21 ・ j字さ 3

51-46 26-9 S K16 立?木 長さ269・l矯9・j手さ 10 53-93 27-23 S E05 ITJ途不IIJl木製品 長さ41・板56・j字さ6

51 -47 26-10 S 1く03 議オミ I去さ213・l協9・さ4
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 北遺跡から出土した井戸材の樹種

パリノ・サーヴ、エイ株式会社

はじめに

北遺跡では、中世の井戸跡やトイレなどの遺構が検出されている。このうち、井戸跡からは、井戸

側の構築材が良好な状態で出土している。

本報告では、これらの井戸構築材について樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。

1 .試料

試料は、 4基の井戸鄭(SE02・07・18. 45)から出土した構築材13点(試料番号 1"-'13)である。

2. 方法

剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の 3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール(抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液)で封入し、プ

レパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

3. 結果

樹種間定結果を表 lに示す。試料は全てスギに同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す0

・スギ(Cη'Ptomeriajaponica ( L. f.) D. Don)スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、娩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部

に限って認められる。放射組織は柔細協のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、

1分野に 2"-'4個。放射組織は単列、 1"-'15細胞高。

表 1 井戸構築材樹種間定結果

遺構名 時代 番号 部位 樹種

北隅柱 スギ

S E02(井戸跡) 中世 2 南東横桟(2) スギ

3 南東縦板(21) スギ

4 西隅柱 スギ

S E07(井戸跡) 中世 5 北東横桟(1) スギ

6 北西縦板(3) スギ

7 南関柱 スギ

S E 18 (井戸跡) 中一位 8 南東横桟(2) スギ

9 北西縦板(13) スギ

10 北隅柱 スギ

S E45(井戸跡) 中世 11 東隅柱 スギ

12 南西横桟 スギ

13 南西縦板 スギ
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理事1節 ~t躍勝から出土した井Þ，!，jの術陣

4.考察

手|で戸材は全てスギであヲた.この給泉から、井戸材としてスギが選択的に利用されていたことが推

定される。同様の事例は、峰浜村中則前遺跡の平安時代~織怠時代の井戸材でも報倍されている(IIJ

田1993)，また、井戸M'の用材については、企図的に見てもスギやヒノキの利用が多いことが知られ

ている(島地・伊東(988). これらの結果から、スギが井戸材として最もー般的であったことが推定

される。

スギが多用されている背嫌には、大経本が得やすいこと、加工が容易であること等が考えられる.

また、本地峨周辺の山地では、現在でもスギが生育していることから.過去においてもスギ材の入手

が容易な興境にあったことが推定される.

号1m:文献
M，j出鎌 ・伊東隆夫編(1988)日本の遺跡出土木製品総覧 296p" .lItlllllll. 

山田昌久(1993)臼本列島における木質遺物出土遺跡文紙袋成 ー用材から見た人間 ・植物関係史

摘生史研'先.特別第 1舟 2120 航生史研究会

図版 1 木材

l'イペ.H-""'"丸，

1 . スギt獄中ヰ醤号9)
a :本日。 b 椛日‘ c:板目

、

一 If~L
. .. ~. -

一79-

1b 
私 J

a 1c 

・圃・ 200μJ11: a 
-・圃・・・ 200μ Jl1:b. C 



第 5章 自然科学的分析

第 2節北遺跡 の

生物研究所)

回

1. 試料

試料は北遺跡から出土し 1 ある。

i 観察方法

剃刀で木口(横断面)、柾目(放射断面)、板沼 の各切片 し、プレパラート し

このプレパラート して同定し

3. 結果

1 3 

b 

し、

(遺物NO.1~ 4、 7、 1、 3)

樹脂細胞は娩材部で接線方向に

1 )スギ科スギ属スギ

口では仮道管を持ち、

並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なス

組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端援はおお

として太平洋側に分布する。

2)ニレ科ケヤキ属ケヤキ (Zelkovasen刀ta (遺物NO.8、 9、12)

環孔材である。木口ではおおむね円形で単独の大道管 μ が 1列で孔潤部を形成している。

孔圏外では急に大きさを減じ、多角形の小道管が多数集まって円形、接線状あるい

孔を形成している。軸方向柔継胞は孔園部では道管を鞘状に取り総み、さらに接線方向に津続してい

1 分野に 1~3 個ある。

ある。スギは本州、

日では放射

九州

る(イニシアル柔組織)。放射組織は 1"-'数列で多数のすじとして見られる。柾目

と側壁に交互壁孔を有する。小道管はさらに螺旋肥厚も持つ。放射組織は平状細胞と

細胞からなり異性である。方形細胞はしばしば大型のものがある。板自では放射組織は少数の 1~3

列のものと大部分を占める 6~7 細胞列のほぼ大きさの一様な紡錘形放射組織がある。紡錘形放射組

織の上下の端の細胞は、他の部分に比べ大型である。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。

3)モクレン科モクレン属(遺物No.10)

散孔材である。木口ではやや小さい道管 110μ

軸方向柔細胞は 1~2 個の I1屈で年輪界に配列する。

いし 2~ る

る
と

放射組織はすべて平状細胞からなる同性と平状と直立細胞からなる異性がある。

は階段状である。板目では放射組織は 1~3 細臨列、高さ ~700μmとなっている。モクレ

クレン、ホオノキ、コブシ等があり、北海道、本州、四回、九州、!に分布する。

4)マンサク科イスノキ属イスノキ ηliumracemosum Sieb.et 

ある。木口では道管 50μ111)がお

る。 軸方向柔和!胞は黒く接線方向

5、 6) 

を通じて

間隔で規則的に配列している。

と17ヲ部

く ほぼ

放射組織は 1~2 列のも っているのが克られる。柾目

ハ
リ0

0
 



第 2節

(チロース)がある。軸方向には黒いすじの柔細胞ストランドが多数走っており、一部は提灯状の細胞

になっている。放射組織は平状と直立細胞からなり異性である。板自では放射組織は 1'""2細臨列、

さ'""1 mmで多数分布している。イスノキは本州(関東以西)、四国、九州、琉球に分布する。

口
u

「
l
l

「日本の遺跡出土木製品総覧J 雄山間出版(1988)

地球社(1982)

「木材の組織j 森北出版株式会社(1982)

1 '""NJ 京都大学木質科学研究所(1995'"")

島地

北村四郎@村回 線 1)原色日本植物図鑑木本編 1 IIJ 保育託(1979'"") 

使用顕微鏡

Nikon MICROFLEEX UFX-DX Type 115 

No. 挿図番号 種別 樹 種
50-31 下駄 スギ科スギ属スギ

2 53-93 用途不明木製品 スギ科スギ属スギ
3 50-26 も七八七 スギ科スギ属スギ
4 50-36 繕脚 スギ科スギ属スギ
5 50-29 櫛 マンサク科イスノキ属イスノキ
6 50-28 櫛 マンサク科イスノキ属イスノキ
7 50-35 紡錘車 スギ科スギ属スギ
8 48-2 漆塗り血 ニレ科ケヤキ属ケヤキ
9 48-4 漆塗り椀 ニレ科ケヤキ属ケヤキ
10 50-30 「駄 モクレン科モクレン属
11 48-1 木簡 スギ科スギ属スギ
12 50-32 下駄 ニレ科ケヤキ属ケヤキ
13 49…15 !詰物 スギ科スギ属スギ
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第 5章 自然科学的分析

第 3節 北遺跡の種実遺体について

パリノ@サーヴェイ株式会社

はじめに

北遺跡(南秋田郡五城呂町野田字北所在)は、八郎潟の東側にあたる沖積低地に立地する。今回の分

析調査では、中世の井戸などから出土した種実遺体の種類を知り、当時の植物質食料や周辺植生に対

する情報を得る。

1. 試料

試料は、中世の井戸などから検出された種実遺体32袋(428点)である。これらの中には、同一遺構

から出土したものが複数存在していたので、今回は遺構別に試料を一括して取り扱うこととした。試

料の詳細は伺定結果とともに表 lに示したが、調査対象とした遺構は合計15基である。

2. 方法

双眼実体顕微鏡で形態的特徴を観察し、種類や部位を同定した。

3. 結果

結果を表 1に示す。以下に、検出された種類の形態的特徴を示す。

a オニグルミ (Juglanslnandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxirn) KitalTIura) クルミ科

核が検出された。褐灰色。大きさは 2crn程度O 側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で、基部は

丸くなっているが、先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。内部は、子

葉が入る 2つの大きなくぼみがある。

@ク J)(Castanea crenata Sieb. et Zicc. ) ブナ科クリ属

果皮が検出された。大きさは 1crn程度で、つぶれている。種皮は薄くて堅く、表面には光沢がある。

下端には、座についていた痕が、褐色のざらつく部分としてのこる。

・マツブサ(Schisandrarepω7da (Sieb. et Zucc. ) Radlk. ) マツブサ科マツブサ属

種子が検出された。腎臓形で大きさは 5mm程度。褐色で厚く、堅い。表面には、小さい沈状の突起

が密に配列する。

。スモモ (Prunussalicina Lindl. ) パラ科サクラ

核(内果皮)が検出された。黒褐色。大きさは 1crn程度。核の形は楕円形で、偏平である。下端には、

丸く大きな瞬点があり凹んでおり、上端は丸い。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面

は、浅いくぼみが不規則にみられる。

・モモ (Prunusparsica Batsch) バラ科サクラ属

核(内果皮)が検出された。褐色~黒褐色で、大きさは 3crn程度。核の形は楕円形で、やや偏平であ

る。基部は丸く大きな勝点がありへこんでおり、先端部はやや尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕

著に見られる。表面は、不規則な線状のくぼみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。

-トチノキ (Aesculusturbinata Blume.) トチノキ科トチノキ属

-82-



第 3節 北遺跡の種実遺体について

と果皮の破片が検出された。果実は大きさ 3crn程度。黒色で、たてにつぶれた球形。薄くて光

沢がある部分と、褐色でざらつく部分とが存在する。果皮は 3裂する筋があり、表面は肉厚でやや堅

く、ざらつく 0

・ブドウ属 (Vitis) ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは 4mm程度。心臓形。腹屈には中央に縦筋が走り、その両脇には

楕円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじJ状の「へそJがあり、 「へそj 周りは

くぼんでいる。

@ガマズミ属 (Viburnum) スイカズラ科

種子が検出された。黒色、円盤状で、偏平。大きさは 5mm程度。一端が突出する。種皮は堅くてや

や光沢があり、若干の凹凸がある 0

・イネ (0ηzasativa L. ) イネ科イネ属

穎と炭化した怪乳が検出された。頴は淡褐色で、大きさ 8mm程度。表面には微細な突起が縦に配列

する。膝乳は炭化しており、大きさは 5mm程度。楕円形で、慌の存在した部分が欠如したようにみえ

る。表面には数本の浅い筋がみえる。

@アサ(Cannabissativa L. ) クワ科アサ属

種子が検出された。褐灰色で楕円形。大きさは 3mm程度。縦に全周する稜があり、下端におおきな

「へそJがある。表面は薄くて堅く、ややざらつく。

@ギシギシ属(Rumex) タデ科

果実が検出された。大きさ 6mm程度。外花被は小さいが、内花被は大きく薄い翼状になる。内花被

の中筋は、こぶ状にふくれる。長い柄がある。

。マメ類(Leguminosae) マメ科

炭化した種子が検出された。大きさ 1crn程度。偏平な楕円形で、側面に縦長の「へそ」が存在する。

@ヒシ(Trapabispinosa Roxb. var. Iinumai Nakano) アカバナ科ヒシ属

果実が検出された。褐色、偏平な倒三角形で大きさは 4cm程度。下半分が破損している。三角形の

端に刺があり、刺はこぶ状にふくれる。果皮は厚い。

@メロン類(Cucumismelo L. ) ウリ科キュウリ属

種子が検出された。大きさは 7mm程度。側面観は楕円形、上面観はやや偏平な楕円形。表面は比較

的平滑である。

e トウガン (BenincasahispiaαCogn. ) ウリ科トウガン属

種子が検出された。種子は褐色。長さ 1cm程度。長楕円形をしており、種皮は厚くやや堅い。上端

に明瞭なへそがある。縁に段差があり、薄くなっているo

e ヒョウタン類(Lagenariα) ウリ科ユウガオ属

種子が検出された。種子は大きさ 1crn稗度。褐色で肉厚。縁は肉厚で盛り上がっている。表面は厚

くて柔らかく弾力があり、ざらつく 0

・オナモミ属 (Xanthium) キク科

果実が検出された。褐色で大きさは 8mm程度。 くて柔らかく、弾力がある。 には大き

さ1mm程度のかぎ状の刺がある。
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自然科学的分析第 5章

考察4 

山奥に極相林を作るような種類はみあたら栽培種をのぞく種類構成を生育場所に着目してみると、

人卑近くの林縁部にみられるクリ、ない。木本では、河畔や渓谷にみられるオニグルミやトチノキ、

革本でまた、ブドウ属(マツブサとブドウ属はつる植物)が検出されている。マツブサ、ガマズミ属、

西入車近くにみられるギシギシ属が検出される。本遺跡の立地をみると、は水生植物で、あるヒシや、

には山地が迫っていることから、種実の種類構成とも調和的方には八郎潟を含む湿地が広がり、

いずれも遺跡周辺の植生に由来していると考えられる。これらの種類は、である。

クオニグルミ、検出された種類には有用な種類が多く、栽培種も含まれている。有用植物のうち、

これらは周辺に自生していたとヒシはいずれも食用となる。ブドウ属、ガマズミ属、トチノキ、1)、

モモ、一方、栽培種とみられるスモモ、考えられることから、食用を目的とした採取が想定される。

当時周辺で栽培されていたことが想定ヒョウタン類は、トウガン、メロン類、マメ類、アサ、

される。
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図版 1 t置実遺体
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第 3飾北遺跡の稀実遺体について

3b 4 

s 9 

1 cm 
・・・圃(6-10) 

l師-(11-19) 

3.オニグルミ (SE17;8)
6.クリ (SE02:J)
9.ヒョウタン額(SEI9;10) 

12.マップサ(SE07:5)
15.ガマズミ属(SEOS;3)
18.イネ(SE06:4)



第 5章 自然科学的分析

第4節 北遺跡から出土した大型植物化石

新山 雅広(株式会社パレオ@ラボ)

1. はじめに

北遺跡は、秋田県南秋田郡五城呂町野田字北38外に所在する。本遺跡では、中世のトイレ遺構と

考えられる土坑が検出されており、ここでは、土坑の埋土に含まれる大型植物化石を検討し、当時の

食生活を推定することを試みた。

2. 出土した大型植物化石

大型植物化石の検討は、 SK03、 SK14およびSK16の3つの土坑より採取された土壌サンプル

10試料(No.1'"'-'No.10)について行った。これら、各土壌試料200cc当りに含まれていた大型植物化石

の一覧を表 1に示す。なお、一覧表中の出土個数で、半分ないし破片のものについては、( )内にそ

の個数を示したが、大半は半分程度の大きさのものである。従って、例えばNO.10のクワ属種子は完

形γ28個、半分ないし破片が32個であるが、大半は半分程度の大きさなので( )内の32個は完形に

換算すれば、約16個分に相当する。従って、完形728個と合わせて合計744個程度が含まれていたこ

とになる。ただし、イネ穎のみは、全体のおよその個数を把握するには、穎の基部の{回数が目安にな

るので、基部以外の破片は計数せず、( )内には基部のみの個数を示した。従って、例えばNO.4のイ

ネ穎は、完形 1館、基部200個であるが、基部 1個は完形 1個に棺当すると考えられるので、合計

201個程度含まれていたことになる。以下に各試料中の大型植物化石について記載する。

1) S K03試料の大型植物化石

No. 1 ( 1層):他の SK03試料に比べ、全体の出土{回数は少ない。キランソウ属を除いて全て木本

であり、クワ属、キイチゴ属、マタタピ、サルナシが出土した。マタタビが最も多く、キイチゴ属も

多いo

NO.2 (2層): NO.1と同様、全体の出土倍数は少ない。大半は木本であり、マタタビが最も多く、キ

イチゴ属も多い。他に、クワ属、ブドウ属、サルナシなどが少し出土した。

NO.3 (3層):全体の出土{回数はやや少ない。キイチゴ属が最も多く、クワ属、マタタピ、イネ、ヒ

ユ属、ブドウ属の}I慎に多い。他に、シソ近似種、エゴマ近似種、メロン仲間などが少し出土した。

NO.4 (4層):イネが最も多く、キイチゴ潟、ヒユ属、クワ属、メロン仲間、ヒ工、マタタビ、エゴ

マ近似種の]1僚に多い。他に、サンショウ、ブドウ属、ガマズミ節、キピ、シソ近似種などが少し出土

した。

NO.5 (5層):イネが最も多く、ヒ工、ヒユ属、キイチゴ属、メロン仲間、キビ、クワ属の般に多い。

他に、マタタピ、シソ近似種、エゴマ近似種、ナスなどが少し出土した。

NO.6 (6層):革本は多いが、木本はクワ属とキイチゴ属のみである。イネが最も多く、クワ属も多

い。ヒエもやや多い。他に、キイチゴ属、シ口ザ近似種、ヒユ属、アブラ

近似種、メロン仲間などが少し出土した。

シソ近似種、エゴマ

主o.7(7層):全体の出土個数は最も多いが、その割には出土分類群数は少ない。イネが最も多く、

クワ属も多い。伯に、キイチゴ属、シロザ近似種、シソ近似種、エゴマ近似種などが少し出土した。
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分額群名 部f立 No. 1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 合計 No.8 No.9 No.10 合計

クワ属※ 種子 4 】円ノ 28 32 (1) 16 219(11) 351(43) 652 (55) 209 (8) 175 (9) 728 (32) 903 (41) 

キイチゴ属※ 11 (2) 13 (2) 46 (1) 115 (2) 48 5 239 (13) 301 (5) 192 5 197 

サンショウ※ 種子

ブドウ属※ 種子 (1) 5 6 (1) 

マタタビ※ 撞子 26 25 “つ Uに 16 5 97 33 18 18 

サノレナシ※ 種子 ワム4 5 

マタタピ属※ 種子 (2) (l) 

ガマズミ節※ 1茨 4 4 

イネ※※ 宗主 (13) (200) 2 (363) 12 (353) 5 (456) 20 (1385) (11) 1 (76) 6 (51) 7 (127) 

ヒヱ※※ 主E 5 (33) 70(84) 16 (18) 5 (7) 96 (142) (4) 21 (93) 39 (28) 60 (121) 

キど※※ 幸吉 (5) 6 (33) 6 (38) (2) 2 (1) 5 (7) 9 (8) 

エノコログサ属 車買 υ 「 l 7 ワ 3 リ「

イネ科 皇官

スゲ属 果実 ワ 2 

カヤツリグサ属 果実 1 ムワ4 

ホタルイ属 果実 3 ワ 2 つ 9 17 17 

カラムシ属 種子 l 

タデ思 果実 l 2 

シロザ近[以種※ 種子 2 2 3 

ヒユ属※ 種子 (1) 8 55 69 133 (1) 7 7 

ナデシコ科 種子 l 

アブラナ類※ 種子 ワム4 つ山

カタバミ属 種子 (1) 1 (1) 

イヨコウシマュ属ーシソ属※ 果実 l 5 6 7 7 7 

シソ属※※ 果実 (1) (3) (4) (8) (2) (11) (4) (15) 

シソ近{以種※※ 河悶ミア主主七 8 4 15 10 8 (1) 6 14 (1) 

エゴマ近似種※※ 果実 3 13 5 (2) 2 (1) 1 (1) 24 (4) 】円 16 (2) 18 34(2) 

キランソワ属 果実

ナス※※ 種子 3 3 1 (1) 

ナス属 種子

ナス科 種子 l 1 

メロン仲間※※ 種子 10 (35) 17 (37) 1 (9) 30 (81) 28 (10) 180 (49) (3) 180 (52) 

校※は明らかな栽培植物を示す※は食用などに利用可能ないし栽培されていた可能性のあるもの)内は半分ないし破片の数数字は個数

α2 
-..J 



第 5章 自然科学的分析

) S K 

NO.8付属).キイチゴ属が最も多く、クワ属も多い。マタタピ、メロン仲間もやや多い。伯に、イ

ネ、ヒヱ、キビ、シロザ近似種、シソ近似種、エゴマ近似種、ナスなどが少し出土した。

3) SK16試料の大型植物化石

NO.9 ( 1層):メロン仲間が最も多く、キイチゴ属、クワ

ビ、キビ、ホタルイ)語、シロザ近似種、ヒユ属、シソ近似種、

た。

NO.IO ( 2麗):クワ属が圧倒的多数を占める。他に、イネ、ヒ工、エゴマ近似種の)Il震に多く、キイ

イネ、ヒエのJII震に多い。他に、マタタ

ナスなどが少し出土し

チゴ属、キビ、シロザ近似種、シソ近似種、メロン仲間などが少し出土した。

3 

SK03、SK14、 SK16の各土坑がトイレ遺構であるとすれば、埋土中の大型植物化石群集は、

当時の食生活が強く反映された特異な組成になる可能性が予想される。各試料の組成をみると、いず

れの試料も非常に特異な組成であり、人為の関わった堆積物であることは明らかと思われ、大型植物

化石群集からみてもトイレ遺構である可能性が指摘できる。各試料の組成は、分類群数@出土{回数共

に食用などとして利用可能な分類群が圧倒的多数を占めることで共通している。具体的には、まず木

本については、全てが食用などに利用可能な分類群であり、概ね生食が可能な紫果類である。特に、

クワ属、キイチゴ属、マタタビの出土個数は、非常に目立ち、おそらくこれらは周辺に普通に生育し

ており、その果実が当時の人に食用として利用されていたのであろう。一方、革本は、イネ、ヒ工、

キピ、シソ近似種、エゴマ近似種、ナス、メロン仲間といった多種の栽培植物やその可能性のある分

類群が半数近くを占め、出土個数では庄倒的多数を占める。これらが、周辺から持ち込まれたのか付

近で栽培されていたのかは不明であるが、中位には既に食用とされていたことは明らかである。特に、

イネをはじめヒ工、ヒユ溝、シソ近似種、エゴマ近似種、メロン仲間は出土個数が多く、当時の主要

な食料源であった可能性が考えられる。

4. 主な大型植物化石の形態などの記載

マタタピ属 Actinidia種子

長さ1.3"-'1. 9mmをマタタピ Actinidiapolygamα(Sieb. et Zucc.) Planch. et Maxim.、長さ2.0"-'

2.3mmをサルナシ Actinidiaarguta (Sieb. et ZUCC.) Planch. ex Miq.とした。破片で長さの分からな

いものは、マタタビ属とした。

ヒエ Echinochloacrus-galli P.Beauv. var.かmentaceaTrin.穎

出土したものには、小さなタイプと大きなタイプがあった。小さなタイプは、丸みを帯び、長さの

割に厚みがある。表面は強い光沢がある。大きなタイプは、長さの割にあまり厚みがなく、鈍い光沢

がある。どちらもヒエと思われるが、イヌビエが混じっていることも否定はできない。なお、手持ち

の標本では、ヒエは長さ1.5 "-' 1. 9 mmで、強い光沢があり、丸みを帯び厚みがある。外形は小さなタイプ

と似る。イヌピエは細長く、 2mm前後で、ヒエよりも大きい傾向がある。長さの割に厚みはなく、鈍い

光沢がある。大きなタイフと似る点もあるが、大きさが著しく異なる。

。。
0
0
 



第4節北遺跡から出土し

7ブラ十顎 Brassicα 

には歪らないが、アブラナ(ナタネ)、ツケナ、カブ、カラシナなどが考えられよう。

イヌコウジュ属-シソ属 Mosla-Perilla 

さ1.3"'-'1.6mmをイヌコウジュ属ーシソ属とした。長さ1.7"'-'1.9mmをシソ近似種 Perilla frutescens 

) Britt. cf. var. (Thunb.) Benth.とし、長さ2.0"'-'2.8mmをエゴマ近似種 Perilla介utescens

(し)Britt. cf. var. japonica Haraとしたが、 2.0mm付ー近のものは紛らわしい。破片のものは、推定の

さが1.7mm以上2.0mm未満をシソ近似種、 2.0mm以上をエゴマ近似種、1.7mm以上としか分からないも

のはシソ属 Perillaとした。

メロン仲間 Cucwnis117elo Linn. 

完形種子の長さの計測を行い、その結果を表 2に示した。 NO.3( 1個)、 NO.4(10個)、 NO.5(17個)、

NO.8 (28個)については全て行い、 NO.9は一部(33個)について行った。なお、粒型は藤下(1984)に従

って分類し、個数と割合(%)を示した。いずれの試料も小粒種子(雑草メロン型、 6.0mm以下)はごく

僅かであり、中粒種子(マクワ@シロウリ型、 6.1'"'-'8.0mm)が最も多く、次いで大粒種子(モモルディ

カメロン型、 8.1mm以上)が多かった。全般的に種子は大きい傾向があるように思われ、中粒種子も 7

mm台が6mm台の 3倍程度を占めていた。

引用文献

藤下典之(1984) 出土遺体よりみたウリ科植物の種類と変遷とその利用法 r古文化財に関する保

存科学と人文・自然科学-総括報告書J，同朋社， P. 638 -654. 

表 2 メ口ン仲間撞子の長さ

粒型
遺構名 試料番号 長さ (mm) 小粒 中粒 大粒

No.3 7.1 1 (1000/0) 
S K03 No.4 5.9'"'-'8.8 1 (10%) 7 (70%) 2 (20%) 

No.5 5. 1 '"'-'9. 1 2 (12%) 10 (59%) 5 (29%) 
全体 5. 1 '"'-'9. 1 3 (11 %) 18 (64%) 7 (25%) 

S K14 No.8 5.6'"'-'10.0 1 (40/0) 18 (64%) 9 (320/0) 
S K16 No.9 5.9'"'-'10.3 1 (3%) 25 (76%) 7 (21 %) 

全体 5.1'"'-'10.3 5(6%) 61 (69%) 23 (26%) I 
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図版 1 出土した大型縞物化石{スケールは j"m) 
I . 'Jワ属、優子、ぬ10 2.キイチゴ属、核、1b.8 3サンyヨウ、種子、1b.4 4.ブドウ属、
縫子，No.3 5 マヲタピ滋子、ぬ 1 6 サルナシ、動下、ぬ2 7.ガマズミ節、核‘ぬ4 8 
イ阜、穎.ぬ5 9.ヒエ(大きなクイプ)、様、ぬ 5 10ヒ工t小さなタイプ)，縦、Ib.l0 11.キピ、
娠、ぬ5 12シロザ近似穂、敏子、f1o.6 13ヒユ属、繍子、1b.4 14アブラナ鎖、組子。ぬ6
15.ナス、種-('.11).5 16.エゴマ近似種、果実、N).9 17.シソ近似磁‘果実、1b.9 18.メロン仲
間(/J、総)、穂子.ぬ5 19メロン仲間(中総)、種子.lio. 9 20メロン仲間t大級上緩子、N).9
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第 5節北遺跡の花粉化石

鈴木 茂(株式会社パレオ・ラボ)

秋田県南秋田郡五城目町野田に所在する北遺跡において発掘調査が行われ、 トイレ遺構とみられる

いくつかの土坑が検出されている。これら遺構について、 トイレの可能性や生活汚物の混入などを検

討する目的で土壌試料が採取され、寄生虫卵分析や大型植物化石分析などが行われている。以下には

同試料を用いて行った花粉分析について示し、得られた花粉化石からこれらについて検討した。

1. 試料と分析方法

試料は土坑SK03が7層準(上位より 1層~最下部 7層)各層 1点の 7試料(試料番号は上位より 1

~ 7)、土坑SK14が 1層準(1層)の 1点(試料番号8)、土坑SK16が2層準(上位より 1層、 2層)

の各震 l点の 2試料(試料番号は上位より 9、10)の総計10試料である。なお、各試料の位霞・

断面などについては遺構の章を参照されたい。また、各試料の土桔については寄生虫卵分析の節を参

照して頂きたい。また、これら 10試料については寄生虫卵分析とほぼ問様の手般にしたがって花粉

分析を行った。すなわち、 10%水酸化カリウム処理、箭および傾斜法による植物遺体や粗粒砂など

の除去、 46%フッ化水素酸処理、重液分離(臭化亜鉛溶液:比重2.1を加え遠心分離)、酢酸処理、ア

セトリシス処理(無水酢酸 9: 1濃硫酸の混酸を加え 3分間湯煎)である。この残溢にグリセリンを滴

下し保存用とする。検鏡はこの残溢より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染

色を施した。また、花粉化石の単体標本を適賞作成し、各々にPLC.SS番号を付し形態観察用および

保存用とした。

2. 分析結果

検出された花粉@胞子の分類群数は樹木花粉23、草本花粉19、形態分類を含むシダ植物胞子 3の

計45である。これら花粉・胞子の一覧を表 1に、また花粉・胞子の分布を図 1(S K03)、図 2(S K 

14、SK16)に示した。なお、分布図は全花粉胞子総数を基数として百分率で示しである。また、図

および表においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が関難なものを示し、クワ科・パ

ラ科 e マメ科の花粉は樹木起源と革本起源のものとがあるが、各々に分けることが困難なため便宜的

に革本花粉に一括していれである。

S K03(試料 1~ 7) :検鏡の結果、樹木類の占める都合は小さく、多くても10%弱である。その

なかでは上部でスギが、下部でノブドウ属がやや目立って検出されている。大半を占める革本類では

イネ科が最も多く、中・下部では40%を越えるが上部では減少している。またクワ科は試料 lで、

アカザ科-ヒユ科は試料4で、アブラナ科は試料2、6、 7で突出した出現を示している。その他、

上部ではソバ属、ヨモギ属、単条型胞子が、下部ではセリ科、シソ科が他層準試料と比べやや多く検

出されている。

S K14(試料 8):ほとんどが革本花粉で占められ、そのなかでイネ科が70%を越える出現率を示

している。次いでクワ科が約14%を示し、ソバ属やアカザ科(ヒユ科が 1%を越えて得られている。

1
1
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第 5章 自然科学的分析

S K16(試料 9、10):やはり樹木花粉は少なく、そのなかノブドウ属が試料10でやや多く検出され

ている。 について、試料 9( 1層)ではイネ科が60%を越える出現率を示し最も多く、次いで

アカザ科-ヒユ科が20%強、クワ科が10%強を示している。試料10ではアブラナ科が約70%と圧倒

的に多く、次いでイネ科が15%を示している。その他、ネギ)高近似種、セリ科が 1%を越えて得られ、

ソパ属も若干検出されている。

干IJ名 ナ名 10 

1M水

モミ}誌 Abie.5 
マツ属複制h管来日ji:J，訴 Pinus subgen. Diploλ;ド10!l
マツl涜(不明) Pi刀us(Unknown) 
コウヤマキ属 Sciadopitys 
スギ Cryptomeria japonica D. D口n 16 16 26 
イチイ科一イヌガヤ科 ヒノキ科 T. -C 

ヤナギ属 Salix 
サワグノレミ l高!ーク/レミ属 Pterocarya三jugla!ls

クマシデ!怠ーアサダ!声 Carpi!lus -Ostrya 

カバノキ属 話letula
ハンノキ属 Al!lus 
ブナ /泊guscre刀ataB1ume 
コナラ属コナラ斑属 Quercus Sl由 gen. Lepidoba 1 a!lus 

クリ属 Casta!lea 
ニレ属 ケヤキ属 Ulmus -Zelkova 

アカメガシワ属 自fallotus

ウルシ続3 /?hus 
ニシキギ不| Cel日straceae
トチノキ属 Aesculus 

ノブドウ!高 Ampelopsis 23 18 25 
マタタどJ1f" ノ1ctinidia
ジンチョウゲ字| Thymelae日ceae

ニワトコ属JlIf以種 巳f. Sambucus 

草木
オモダカ属 S旦!gittaria

イネ科 Gr日mlneae 28 163 207 316 546 110 183 561 326 63 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 4 11 2 
ネギ腐近似fijj cf. Allium 5 
クワ:fJj 昨日raceae 74 30 22 34 48 103 63 
一りナエタデr.!1i ウナギツカミ節 PolygolJum sect. Persicaria-Echinoc日u10n
ソパ成 Fagopyrum 19 
アカザ科ーヒコ一平i Chcnopodiaceae Am日T日nth日ceae 19 71 24 185 75 15 111 
ナデシコ科 Caryophy 11 aceae 
アブラナ科 Cruci [erae 212 87 162 298 
バラ科 Rosaceae 
マメ平| Leguminosae 
キカシグサ 1m， /?otala 

セリ科 Umbe 11 i ferae 14 22 17 
シソ苧| Labi alae 10 
オミナエシ属 PalrilJia 

ヨモギ鴎 Artemisia 13 
{也のキクヨE科 other Tub口1i florae 
タンポ;J;'ilH4 Li gu1 i florae 

シタ'1i古物
ヒカゲノカズラ成 Lycopodium 

ljJ.条型JJ包子 Mono1 ete spore 23 29 38 
三条型JJ包子 Tri lete spore 

樹木花粉 A rborea 1 po II en 23 30 30 30 41 14 32 
草木花粉 Nonarborea 1 po 11 c口 143 511 294 549 678 221 383 728 511 387 
シダ悩物約一子 Spores 25 33 44 3 。 。。
花粉・Jl包子総数 1'01日1po 11 en & spores 191 574 368 554 日83 251 425 742 517 420 

不明iU分 Unknown po 11 en 13 12 17 11 

C は丁目xaccae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

3. 産出花粉化石の特徴

も多く検出されているイネ科花粉について、試料 5では約80%を占めている。各土坑は寄生虫

卵分析からトイレ遺構である可能性が考えられ、堆積盆としては狭く関鎖的である。こうした環境下

において高い優 を示すイネ科花粉は、大型植物化石分析における大量のイネ・ヒヱ・キピの穎の
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検出を考え合わせ、稲葉や稲籾などが廃棄された結果を示していると考えられる。

同様のことがアブラナ科にも言えよう。アブラナ科は虫媒花であり、散布能力は小さく、花粉生産

も少ない。また、上記したように堆積盆としては狭く閉鎖的である。こうした環境のもとアブラナ

科花粉が突出的に多く検出されており、これはその膳準においてアブラナ科植物が捨てられたことを

している可能性が考えられよう。またトイレ遺構である可能性から、アブラナ科植物が花ごと食さ

れ糞便として排出され混入していることも推察される。ちなみにアブラナ科の栽培種としては縄文時

代の遺跡からも見つかっているカブや弥生時代に中国から伝わったダイコン(日向1995)、同じく渡

来が弥生時代とされているアブラナ(藤井1977)などが考えられよう。

これら食物として他に検出花粉化石としてはソパ属があげられ、セ Jj科も同様と忠われる。また、

大型植物化石分析結果を考え合わせクワ科、シソ科もあげられよう。一方、アカザ、科-ヒユ科も比較

的多く検出されている。その形態から多くはヒユ科と考えているが、大型植物化芯分析においてもヒ

ユ属種子がやや多く検出されている。このヒユはアカザ同様若葉をかつて食していたようであり、ま

た薬(健胃、下痢止めなど)としても用いられている(木村ほか1981)。寄生虫卵分析において多量の寄

生虫卵が検出されており、このアカザ科ーヒユ科が薬として用いられていた可能性が推察されよう。

4. 遺跡周辺の古橋生

先にも記したが今回分析した試料は土坑という小さな堆積盆を埋積した土壌である。したがって、

樹木花粉にとっては混入し難い環境であり、その結果樹木花粉の低率出現となったと推測される。そ

のなかスギがやや自立って検出されている。これはスギが風媒花であり、空中に多量に散布されたス

ギ花粉が土坑内に落下するという、他の分類群(虫媒花)に比べ混入しやすい状況であったためと思わ

れる。すなわち、当時(中世)の遺跡周辺山地@丘陵部にはスギ林が成立していたと推測される。その

他、試料 1ではクマシデ崩-アサダ属、ブナ、コナラ属コナラ亜属が 1%を越える出現率を示してお

り、これらを主体とする落葉広葉樹林も遺跡周辺山地 e 丘陵部に成立していたとみられる。その他、

ノブドウ属が一部の試料で目立って検出されており、土坑周辺などに雑草として生育していたことが

考えられる。

一方、低地部では水田稲作が推察される。すなわち、イネ科花粉が各試料で高い出現率を示し、多

くがイネ属と同様の表面形態を有している。また、水生植物のオモダカ属やキカシグサ属が 1点づつ

のみであるが検出されており、これは現在の水田において水田雑草として普通にみられる分類群を含

むものである。さらに、大型植物化石分析でも破片が大半であるが大量のイネの穎が得られている。

このように、植物化石は水旧稲作を示す結果となっており、遺跡周辺における水田域の存在が予想さ

オ1る。

その他、ソバ属が低本ではあるが多くの試料から検出され、アブラナ科も突出出現を数試料で示し

ている。また、大型植物化石分析ではヒエ@キビの穎、シソ属果実、アブラナ類・ナス@メロン仲間

の種子などが検出されており、これらを栽培する畑作地の存在が推察される。

以上のように、中世の北遺跡周辺山地・丘陵部ではスギ林や落葉広葉樹林が成立しており、これら

森林や土坑周辺の何かに絡むようにノブドウ属が生育していた。また、低地部では水田稲作や畑作地

の存在が予想される。
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図 1 土坑SK03の花粉化石分布図
(出現率は全花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した)
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(出現率は全花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した)
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図版 ~t遺跡の花粉化石(民ale bar : 20凶川)

1 イネ科 PLC. SS 2743 拭料8

2:シソ科 PLC. SS 2740 試料7

3 ソパ桜 PLC. SS 2742 祇料8

4:アブラナ科 Pl.C. SS 2735 試料2

5 セリ科 PLC. SS 2737 試料 7

6 クワ科 PLC.SS 2744 餓料8
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第 5章 自然科学的分析

第 6節北遺跡の寄生虫卵

鈴木茂(株式会社パレオ@ラボ)

甫秋田郡五城目町野田に所在する北遺跡の発掘調査でトイレ遺構と考えられる土坑が検出された。

ここではトイレ遺構としての裏付けをとる目的で採取された土壌試料について行った寄生虫卵分析の

結果@考察を示し、糞便の混入、すなわちトイレとしての可能性について検討した。

1. 試料と分析方法

試料は 3つの土坑SK03、SK14、SK16より採取された10試料である。そのうち SK03につ

いて、本土坑埋積土は 7分層(最上部 1層~最下部 7層)され、各層 1点(上位より試料番号 1~ 7)が

試料として採取された。各試料について、試料 1(最上部 1層)はやや粘土資の黒灰色シルトで、炭片

焼土片が散在しており、灰が含まれる。試料2(2層)は黒~黒灰色の粘土で、炭片が点在しており、

灰褐色ローム質土が塊状に多く認められる。試料 3(3層)も黒~黒灰色の粘土で、灰黄色粘土が塊状

に多く認められる。試料4(4層)は褐色を帯びた黒色有機質粘土で、細かな植物性遺体が多く含まれ

ている。試料 5(5層)は黒褐色の存機質土で、やはり細かな植物性遺体が多く含まれている。試料6

(6層)は黒色の有機質粘土で、植物性遺体が多量に混入している。試料 7(最下部 7層)は黒色の有機

質粘土で、植物性遺体が多量に含まれている。 SK14は l層のみ、すなわち黒~黒灰色粘土と黒褐

色の有機質土が混じった土壌で埋積されている(試料番号 8L S K16の埋積土は 2層に分層され、

上部 1層(試料番号 9)は褐色を帯びた黒色の有機質土で、細かな植物性遺体が多量に混入しおり、ウ

リ類の種子が多く認められる。下部の 2層(試料番号10)は黒色の有機黄土で、細かな植物性遺体が

多く含まれ、暗褐色の焼土が散在している。なお、これら土坑の時代については特定されていないが、

発掘状況などから中世と考えられている。

2. 分析方法

上記した10試料について以下のような手願にしたがって寄生虫卵分析を行った。

体積を測定した各試料を遠沈管にとり、 10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

0.5闘 1日の簡にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%のフッ化

水素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心

分離)を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理(無水

酢酸 9: 1濃硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う。水洗後、残j査にグリセリンを加え保存用

とする。検鏡はこの残溢より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

3. 分析結果

SK03の最上部試料 1( 1屑)を除く他の 9試料より寄生虫mJが検出された

土坑について、 SK03では全寄生虫卵数についてみると下部ほど多くなっており、特に試料4(4

以下では試料 1cc当たりほぼ50，000個以上に急増している。この試料4以下では肝吸虫卵が最も多

に
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く20，000個以上を示している。回虫卵は試料4および、6で10，000個以上検出され、鞭虫卵が最も少

なく 4，000{間前後得られている。 SK14(試料 8)からも50，000個を越える寄生虫卵が検出されており、

鞭虫卵、回虫卵、肝吸虫卵ともほぼ同数、すなわち 18，000個前後を示している。 SK16の2試料(試

料 9、10)ではさらに多くの寄生虫卵が検出されており、試料10では350，000個を越えている。特に

肝吸虫卵は多く、試料10では約260，000値を示し、向試料では回虫卵も約80，000個と多産している。

4. トイレ遺構について

上記したように各土坑より多くの寄生虫卵が観察された。ここで寄生虫卵個数について示すと、試

料 1cc中に1，000個以上の寄生虫卵があれば糞便の可能性があると考えられている(金原1997)。今回

の分析ではこれをはるかに越える寄生虫卵が検出されており、金原(1997)に従えば分析試料は糞便

である可能性が高いと判断されよう。一方、土坑SK03の上部 3試料については1，000錨に達してお

らず、糞便が混入している可能性は低いと考えられる。

なお、検出された鞭虫卵、回虫卵はこれらに汚染された野菜を、また肝吸虫卵はコイ科の淡水魚を

に、これらを摂取することにより感染が成立する(中村ほか1994)。

引用文献

金原正明(1997)自然科学的研究からみたトイレ文化. トイレの考古学，大田区立郷土博物館編， p.197 

-216. 

中村敏夫@佐藤淳夫 a 荒木恒治 e 辻

203p. 

(1994)医学要点双書 10 寄生虫病学第2版.金芳堂，

試料 1cc中の寄生虫卵偶数

試料No. 全寄生虫卵 鞭虫卵 回虫卵 肝吸虫卵。 。 。 。
2 299 299 。 。
3 618 245 309 64 
4 49，315 5，488 21，726 22， 101 

5 54.006 3， 770 5.749 44，487 

6 61，550 2，853 14，470 44， 227 
7 67，640 4，838 4， 199 58，603 

8 53， 386 18，268 17，343 17，775 
9 101，607 12，818 11，414 77，375 
10 357，942 17.092 83，231 257，619 

97 -



第 5章 自然科学的分析

。 50000 60000 70000 10000 20000 30000 40000 

2 

3 

4 

F
O
 

6 

ア

。 50000 150000 100000 200000 250000 300000 350000 

8 

9 

10 

関 2 土坑SK14、SK16の寄生監卵分布図

-98-

80000 

400000 



1-3:一一ーー 4: -・E・-

図版 北遺跡の寄生虫卵(悶lebar : 201l.m) 

1 :線虫卵 PLC. SS 2736 ~宜料 7

2 肝吸虫卵 PLC. SS 2738 a武斜7

3・肝吸虫卵 PLC.SS 2739 拭料7

4 回虫卵 PLC.SS 2741 試料 8
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第 5章 自然科学的分析

第 7節 北遺跡の動物遺存体について

パリノ@サーヴ、工イ

はじめに

北遺跡(南秋田郡五城目町野田字北所在)は、八郎潟の東側にあたる沖積低地に立地する。

析調査では、中世の井戸などから出土した骨類、貝類、昆虫などの動物遺存体の種類を明らかにし、

当時の動物質食料や環境に関するJ情報を得る。

1 .試料

試料は、中世の井戸などから検出された動物遺存体で、 13点あった。このうち、試料番号 ~8

は骨類、試料番号 9~12は呉類、試料番号13は昆虫である。試料の詳細は、結果を示した表 1 . 2 

に併記した。

2. 方法

昆虫とも、それぞれ双眼実体顕微鏡下でその形態的特徴を観察し、種類や部位を

した。同定を終えた骨類、貝類、昆虫は、種類ごとにケースに入れて整理する。なお、

と昆虫はほう酸溶液中に保存することによって、カビなどによる試料の劣化を防いでいる。なお、

@貝類の同定は早稲田大学金子浩昌先生、昆虫の同定は元国立科学博物館藤山家徳先生にそれぞれ

お願いした。

3. 結果

( 1 )骨類同定

1に示す。検出された種類は、魚類ではウグイ (Tribolodonhakonensis)、ク口ダイ L仏'lCωαf刀凶1げthoψpαgr.η印膚'Uμf

schlたegeliμωi)と種類不明の魚魚、骨、鳥類では種類不明の鳥骨、ほ乳類ではネズミ類が検出されている。この

中で鳥類は、焼かれた痕跡が認められる。

( 2 ) 

結果を表2に;示す。検出された種類はマツカサガイ (JnversidellSjaponensis)、 ドブガイ

イシガ イで ある。いずれも殻は失われ、殻皮のみが残存する。このため、

は不明である。なお、表2に示した最小個体数とは、検出された破片から想定される個体数の範囲の

うち、最小のもの

( 3 ) 

3は、ガムシ acuminatusJ.YJ..v....u¥....J.J.'0l.l;..JH..)' に同定された。

4. 

4に示す動物@員の分類群が確認された。脊椎動物内では、淡水魚のウグイ、

海水魚のクロダイをはじめ、鳥類やネズミ類などが確認された。また軟体動物門では、淡水性の貝

ツカサガイ、 ドブガイ、イシガイ)が検出されている。

ハリハリーlム



第 7節 北遺跡の動物遺存体について

あることから、調理後の残誼と考えられる。魚類で、は淡水魚と海水魚が検出され、

類では淡水性の貝が検出されているが、出土状況などからこれらも食物残誼であろう。本遺跡は海に

近くまた八郎潟などの湖沼も多く存在することから、豊富な魚介類に恵まれていたものと思われる。

なお、ネズミは人家近くに生育し、古代などの集溶付近に生息していた可能性がある。

昆虫遺体はガムシであった。ガムシは北海道から台湾まで広く分布する大型の水棲甲虫で、

池沼などの止水域に多くみられる。本遺跡周辺には、八郎潟をはじめとする池沼が多く存在していた

ことから、集落周辺でふつうにみられる種類であったと忠われる。

SE07 I SE17 

No. 11 I No. 12 

3 

種類 殻長 殻同

マツカサガイ (49.86) (32.85) 

イシガイ (65. 07) 32.44 
(22.51) 

ドブガイ 57. 52 35. 69 

55. 67 30.97 
83. 70 (54. 90) 

51. 24 (30.84) 

81. 12 (50. 93) 

77.11 (53.47) 

71.00 (48. 78) 

71. 21 (54. 38) 

83.22 (53. 00) 

66. 72 (45.50) 
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山子一月取柏江ガブ

イシガイ

上記淡水貝 あり| あり; あり

ヰ

斧足綱 C1ass Pelecypoda 
弁純血締 Subclass Eulamellibranchia 

異I寄目 Order Palaeoheterodonta 
イシガイ科 Family Unionidae 

ヤブjfべ(5λ マjfぺ) Anodon ta fVOO[fjana 
マツカサjJベ Jnv田町sidensjajJonensis 
ベシjJベ む'niodouglasiae 

椛動物門 Phylum Vertebrata 
硬骨魚網 Class Osteichthyse 

コイ自 Order Cypriniformes 
コイ科 Family Cyprinidae 

ウゲベ Tribolodon hakonensis 
ススキ目 Order Perciformes 

タイ平~ Family Sparidae 

認申iヨ Order Rodentia 
ネズミ科 Family Muriclae 

1
5
ム
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第 S傘 自然科学的骨折

図版 1 員類 ・昆虫

l ドプガイ飯皮(SE04:9) 
3.マツカサガイ議皮(SE04:9) 
5，イシガイ殻皮(SE04:9) 

lc剛1 CID 

'圃-(1.2，4) ・園田・・・・(3.5) 

2， l'ブガイ殻皮(SE04:9) 
4.イシガイ殻皮(SE04:9) 
6.ガムシ(SE04; 13) 

一102-

) Clll 

・・・圃圃・・(6) 



第 8節 金属製品の定性定量分析

株式会社吉田生物研究所

1. 試料 ①S E18出土刀子 e ② SK03出土刀子@③SK41出土釘 計3点

2. 元素 llN A'"'--'92U 

3. 測定位置 第 1図に試料の測定位置を示します。

4. 測定条件 測定条件を表 1に示します。 C1についてはRhLα の重なりがあるので、 Alフ

ィルタを使ってNa'"'--'Scとは別条件で測定しました。同様に、 Ru'"'--'CdについてもRhKαの重

なりがあるので、 Zrフィルタを使ってTi'"'--'Uとは別条件で測定しました。

5. 測定機器 島津エネルギー分散型蛍光X線分析装置EDX-700

6. 定性、及び定量分析 試料 3点の定性分析結果、測定条件、検出されたピークのリスト、及び

FP法による定量分析の結果をそれぞれデータ 1'"'--'3に示します。検出された元素とそれらの定量僅

をまとめて表2に示します。

7. 考察 検出されたMg、Al、 Si， P、S、K、 Caについて、一部、出土品に付着してい

る土壌成分の可能性があります。蛍光X線分析の性質上、測定範閉は表面から数十μ111まで、で、す。ま

た、装置の性質上、lONe以下の軽元素の測定はできませんのでご了解下さい。

表 1 測定条件
兄素 Ti"'U I Na"'Sc I C 1 I Ru"'Cd 

スベクトノレ Kα、Lα … IKα、Lα … i Kα Iくα

X線管 Rhターゲット

管電圧 50k V 15k V 15k V 50k V 

管電流 自動制御

積分時間 300秒 300秒 300秒 300秒

デッドタイム 25出

i次フィノレタ なし なし Al Z r 

検出器 S i (L i)半導体検出器

X線照射径 ① S E18、②SK03 : 10mmφ ③ S K41 3自mゆ

雰囲気 3富~ミ;?:ザ~一一ー

表 2 F P;去による出土品の定量分析結果(%)
試料 ① S E18 ② S K03 ③ S K41 
Mg 1. 40 
Al 2. 19 0.93 2. 52 

S i 5.08 11. 5 

P 20.8 8. 78 6.15 

S O. 32 1. 72 3.17 

l三 0.26 0.24 

Ca 0.47 O. 32 3.81 

Ti O. 15 

Mn 1. 86 O. 70 2.28 

F e 68.8 87.6 68. 7 

Zn 0.20 

可

①SE18出土刀子

③SK41出土釘

第 1図測定位置

円

δハU
1
1よ
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31.519 17 
O.9::l3 
0.419 
1.970 
2.907 
0.715 
O.87(:i 

0.1 02 
O.(:i05 
3.241 
0.077 
0.14(:i 
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0.046 QF 
0.1:34 QF 

定釜分析結巣

分桁女、 J.r1Jril:.'i身3 t¥'iijtfl，心手 処J'I'一計 分析絞 ~~I}_長 (C!l日/\1A)

Fe 68.846% 0.087 Fd(a 201.'148 
P :W.828% OJJ82 PK日
Si 5.078% 。()i16 SiIく日 0.(j05 
Al 2.HJO% 0.048 Allく日 。102
Mn 1.860% 0.015 MnKa 4.974 
C日 (J.470% O.()09 CaK日 0.134 
S O.:'l2LI% 0.(J08 S Ka 0.077 
]く 0.257% 。O(j日 KKa O.(lLJ(:i 

Ti 0.1"J7% 0.005 Tilく 0.235 

2 ①S正18 タソスト FP 
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定量分析結果

分析対象 分析中fljiL 松川E吉岡 処月il一計算 分析 ~rrl)友 (cps/uA)

Fe お7.567% 0.104 FeKa ::l58日40
p 8.777% 0.055 PKa 1.9:36 
S 1.715% 0.018 Ka 0.66:3 
AI 0.928% 0.035 A1Ka 0.058 
Mn 0.698% 0.009 JvlnKa 2.81:3 
Ca O.:n6% 0.007 CaK乱 0.145 

2-2 ②SK のピークリストお 由
ZFr 
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6章まとめ

北遺跡の発掘調査の結果、井戸跡15基、便所跡 3基、土坑31基、溝跡2条、掘立柱建物跡 1棟、

ット 106基、焼土遺構2基を検出し、遺物は縄文土器、弥生土器、石器、須恵器、土師器、

白磁、青磁、珠洲系陶器、近世陶磁器、土錘@羽口などの土製品、刀子などの金属製品、銭貨、木製

品などが出土した。 遺構の時代は、井戸跡@便所跡@溝跡が中位に、一部の土坑が古代と近世以降に

しており、 ほぼ全域に分布することから、遺跡が集中Ij"Jに利用されたのは中世で

あるといえる。ここでは検出遺構と出土遺物について若干の補足をし、まとめに替えたい。

古代に属すると考えられる遺構は土坑 3基に限られ、明確な居住の跡は認められなかった。遺物の

量を詑較すると、土師器は木製品に次いで多く出土しており、遺跡が古代においても生活の場として

利用されていたのは確かで、あるが、中世から現代に至るまでの土地利用の結果、その痕跡の多くは失

われてしまったようである。なお古代の遺物の時期については、内面に黒色処理を施さない口ク口使

用の土師器や、灰紬陶器を模した皿、鍋の存在などから、 9世紀後半から 10世紀代が主体になると

考えている。

本遺跡で中世の代表的な遺構である井戸跡について二@三の補足をする。

井戸側の形態は宇野蜂夫氏(宇野1982)の分類によるところの「縦板組隅柱横桟止めj と呼ばれる

もので、構造的には非常に斉一性が強いものである。井戸側の設置方法については、殆どの偶柱の下

端部が平坦であることから、掘形成面に突きつけで設置することは考えられない。またすべての隅柱

にほぞ孔が穿たれていることから、まず2本の隅柱に横桟を通し梯子状に組んだもの、あるいは4本

の隅柱を横桟で完全に組んだものを予め用意して掘形内に据え付け、縦板を周囲に巡らせながら裏込

め上を入れる順序を踏まえているものと考えられる。

井戸跡の所属する時期については、出土した輸入陶磁器及び珠洲系陶器がその指標となる。井戸跡

出土の珠洲系陶器は II'""-'直期に比定できるものが殆どであり、 13'""-'14世紀を中心とみなすことがで

きる。これと併せて輸入陶磁器を見てみると、 SE27で同安窯系青磁が、 SE05で錆連弁文をもっ

龍泉窯系青磁がそれぞれ出土しており、時期的にほぼ合致する。ただし SE21では部花文を有する

藷泉窯系青磁が出土しているため、いくつかの井戸跡は12世紀後半代まで遡る可能性もある。井戸

跡の構築は、 12世紀後半を初源期、 14世紀前半を下限期とみなし、 13世紀にそのピークを迎えたと

考える。

次に井戸側の方位について見てみる。本調査で検出された井戸跡は、その主軸線が北から若干の傾

きをもっ傾向があり、真北を向くものはない。この傾きは22
0

'""-'49
0

の範割にあり、最大値と最小値

を除いた平均値は約37.5
0

となる。この傾きに関連すると考えられる遺構として、同じく中世に構築

された SD61溝跡がある。その主軸方位は41
0

となり、井戸側のもつ主軸方位の平均値に近い数値を

示している。ところで遺跡は北西方向に細長く展開する自然堤紡の上に立地しており、溝跡はこの地

形にほぼ直交した形となっているのである。溝跡が集落を大きく区画するための施設と考えれば、自

然堤防の両岸とそれに直交する溝で閉まれた方形区画をもっ集落形態が想定される。

本調査では明確な中世の居住施設を確認することはできなかった。しかし以上のような観点から、

門

iハU
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地形的な制約を受けて形成された方形区闘の中に、井戸跡を伴う建物群が整然と居並ぶ集落の安を想

像することは可能ではないだろうか。
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